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　──昔、途中でクリアするのをやめたＲＰＧがあった。




　決してつまらなかったわけじゃない。

　むしろ夢中になるほど楽しかった。

　なのに、ラスボス前のセーブポイントでプレイするのをやめてしまったのである。

　自分でもそれが不思議だった。

　どんなエンディングを迎えるのか楽しみにしていたのに、ラスボスを倒すためにレベル上げもしたのに、最後の最後になって、急にモチベーションが消え失うせてしまうなんて。

　その理由がずっとずっと分からなかった。

　だけど──結ゆ朱ずと付き合うようになってから、不思議と理解できるようになった。

　俺は、終わってしまうのが嫌だったんだろう。

　あまりにも楽しかったから。

　エンディングを迎えて、これ以上先はないと突きつけられるのが嫌で、最後の可能性を残したのだ。

　その世界でやることがなくなったら、本当に物語が閉じてしまうから。

　酷ひどく矛盾した二律背反。

　ゲームを終わらせたくないからこそ、ゲームのプレイをやめた。

　それに気付いてからは、馬鹿らしくなって改めて続きをプレイして、数年越しにクリアしたけど。

　ただ……やはり楽しいものほど、自分の手で終わらせるのは辛つらい。

　だけど、やはり楽しいものだからこそ、自分の手で終わらせなければならない。

　でないと、矛盾したままどこにも辿たどり着けなくなってしまうから。







　──時が経って。

　運命のクリスマスイヴに、俺はそんなことを思い出したのだった。
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「唐突ですが、そろそろ冬の寒さ対策をしたいと思います！」

　いつも通りの文芸部室。

　一通りゲームで遊び終え、帰宅の準備を調えている最中、結ゆ朱ずが突然そんなことを言ってきた。

　教師に怒られない程度に色を抜いたセミロングの髪。ぱっちりと大きな二重の瞳ひとみ。

　不本意ながら可愛い彼女は、寒そうに首を竦すくめて手を擦り合わせていた。

「まあ、十二月だしな」

　珍しく建設的な意見を出した結朱に頷うなずきながら、俺も窓の外を見る。

　まだ五時だというのに完全に日は落ち、暗くなっていた。

　当然のことながら、無断利用している文芸部室にはろくな暖房設備などなく、太陽が沈んでゲーム機を片付けた後は、俺たちの体温だけがこの部屋の熱源である。

「でしょ？　この時期に寒さ対策なしは、いくらなんでもきつすぎるからね」

　一般的に女子は男子より寒さに弱いというが、結朱もその例に漏れず、俺よりもだいぶ辛そうだった。

「いやまあ、寒がって手を擦り合わせてる私も可愛いっちゃ可愛いんだけど」

　訂正。まだ結構余裕がありそうだった。

「冬でも頭が茹ゆだってるナルシストはさておき、確かに寒いし、ストーブでも借りたいところだな」

　今はまだ耐えられるにしても、これからの時期はこのままじゃ厳しいものがある。

「うーん……さすがにこの時期にストーブを借りる当てはないなあ」

　顔の広い結朱とはいえ、こればっかりは無理らしい。まあ寒さ全盛期にストーブが余ってる奴はそういないだろう。

「そうだな。もっと手軽に出来る寒さ対策となると……」

「おや？　もしや今、二人でくっつけば暖かいとか考えてました？」

　謎の疑惑を掛けてきた結朱に、俺は冷たい視線を送った。

「まるで思いつかなかった発想だわ。お前とくっつこうと思ったことなどないし、これからもない」

「なんでよ。そこは常に思いなさいよ」

　結朱の言葉を、俺は鼻で笑う。

「残念だが、俺はこの部屋にいる時はゲームのことしか考えてない。一人のゲーマーとして、邪念を振り払ってゲームに向き合ってるからな」

「なんでちょっと求道者みたいになってるのさ！　ゲームを通して何の悟りを開こうとしてるの！」

　求道者か。ちょっとかっこいい響きだ、前向きに受け入れたい。

「そう考えると、こうして寒いのも修行のうちみたいなもんだな」

「修行!?　大和やまと君にとってゲームって娯楽じゃなくて修行なの!?」

「あと結朱と一緒にいるのも修行」

「どういう意味!?　何が鍛えられるのさ！」

　頬を膨らませる結朱に、俺は少し考えてから答える。

「余計なことを言わずに沈黙する精神力、かな」

「それがもう余計な一言なんだけど！」

「おお、言い得て妙だな」

　これは一本取られてしまった。

　素直に納得する俺に、結朱は険しい視線を向けてくる。

「そこ感心するところじゃないから！　話を戻すけど、とにかく寒さ対策ね」

　結朱が強引に軌道修正する。

　俺も無意味な話を続けるつもりはないので、軽く頷いてそれに乗った。

「現実的には、カイロを使うとかになるか？」

「いいけど、積み重なると痛い出費だよね、消耗品だし」

「それは同感」

　小遣い制の高校生にとっては、ボディブローのように効いてくる絶妙な価格だ。

「そうなると厚着するのが一番じゃないか？　手袋……はゲームの操作しづらくなるし、マフラーあたりが無難か」

「えー、それはちょっと」

　極めて妥当な俺の提案に、何故か結朱が難色を示した。

「何が不満なんだ」

　そう訊たずねると、彼女は胸元に輝くアクセサリーを軽く触ってみせる。

　文化祭で俺がプレゼントした、クローバーを模したネックレス。

「マフラーなんか巻いたら、せっかく大和君にもらったネックレスが見えなくなっちゃうし」

「お、おう」

　見事に不意打ちを受けた俺は、うっかりドキッとしてしまった。

　が、このくせ者を相手にそれは悪手。

　途端に結朱がにやーっと腹立つ笑みを浮かべた。

「どう？　今の。可愛かった？　ドキッとした？　いやあ、いきなり彼女として[image: ]点の言動を決めてしまって申し訳ない。でも可愛いのは素だから許して？」

「急にウザさが爆上がりしたな!?」

　助走なしでトップスピードのウザさをかましてくるのは、さすがと言わざるを得ない。

「寒そうな割りには随分と元気じゃねえか。もうこのままでいいだろ」

　唐突なウザさに負けた俺が溜ため息を吐くと、結朱は何故か更に笑みを深くした。

「ほう、つまり大和君はずっと私にネックレスが見えるような格好でいてほしいってことだね？　やだもう、私のこと愛しすぎじゃない？」

「どう転んでもポジティブな解釈に持ってくなお前は！　ハート強すぎだろ！」

　七転び八起きのプロかってくらい、ただじゃ立ち上がらない女である。

「あ、けど大和君が選んでくれたものなら巻いてもいいかも。それならネックレスが見えなくなっても愛を感じることができるし。というわけで、次のデートは私のマフラー選びにしましょう」

「流れるように今後の予定を決めたな、おい」

　まあ、こっちにとっても悪くない話だけども。

　マフラー程度の出費で、デートプランの立案という苦手事項を一つ片付けられるのなら、コスパは悪くない。

　少なくとも、ただ消耗品のカイロを買うより有意義な金の使い方だ。

「といっても、これから期末テストもあるし、次のデートはだいぶ先になるけどね？」

　話がまとまったところで、急に結朱がちゃぶ台返しを決めてきた。

「おいおい、それじゃ結局はしばらく寒いままじゃねえか」

　早くも破は綻たんした計画に呆あきれていると、結朱はいたずらっぽく笑い、俺の腕に自分の腕を絡ませてくる。

「だから、マフラーを買うまでは大和君の最初の提案通り、こうやって寒さ対策するからそのつもりで」

　密着した部分から伝わる体温と柔らかさ、そして何より至近距離にある結朱の瞳。

　それに照れ臭さを感じた俺は、咄とつ嗟さに目を逸そらす。

「……俺がした提案じゃないだろ、それは」

「そうだっけ？　ま、どっちでもいいじゃん。大和君も役得なんだから」

「もしかして、期末テスト終わるまでずっとこれか？」

「そうなるね。いや、ほんと幸せ者だよ、大和君は」

　元気よさそうにいつものナルシストっぷりを発揮する結朱。

　が、俺にはそれが取り繕ったものに見えた。

「そうだな。人間って恥ずかしがると体温上がるみたいだし、今の結朱はとっても温かくて助かるわ」

　俺が揺さぶりを掛けると、途端に結朱の表情が引き攣つった。

「べ、別に恥ずかしがってないし」

「無理しなくていいぞ？　お前の防御力が紙同然なのは既に知ってるし」

「ほ、本当に恥ずかしくないし！」

「恥ずかしがってるのに、照れ隠ししてまでくっつきたいとか、結朱ちゃんは本当に可愛いなあ」

「そういう考察やめて！　寒かっただけだから！　本当に！」

「こうなると、マフラー買うのを期末テストの後なんて遠くに設定したのも──」

「あー！　あー！　聞こえない！」

　大声で俺の言葉を遮る結朱。

　武士の情けでそれ以上の追撃をやめると、彼女は俺の腕にこつんと自分の額を当てた。

「……大和君のいじわる」

　そう文句を言いつつも、結朱は俺から離れようとはしないのだった。







　──最近、結朱のスキンシップが妙に増えた。

　きっかけは何かと言われれば、間違いなく一カ月前の文化祭。

　再び始まった偽物カップルとしての日々と、中学時代の友人であるヒナとの再会。

　俺の中で過去との折り合いが付き、偽物カップルとして大きな山場を迎えたあのイベントを経て、俺たちの中の何かは少しずつ、しかし確実に変わり始めていた。







「けど、大和君が選んでくれるマフラー、どんなのになるか楽しみだなあ」

　さっきいじわるされた仕返しか、結朱は部室を出てから露骨にマフラー選びのハードルを上げてきた。

「あんまりハードルを上げられても困るぞ」

　本番でがっかりされても嫌なので、予あらかじめ釘くぎを刺しておくことに。

「そう？　このネックレスとか割といいと思うけどね」

「それは……たまたま見つけたんだよ」

　一瞬、ヒナによさそうな店を聞いて選んだからだと言いそうになったが、そうなると結朱の機嫌が悪くなるのは目に見えているので、そっと言葉を選んだ。

「なるほど。なんか露骨に女の影が見えた気がするけど、名前を出さなかった配慮に免じて流してあげましょう。彼女としての寛大な心に感謝して？」

　が、結朱にはバレバレだったようで、からかうような流し目でこっちを見てきた。

「そりゃどうも。今度は一人で選びます」

　まあ昔はヒナの服を選んだこともあるし、そのために少し女物のファッションについて勉強したこともあるので、ギリギリなんとかなるだろう。

「む、また他の子のことを考えたね」

「エスパーかお前は」

　スペックの高さのせいか、超能力じみた洞察力を発揮してきやがった。

「まあ女の勘ってやつですよ。私が彼女である限り、浮気はできないと思ってください」

　恐ろしい女だな……こいつ。

「元々する気なんてないです。ほら俺、結朱ちゃん一筋ですし？」

　半ば降参の言葉を吐くと、結朱は満足そうに頷うなずいた。

「それは何より。ちなみに、私はマフラーの予算そんなにないからね。あんまりお高いものは勘弁してください」

　てっきり俺がプレゼントする流れかと思ったが、結朱は自分で払うつもりらしい。

「……別に、マフラーの一つくらいなら俺が出してもいいけど」

　そう申し出るが、結朱は首を横に振った。

「いえいえ。これからクリスマスも待ってるし、お互いにその手前であまり出費をしてもね？」

　どうやら俺が無駄に見み栄えを張って高いものを選ばないよう、結朱なりに気を遣ってくれたらしい。

　この心遣いに、俺は思わず胸を打たれてしまった。

「そうか……俺もクリスマスはすごく大事にするつもりだったからな。悪いがお言葉に甘えさせてもらう」

　素直に頷くと、結朱は少し意外そうにした。

「え、大和君もクリスマス楽しみにしてくれてたんだ。てっきりまた面倒だとか言い出すのかと思ったのに」

「そんなわけないだろ。今年は楽しみな新作が多いからな」

「新作……？　何の話？」

　怪け訝げんそうに首を傾げる結朱。

「そりゃゲームのクリスマス商戦よ。この時期はどのメーカーも目玉商品を出すからな」

「そっち!?　このタイミングでゲームのこと考えてたの!?」

　先輩ゲーマーとして親切に教えてあげたのだが、意外にも彼女の反応は芳しくなかった。

「え、クリスマスといえばゲームだろ？」

　キョトンとする俺を、結朱が信じられないものを見る目で見てきた。

「そんなわけないでしょ！　どんだけＲＰＧバカなの！　ばーかばーか！　非モテのアジア選抜！」

「なんだ、その急な罵ば倒とう」

　結朱のテンションの落差についていけず、困惑する俺である。

「彼女にクリスマスの話題を振られて、ゲームの話をする彼氏がどこの世界にいるのさ！」

「この世界に」

「そんな世界は滅びてしまったらいいよ！　そろそろ私とゲームの優先順位が入れ替わったりしないもんですかね！」

　ものすごくご立腹な結朱であった。

「そう言われても……ゲームは楽しいしな」

「結朱ちゃんと一緒にいるのも楽しいでしょうが！」

　まあ、それは今さら否定しないけども。ただ残念ながら大きな問題が一つ。

「考えてみてほしい、お前と一緒にいる時はほぼゲームをやってるだろ？　ということは結朱の好感度が上がっている時、同時にゲームの好感度も上がってるんだわ」

「思わぬ落とし穴なんだけど！　もう文芸部室でゲームやるの禁止にしようかな!?」

　おおぅ、このままでは怒りのゲーム禁止令が出てしまう。なんとか宥なだめなければ。

「いや別に、ゲームのために結朱ちゃんのことを蔑ないがしろにしたわけではなくてですね」

「と言うと？」

　弁明くらいは聞いてくれるのか、結朱は唇を尖とがらせながらもトーンダウンした。

「ほら、結朱は小こ谷たにたちと過ごすのかも、と思ってたから」

　俺たちの肩書きは偽物カップル。

　それも、結朱の人間関係を滞りなく回すために作った関係だ。

　俺にばかり構っていて、そっちの人間関係を蔑ろにしては本末転倒である。

「それは、まあ……」

　俺の言い分に理を感じたのか、結朱も複雑そうな表情ながらも毒気を抜かれたように頷いた。

「けど、彼氏がいるのにクリスマスに一緒に過ごさないとなると疑われるからね。こういう時は二人で過ごさないと」

　少し悩むように間を空けた後、彼女はそんな答えを返してきた。

　まあ理屈は通ってるし、結朱がそう決めたのなら否定する理由もない。

「それは確かにそうだな。んじゃ、クリスマスは二人でどこか行くか」

　改めて誘うと、結朱はパッと表情を明るくした。

「うん！　楽しみにしてるね！　ちなみに、何かプランはある？」

「さっきまでクリスマス商戦にうつつを抜かしていた男にあると思うか？」

「……思わない」

　明るかった結朱の顔が、再び渋面に戻ってしまった。

「だろ？　その点、結朱はクリスマスを楽しみにしてたくらいだし、行きたいところがあるんだろ？　どこ行くかは任せるわ」

　と、丸投げしてみると、結朱は露骨に唇を尖らせた。

「別にそれでもいーけどー。大和君に期待とかしてなかったけどー。でも、たまには大和君にリードしてもらいたいなーって思うんだよねー。特別な日だしー」

　あざといくらい拗すねたアピールをしてくる結朱。

　こう言われたら俺も考えないわけにはいかない。

「分かった。じゃあ二人でゲームショップでも巡るか」

「分かってないよね!?　明らかにクリスマス商戦が頭から離れてないじゃん！」

　俺がゲームに未練たらたらな答えを出したせいか、結朱は本格的にむくれてしまったようで、じとっとした目でこっちを睨にらんでくる。

「大和君はいつまで経っても彼氏としての自覚が芽生えないね」

「そりゃ偽物だし……」

　ストレートに正論を叩たたきつけてみたものの、それが結朱の不興を買ったのか、さらに彼女の表情が険しくなった。

「でも結朱ちゃんを大好きな気持ちは本物でしょ。よし、決めた。やっぱり部室でのゲームを禁止します」

「ちょっと待ってください」

　最終奥義を繰り出す結朱に、俺は慌ててストップをかけた。

「待ちません。クリスマスまで反省するがいいよ」

「いやもうめっちゃ反省した。マリアナ海溝くらい深く反省してるからね」

「信用できません」

　この数分で結朱の信頼をガッツリ失ってしまったらしく、なかなか機嫌が回復しない。

　くっ……なんとかしなければ。

「なら、せめてチャンスをください。今度はちゃんと考えるから」

「……本当に？」

　必死な想いが届いたのか、結朱は少し態度を軟化させた。

　僅わずかに空いた隙間をこじ開けるように、俺は何度も頷く。

「本当に。なにとぞ、俺の結朱ちゃんへの愛を証明するチャンスを」

「むぅ……そう言われたら悪い気はしないね。よし、一度だけチャンスをあげます」

「有り難き幸せ」

　無事に処分が撤回されそうで、俺はほっと胸を撫なで下ろした。

「じゃあ、来週までに素敵なクリスマスデートのプランを考えてきて。それが気に入ったら、今の件は水に流してあげる」

「……ちなみに、気に入らなかったら？」

「部室にある全てのメモリーカードを没収します」

「鬼か！」

　あまりの処分に、俺は悲鳴に近い声を上げた。

　ゲーム機単体でセーブデータを保存できる現代のゲーム機と違い、俺たちが部室で使っているレトロなゲーム機は、メモリーカードという太古の遺物アーテイフアクトがないとセーブデータを保存できないのである。

「ふっふっふ。どれだけゲームを進めてもセーブできない地獄を味わうがいいよ」

　恐れ戦おののく俺の顔に満足したのか、結朱は悪い笑みを浮かべる。

「賽さいの河原システムじゃねえか……なんてこった」

　俺のクリスマスに対する無関心さが、一人の鬼を生み出してしまったというのか。

「来週が楽しみだね？　大和君」

　楽しそうに流し目を送ってくる結朱を、俺は歯は軋ぎしりしながら睨み返す。

「くっ……俺は絶対に負けん。見てろ、完かん璧ぺきなクリスマスデートプランを考えて、お前を黙らせてやるからな」

　カップルのやりとりとは思えない宣戦布告が、夜道に響いた。







　宣戦布告から一夜明けた平日。

　俺は昼休みにもかかわらず結朱とは一緒に食事を摂とらず、裏庭の木の根本に座り、パンをかじりながらスマホと睨めっこをしていた。

「なんとかクリスマスに相応ふさわしいプランを立てないとな……」

　危機感を抱きながら情報を検索するが、いまいちピンと来るのがない。

「『有名テーマパークで過ごすクリスマス』……死ぬほど混みそうだし、そもそもチケット取れそうにないな。『クリスマス限定食事プラン』……いや高いって。高校生だぞ」

　ネットというのは何年も前の古い情報がいつまでも残っていたり、企業関係者が自社の商品を売り込むためにステマ記事を書いたりする玉ぎよく石せき混こん淆こうの場所である。

　ましてやクリスマスなんて一大イベントともなれば、情報量はもはや洪水。

　俺が望む情報を発掘するのは難しかった。

「……そもそも、金がかかるイベント多過ぎ。こちとら高校生だっつうのに」

　企業のステマ記事は経済力のある社会人を対象としているのか、やたら金を使わせるデートプランが多かった。

　なんかちょうどいいのはねえかなあ。お手頃で、ムードがあって、いい感じに盛り上がりそうなイベント。

「はあ……どこかにないかなあ。手頃で、ムードがあって、盛り上がりそうなイベント」

　ふと、近くから女の声が聞こえてきた。

　その内容があまりにも俺と同じだったため、俺は驚きながら辺りを見回す。

　すると、ちょうど俺が寄りかかっている木の反対側で、亜麻色の髪の毛が靡なびいているのが見えた。

「……小谷？」

　名前を呼ぶと、反対側にいた女は怪訝そうに振り向く。

　亜麻色の髪に、整った顔立ち。やはり小谷亜あ妃きだ。

　彼女も何か調べていたのか、スマホを手に持っている。

「和泉いずみじゃん。全然気付かなかった、影薄過ぎじゃない？」

　小谷は俺を見ると、少し驚いたように目を見開いた。

「ほっとけ。これが俺の長所だ」

　微妙に傷付きながらも開き直る俺に、彼女は呆あきれた表情を見せる。

「どんな長所よ……ていうか、こんなところで何してんのよ」

「別に、昼飯食ってただけだ」

「ふうん……結朱も連れずに一人で？」

　少し不思議そうな彼女に、俺は肩を竦すくめた。

「そういう時もある。そっちこそ一人なんて珍しいじゃん」

　今日は桜さくら庭ばを待っているというわけでもなさそうだし、一人で考え事でもしていたのだろうか。

「……あたしだって、そういう時くらいあるし」

「そうか」

　俺が頷うなずくと、そこで会話が途切れた。

　結朱を通して繋つながりがあるとはいえ、俺と小谷の接点は非常に薄い。

　完全に他人ならお互い無視すればいいだけだが、そうでもないのが非常に厄介だ。

　おかげで、『用件があれば話せるが、無目的な雑談が苦手』という、俺の陰キャとしてのポテンシャルがフルに引き出されてしまう。

「……ねえ。あんたと結朱ってクリスマスはどうする予定なの？」

　が、俺と違って小谷は陽キャオブ陽キャ。

　こっちの内心など知らんとばかりに話を続けてきた。

「一応、デートする予定だけど」

「ふうん……もしかして今、一人でデートプランでも考えてた？」

「まあね。ショボいプラン立てたらゲーム禁止令を出されるから必死だよ」

　思わず愚痴る俺に、小谷は小さな苦笑を見せた。

「そう。羨うらやましいわね」

「……今の流れに羨ましいことなんかあったか？」

　小首を傾げる俺に、彼女は溜ため息と共に頷いてみせる。

「あったわよ。好きな子とデートできるの、確定してるんだし」

　そこで、彼女が今スマホで何を調べていたのかをなんとなく察した。

「小谷は桜庭を誘わないのか？」

　訊たずねた途端、小谷の顔が赤くなった。

「…………誘う。多分、きっと、恐らく」

「不安の数だけ言葉が増えたな」

　思わずツッコむと、彼女はふいっとそっぽを向いて髪の毛をいじり始めた。

「うるさい。いいわね、あんたは。向こうから告白してくれたみたいで」

「そうだな、あの時は驚いたわ。なんつーか、交通事故に遭った感じ？」

　しみじみと振り返る俺に、小谷は怪け訝げんそうな顔をする。

「全く愛情を感じない喩たとえしたわね……って、そうか。あの時は嘘だったんだっけ？」

「まあな」

　本当は今も偽物カップルだけど。

「ふうん……で、今も付き合ってるってことは、またどっちかが告白したんでしょ？　その時はどうだったのよ」

「やけに知りたがるな」

　小谷がここまで俺に興味を持つとは珍しい。

「いいでしょ、減るものでもないし」

　気まずそうにしながらも踏み込んでくる小谷。

　どうやら、よっぽど告白のデータが欲しいらしいな。

「いいけど……二度目も結朱からだったよ。まさかこの短期間で二度も交通事故に遭うとはなあ」

「やっぱり愛情を感じないんだけど」

　しみじみと振り返る俺に、やはり小谷は怪訝そうな顔をした。

「そんなことないっすよ。俺なりに結朱ちゃんを愛してますので」

　疑われても面倒なので、俺はさらりと惚気のろけてみせる。

　と、小谷は何がツボだったのか、小さく笑った。

「そうね。ちゃんと大事にしてるみたいだし？」

　意味深に言いつつ、彼女はとんとんと自分の首元を指差してみせた。

　それが意味するところは……まあ、あのネックレスだろうなあ。

「……結朱に聞いたのか？」

「まあね。あれだけ同じ物ばかり着けてれば気になるし、一回聞いてみたらだいぶ惚気られたわ。うまくいってるようで何より」

「……そりゃどうも」

　結朱、俺からのプレゼントで惚気たのか。

　なんかその場面を想像すると、すげえ照れ臭い。いや、決して悪い気分ではないんだけども。

「あれだけ惚気てくれる彼女がいるなんて、やっぱり幸せ者ね。ほんと羨ましいくらい」

　一通り俺をからかってから、また自分の恋愛状況を思い出したのか、小谷は深々と溜め息を吐いた。

　相当ナーバスになっているな……。

　ともあれ、彼らがうまくいくよう取り計らうのが俺たち偽物カップルの使命。

　放置するわけにはいくまい。

「そんなに不安なら、デートのセッティング手伝おうか？」

　俺が申し出ると、小谷の動きがピタリと止まる。

　それから、さっきより真剣みを増した表情でこっちを見つめてきた。

「…………大丈夫。前の時も、あんたにセッティングしてもらったし。同じこと繰り返してたら、進歩がないじゃん」

「……そっか」

　小谷がそう言うのであれば、俺も無理強いはしない。

「ま、気持ちは有り難いけどね。あたしも一回告白して、フラれて、それで学んだこともあるから」

「……それは？」

　その口ぶりに興味を惹ひかれた俺が問いかけると、彼女は惜しむでも照れるでもなく、素直に語り始めた。

「告白する時ってさ、自分の駄目なところばかりが見えるんだよ。あたしって性格きついから駄目かもとか、二人で話した回数足りなかったなとか、最近ちゃんと目を合わせられてなかったなとか」

　実感のこもった重い言葉に、俺も思わず聞き入る。

「普段は気にならなかったり、無意識に目を逸そらしたりしてる部分が、ここぞという時にのしかかる。だから告白をする時は、相手を好きになるのはもちろん、自分をどれだけ好きになれるかが大事なんだって」

「……なるほど」

　告白するまでの心の作り方。自信を持つこと。

　前はそれが足りなかったと、彼女は苦い過去を噛かみしめて学んだのだ。

「うん。だから、前みたいに誰かに頼りっきりで舞台を整えてもらうんじゃなく、まずはちゃんと自分でデートに誘えるようにする。告白について考えるのはそれから」

　ここまで腹が据わっているのなら、俺が余計なことをするわけにもいかない。

「分かった。俺も陰ながら応援するだけにしとくよ」

「そうして。それに和泉も自分のデートのことでいっぱいいっぱいみたいだし、頼るのも悪いからね」

　からかうような小谷の言葉に、俺はぐうの音も出ずに肩を竦めた。

「本当にな。ネットを見てもピンと来るものがないし、なんか手頃な値段で結朱が喜びそうなものとか心当たりないっすかね」

　ちょうどいい機会だ。

　結朱と近い小谷に、何かヒントでももらえないかと訊ねてみる。

「そうね……イルミネーションなんかいいんじゃない？　街を歩くだけだからタダだし、綺き麗れいだし」

　少し考えた末に彼女が出した答えは、予想以上にピンポイントなアドバイスだった。

「おお、まさに俺が求めていたものだ。この近くでいいものがないか、早速調べてみるか」

　俺は逸はやる気持ちのまま、スマホでネット検索しようとする。

「あ、近隣のイベントがいいなら、ネットよりも地元情報誌とかのほうがいいかも。そっちのほうが細かくて新しい情報が手に入るんじゃない？」

「なるほど、完かん璧ぺきなアドバイスだな。サンキュ、小谷」

　目から鱗うろこが落ちる思いで礼を告げると、彼女はどこか穏やかな表情を浮かべた。

「まあ、前の時に手伝ってもらったお礼みたいなものよ」

「……ああ。なら、素直に受け取っておくわ」

　そんな彼女に、俺も笑顔を返すのだった。







　放課後。

　今日は約束があるという結朱と別れ、俺は一人で駅前を歩いていた。

　目的は一つ。小谷のアドバイスに従い、本屋で雑誌を買うことである。

「……にしても、どこ見てもクリスマスめいてきたな」

　十二月に入った街は完全にクリスマスモードに突入しており、気が早いツリーの姿やジングルベルのメロディに彩られている。

　あわてんぼうのサンタクロースでも、ここまで早くクリスマスモードには入るまい。

　そんなくだらないことを考えながら、俺は駅前の大型本屋に入った。

「いらっしゃいませー」

　店内に入ると、店員の声と暖房に暖められた空気が俺を出迎えてくれる。

　冬の外気に晒さらされ続けた身体が、暖気によってほっと緩んだ。

　微妙にリラックスすると同時、何かが頭の隅に引っかかる。

「……今の店員の声、どこかで聞いたような？」

　小首を傾げ、店内を進む。

　と、背後から視線を感じた。

「あれ、大和？」

　唐突に名前を呼ばれ、俺は反射的に声のしたほうに振り返った。

　そこにいたのは、長い髪をポニテにまとめ、制服らしきエプロンを身に纏まとった少女。

　俺の友人である柊ひいらぎ日ひ菜な乃のだ。

「どうしたの、こんなところで」

　彼女は少し驚いたような表情でこっちに歩いてきた。

「いや、雑誌でも見ようかと思って……それよりヒナこそ、ここでバイトしてたんだな」

「うん、短期だけどね。ほら、年末年始は色々と入り用だから」

　少しはにかんだように笑うヒナ。

　それで、ピンと来た。

「なんだ、友達と出かける予定でも立てたのか？」

「まあね。女バスのみんなとクリパをやることになって」

　やっぱりな。

　ヒナは昔から友達に誘われたことを報告してくる時、こういう顔をしていた。

　だいぶ明るくなった今でも、その癖は抜けていないらしい。

「女バスのクリパか……懐かしいな」

「ふふっ、大和も来る？」

　思わず遠い目をした俺に対して、ヒナがからかうように誘ってきた。

「冗談。俺は二度と女子会に足を踏み入れないと誓った男だ」

　中学時代、同じようにヒナが女バスのクリスマスパーティに誘われたことがあった。

　当時はまだ社交的になりきれておらず、大人数の集まりに緊張していたヒナを心配して、俺も一緒に参加したのだが──

「大和、女子会に男がいちゃだめでしょって言われて、ミニスカサンタの刑に処されてたもんねえ」

「思い出させるな」

　トラウマを呼び起こされてしまい、俺は顔をしかめてヒナを睨にらみ付けた。

　が、彼女はどこ吹く風で肩を竦すくめる。

「でも似合ってたよ？」

「似合って堪たまるか！　逆にショックだよ！」

　と、全力で否定すると、ヒナは自分の髪にセットされたヘアピンに軽く触れる。

「女物のヘアピンは自主的に着けてたのに？」

「それを言われると何も言い返せないけどな！」

　圧倒的黒歴史を叩たたきつけられ、ぐうの音も出なくなる。

　なんで俺はあんなもの買ってきたんだろうね。

「……服装の話なら、ヒナのほうこそ大丈夫なのか？　あの時は『何を着ていったらいいか分からないから断る』とか言ってたが」

「うっ！　だ、大丈夫だし。あの時だってちゃんと行ったし」

　俺の反撃に、ヒナがたじろいだ。

　そこを逃さず、更に一歩踏み込む。

「ああ、より正確には『何を着ていったらいいか分からないから断りたいけど、断る勇気がないから行くしかない』って言ってたんだっけ？」

「よ、余計なことを思い出して……！」

　黒歴史の逆襲に、ヒナはみるみる赤くなっていく。

「確かあの時は俺が一緒に服を選んで事なきを得たんだったよな。どうする、今回も服選びを手伝ってやろうか？」

「け、結構です！　ちゃんと着ていく服くらいありますから！」

　黒歴史を打ち合いながら、お互い相手を睨む。

「……不毛だな」

「……うん」

　が、お互いに何も生み出さないやりとりだと気付き、休戦協定を結ぶことに。

「まったく、大和は本当にいじわるになったね」

　頬を膨らませながら、ヒナは抗議してくる。

「お互い様だろ。明るくなるのも困りものだ」

　俺もしかめ面で彼女を見つめ返した。

　数秒、そのまま睨み合った後、今度こそくだらなくなって同時に苦笑を浮かべる。

「ま、大和が楽しいならいいけどね」

「それも、お互い様だな」

　そうしてヒナは本棚の整理を再開しながら、雑談を続けてきた。

「話戻すけど、大和は七なな峰みねさんと一緒にクリスマス過ごすんでしょ？」

「まあな」

　ちょっと照れ臭くなりながらも、俺は素直に頷うなずいた。

「へえ、どこに行くか決めたの？」

「まだ。それを探しに来たんだけど、クリスマスイベを紹介してる地元情報誌とかある？」

　女バスもクリパをするのであれば、それなりにこの辺のイベントを下調べしているはず。

　ちょうどいい情報源に会ったかもしれないと思いつつ訊たずねると、ヒナは本棚からいくつかの雑誌を取り出した。

「これと、これ。あとは……これかな？　はい」

　そして、取り出した数冊の雑誌を俺に手渡してくる。

　これ全部買ったら、それなりの出費だぞ。

「……随分たくさん持ってきたな。この中でおすすめは？」

「全部です」

「……商売上手め」

　思わず恨みがましい目を向ける俺に、ヒナは昔の彼女からは想像もできないような悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべてきた。

「というのは冗談で、これなんかいいんじゃない？」

　ヒナはおすすめの一冊を選んでみせた。

「ぐぬぅ……お前、本当に意地が悪くなったな」

「失礼な。クリスマスの出費を控えた友人のために、おすすめの雑誌を選んであげる善人だけど？」

　しれっと言ってのけるヒナ。まあ、言ってることは間違いじゃない。

「そうだな。確かに今回は世話になったし、ヒナに好きな人が出来た時は、俺がたっぷり応援してやるからな」

「え、なにその犯行予告。怖い」

　めちゃくちゃ爽さわやかな笑顔を作る俺に、ヒナはようやく戦せん慄りつの表情を浮かべた。

　ともあれ、二人でレジへと向かい、彼女に会計をしてもらう。

「はー……一冊とはいえ痛い出費だわ。俺も短期バイトしようかな」

　雑誌というのは、高校生にとって地味に痛い金額である。

「じゃあ、駅前のゴミ掃除なんかいいんじゃない？　隣駅の駅前でイヴにイベントあるから、翌日のゴミ拾いを募集してるはずだけど」

「それはいい話だが……ゴミまみれの聖夜とは業が深い」

「本当にね。人間っていうのもなかなか美しく生きられないものだよ」

　苦笑を浮かべながら雑誌を紙袋に入れ終えたヒナが、俺に商品を引き渡してくる。

「どこに行くか決まったら教えてね。なるべく被かぶらないようにするから」

　確かに、文化祭での様子を見るに、結朱は割とヒナのことを警戒してるからなあ。

　クリスマスに彼氏の女友達と出会ってしまうのは、結朱の気分に水を差すことになるかもしれん。

「そりゃお気遣いどうも」

　昔からの知り合い、ましてやずっと手を引いてきたヒナにこういう気遣いをされるのは、妙に気恥ずかしい。

　照れ臭くなりながら感謝を告げる俺に、彼女は少しからかうような笑みを浮かべた。

「ま、もしもクリスマスまでに七峰さんにフラれたら、こっちの女子会に交ぜてあげるから」

「やかましい」

　余計な一言を付け足すヒナから紙袋を受け取り、店を出ていく。

　そして本屋のすぐ隣にあったファストフード店に入ると、コーヒーだけ頼んで雑誌を読み始めた。

　書店員直々のおすすめだけあって、俺の今欲しい情報が網羅されている。

　その中で、一つ気になるイベントがあった。

「『クリスマスフルフェメント』……？」

　ここから一駅隣の街で、イヴの日に開催されるイベントらしい。

　去年開催時の写真を見ると、駅前の通りにある建物全てがＬＥＤライトのイルミネーションで派手に飾りつけられ、さらに大きな噴水が街の光を反射して美しく輝いていた。

「へえ……これいいじゃん」

　近いし、そんなにお金も掛からないし、幻想的で女子受けしそうだ。

「よし、これに決めよう」

　俺はイベントについての記事を斜め読みすると、パタンと雑誌を閉じた。

　──この時、記事をしっかり読まなかったことが、後に俺の首を絞めるとも知らずに。







「いらっしゃいませー。お一人様でしょうか」

　放課後。

　今日は約束があるからと言って大和と別れた後、結朱は喫茶店へとやってきていた。

「あ、先に友達が来てると思うので」

　店員にそう断って店に入ると、先に着いていた亜妃と啓けい吾ごの姿を見つけた。

　今日は彼女たちと過ごすために、結朱は大和との時間をキャンセルしたのである。

「お待たせ、二人とも。颯そう太たは？」

　軽く挨あい拶さつをして近づいていくと、二人もスマホから顔を上げて応じてくれた。

「うっす、結朱っち。颯太はちょっと遅れてくるって。今日はミーティングだけって言ってたから、そんなに遅くならないと思うけど」

「そう。で、二人はさっきから熱心に何見てるの？」

　結朱が亜妃の隣に座りながら訊ねると、彼女は唐突にフリーズした。

「……クリスマスについて、ちょっと」

　妙に歯切れの悪くなった亜妃に、結朱はピンとくるものがあった。

　それを確かめるために啓吾を見ると、彼も結朱の視線の意味に気付いたように頷く。

「亜妃、颯太をデートに誘うみたい」

「おー……覚悟決めたんだ」

　驚きと納得を同時に感じながら、結朱は亜妃を見つめる。

「うん、まあ。ちゃんと言えるかどうか分からないけど」

　彼女は照れ臭そうにしながらも、否定しなかった。

「じゃあ、この場はその作戦会議ってことかな？」

　前のめりになって訊ねる結朱に、啓吾は頷く。

「そういうこと。亜妃の大勝負だし、気合い入れて告白の舞台を選ばなきゃな！」

　張り切った啓吾の言葉に、亜妃が驚いたように顔を上げた。

「い、いや、告白するとは決めてないし！　ただデートできればいいってだけで」

　亜妃としてはそこまで気持ちが決まっていなかったらしく、顔を真っ赤にする。

　それを見て、結朱も元気よく頷いた。

「分かった。亜妃のために私も頑張って告白の舞台を選ぶね！」

「結朱まで!?」

　悪乗りを始める結朱を、亜妃は愕がく然ぜんとした目で見てきた。

「ほら、結朱っちもこう言ってることだし、覚悟決めなよ」

「無理！　まだ心の準備ができてないから！」

　首をぶんぶん振って、啓吾のアシストを断る亜妃。

「もう。冬なのに暑くなっちゃったじゃん。ちょっと頭冷やしてくる」

　と、亜妃は逃げるように……というか小走りでトイレに逃げてしまった。

「成長は感じられるけど……相変わらず奥手だなあ、亜妃は」

　友人の背中を見送りながら、苦笑を浮かべる啓吾。

「まあ、あれが亜妃の可愛いところだよ」

　あの様子からは想像できないが、普段の彼女は誰が相手でも堂々として、自分というものがブレない少女である。

　常に人に合わせて、自分を殺すことを良しとしてきた結朱には、そんな彼女の姿が眩まぶしく、羨うらやましく思えたのだ。

　何も誤魔化さずとも、そのままの自分で在るだけで人を惹ひきつける少女が。

　結朱もそこに惹かれて友人となったのだが……何故か彼女は、恋愛になるとあんなに奥手になってしまうのだ。

「それは俺も同感ね。ただ、そろそろ勝負してもいいと思うんすけどねえ」

　啓吾は優しい苦笑で、結朱の言葉に頷いていた。

「実際問題、亜妃の勝率ってどのくらいだと思う？」

　表面上は何事もないような顔で触れているが、やはり結朱の立場からは亜妃と颯太の件について深く探りづらい。

　今のところ、二人の関係がどうなっているのかは、結朱からはいまいち分からなかった。

「五分五分かな。なくはないけど確実とまでは言えないって感じ。だからこそロマンティックなイベントで勢いを付けてほしかったんだが」

　啓吾の見立てであれば、かなり信しん憑ぴよう性せいは高いだろう。

「五分五分……この時点で、もう告白するべきなのかな」

　高いとは言えない勝率に、結朱は難色を示す。

「ああ。今が一番いいと思う」

　しかし、啓吾は固い意志を滲にじませて頷うなずいた。

「関係が固定されたら、もう動けない。颯太は今度こそこのグループを維持しようとするだろうし、亜妃もその意志を汲くむと思う。変わるとしたら今が最後だよ」

　真剣みと危機感が垣かい間ま見みえた啓吾の言葉には、確かな説得力があった。

　だって、結朱も同じ問答の末に同じことをしたから。

　偽物カップルが解消され、一度は友人になった結朱と大和。

　その関係は居心地がよく……それ故に怖かった。

　この関係のまま、何も動かなくなるのではないかと。

「それに、せっかくうってつけのイベントも見つけたところだったしな」

　言いつつ、啓吾は鞄かばんから雑誌を取り出して見せてきた。

「なにこれ……『クリスマスフルフェメント』？」

　綺き麗れいなイルミネーションの写真とともに、イベントの名前が載っていた。

　どうやら、イヴの日に隣の駅で開催されるイベントらしい。

「これがうってつけなの？」

　確かに綺麗な光景だけど、これくらいの光景なら他にいくらでもあるだろう。

　ここから近いのはいいが、他にアピールポイントがないという印象だ。

「ああ。実はこれ、片想いの相手を誘って告白しようって趣旨のイベントでさ。周りもそれ目的で来る奴多いし、ちょうどいいだろ？」

「なるほど……」

　そういう目的があるイベントであれば、まさにうってつけかもしれない。

　とはいえ、大きな問題もある。

「……けど、それだとこのイベントに誘う時点で告白するのと同じじゃない？」

　そう結朱が致命的欠陥を指摘すると、何故か啓吾はにやりと笑った。

「ああ。だから亜妃には何も教えないでこのイベントに颯太を誘うよう勧めるんだ。そうすれば何の勇気もいらず、本人の知らないところで告白が成立するっていう寸法よ」

「悪知恵を働かせて……」

　呆あきれる結朱に対して、啓吾はどこ吹く風で肩を竦すくめていた。

「大事な友達のためだし、多少の泥は被るさ。実際、完かん璧ぺきだと思わないか？」

　彼の言葉に、結朱も笑顔で頷く。

「そうだね。ただ一つのミスを除けば」

「ミス？　何かあるのか？」

「後ろ、見てみなよ」

　小首を傾げる啓吾の背後を、結朱は静かに指差す。

「面白い計画じゃない。啓吾」

　そこには、今の話を全て聞いていた亜妃の姿があった。

　途端、啓吾の顔から血の気が引く。

「い、いやこれは、その……」

「何？　言い訳があるなら聞いてあげる」

「ないっす！　すみませんでしたぁ！」

　亜妃の凄すさまじい圧力に、一瞬で啓吾は敗北していた。

　そんな友人二人をよそに、結朱は『クリスマスフルフェメント』の写真をじっと見る。

　鮮やかなイルミネーションと噴水の幻想的な風景。

　告白にはうってつけのシチュエーションだ。

「……こういうの、誘ってはくれないだろうなあ」

　思わず、結朱の口からは別件に対する溜ため息が零こぼれた。

　デートプランを考えると言ってはくれたが、どこまで真剣になってくれるのやら。

　いつまで経っても、いまいち掴つかみ所のない彼氏だ。

「……文化祭の時は、頑張ってくれたのに」

　もう一度、あれを求めるのは贅ぜい沢たくすぎるのだろうか。

　悩む気持ちが顔に出ていたのか、啓吾を威圧していた亜妃がこっちを向いた。

「どうかした？　結朱」

「ううん。なんでもない」

　小首を傾げる友人に、結朱は笑みを作って本心を隠すのだった。







　結朱にクリスマスデートのプランニングを命じられてから、今日でちょうど一週間が経った。

「さて、今日がデートプランの締め切りだけど、ちゃんと逃げずに考えてきたのかな？」

　放課後の文芸部室。

　約束の期日を迎えた今日、俺と結朱は正面から対たい峙じしていた。

「当然だ。俺はレベル上げが得意な男。この一週間で、きっちり彼氏としてのレベルを上げてきたぜ」

　余裕を持って計画を立てた俺は、不敵な笑みを返す。

　メインイベントを決めた俺は、一週間掛けて当日の行動予定及び、起こりうるトラブルの想定を終えた。

　完璧にして一分の隙もないデートプランをお見舞いしてやるぜ。

「ほう、それは楽しみだね」

　結朱もまるで魔王のような笑みを浮かべながら、手のひらで複数のメモリーカードをじゃらじゃらと弄もてあそんだ。

　もしも俺のデートプランが不評だったら、俺はあのメモリーカードに永遠の別れを告げることになる。

　かけがえのない思い出セーブデータが詰まった、そしてこれからの未来をともに積み重ねていく小さな装置。

　必ず、俺が守ってみせる。

「では大和君！　デートプランを発表してください！」

　結朱の号令に呼応し、俺は頷いてみせた。

「俺が考えたのは……これだ！」

　鞄の中から取り出したのは、数日前に買った雑誌。

「この『クリスマスフルフェメント』に参加する！　これが俺のプランだ！」

　決死の思いで勝負手を放つ。

　さあ、結朱の裁定はいかに!?

「………………え？」

　固かた唾ずを呑のんで見守る俺の前で、結朱はぽかんとした顔で硬直した。

　その手から、メモリーカードがポロポロと落ちていく。

「うおっ!?」

　床に落ちる寸前で、俺は咄とつ嗟さにメモリーカードをキャッチした。

「危ねえ……セーブデータが消えるところだったぜ」

　ほっと一息吐いてから、俺は結朱を見上げる。

「おい結朱。急になんてことするんだ。あ、もしかして、俺のプランが気に入らなかったからメモリーカードの破壊を試みた……？」

　不安になって恐る恐る訊たずねると、結朱は挙動不審になりながらも再起動した。

「う、ううん。大和君がそんなイベントに誘ってくれると思ってなかったから、驚いちゃって」

　どうやら、よっぽどセンスのないチョイスが来ると思われていたらしいな……ちょっとショックだ。

　そこで結朱は、何故かはっとしたような顔をしてこっちを見てくる。

「あの、一応聞いておくけど、誰かに唆されてそのイベントを選んだりとかした？」

　と、不思議なことを聞いてきた。

　一瞬だけ小谷やヒナの顔がちらついたが、別に唆されたわけでもないしなあ。

「いや、俺が自分で選んだけど。これは十割、俺の意志だ」

　またマフラーの時みたいに女の勘を発動されても困るので、そう念押ししておく。

　すると、結朱は恥ずかしそうに俯うつむいてしまった。

「そ、そっか……自分の意志で」

　この結朱の反応は、どう捉とらえるのが正しいのだろうか。

「俺も本気で考えた末にこれを選んだんだ。そこを汲み取ってほしい」

　こうなれば誠意で押すしかないと判断した俺は、本気度アピールという精神論を武器に説得してみることにした。

「ほ、本気ですか。へー、ほー……うん」

　やたらそわそわした様子の結朱。

　落ち着かなそうなのに微妙に口元が緩んでいる。どういう精神状態なんだ、こいつは。

　……いや待て。普段、はっきりした態度の結朱が言いあぐねるなんて怪しいぞ。

　もしやこれ、そわそわではなくイライラなのでは？　全然気に入らなかったのでは!?

「も、もし嫌なら今からでも別のプランを考えるけど……？」

　メモリーカード惜しさに、俺は突然弱腰になった。プレッシャーに負けた情けない男である。

「か、考えなくてもいいよ！　別に！」

　が、結朱は意外にも慌てた様子で否定してきた。

「そうか？　なんかあんまり乗り気じゃないように見えたから」

「そ、そんなことないよ……別にこれでいいし……」

　何故か首筋まで真っ赤になる結朱。

　え、なんで？　マジで赤くなる理由あった？　もしや怒り？　怒りを堪こらえてる？

「いや、無理しなくてもいいんだぞ。ちゃんと結朱の気持ちを聞かせてほしい」

　あとになって不満を言われても敵かなわない。そして、その時になってメモリーカードを破壊されても敵わない。

　そう思って訊ねたものの、結朱は赤くなるだけでは飽き足らず、ものすごく目を泳がせ始めた。

「き、気持ちって……そりゃ、嬉うれしいけど……」

「本当か？」

　なんだかたどたどしい結朱の言い方に、俺の疑念はますます膨れ上がる。
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「ほ、本当だよ。ちゃんと嬉しいです……！　も、もういいでしょ！」

　理由は分からないが、結朱はＫＯ寸前になっていた。

　なんかこれ以上はいじめてるみたいになって気が引けるし、喜んでくれているのなら文句を言う必要はない。

　つまり、俺のメモリーカードは守られたらしい。

「よし、じゃあこれで決定。罰もなしだからな」

　念押しすると、結朱は小動物のようにそわそわしながらも、一つ深呼吸をして頷うなずいた。

「あぅ……分かった、私も覚悟決めるね……！」

　にしても、なんでこいつはこんなに緊張してるのか。

　俺にとっては、クリスマスなんて新作ゲームが発売するくらいのイベントでしかないが、女子にとってはよほど大きいものなのかもしれない。

　それか、他に何か気になることでも……ああ、一つあるな。

「そういえば、桜庭と小谷はどうするんだ？」

　ふと、彼らのことが思い浮かんだ。

　結局、小谷は桜庭をデートに誘えたのだろうか。

　こっちが成功したせいか、力を借りた彼女のことが気になってきた。

「亜妃は頑張って誘うって言ってた。颯太も予定空けてるだろうし、断られることはないと思う。啓吾はそこで告白まで持っていかせたいみたいだけど」

　なるほど。やはり彼らも重大な局面を迎えているらしい。

「そっか。うん、いいと思うぞ。クリスマスに告白するって、やっぱり王道だしな」

「そ、そうだね」

　何故か結朱は我が事のようにぎこちなく頷く。小谷によほど感情移入しているようだ。

「綺き麗れいな景色とかいい雰囲気の中で告白すれば、普段より成功率高くなるだろうし、ちょうどいいタイミングだな」

「う……まあ特に大和君はそう思うだろうね」

「ああ。俺にとっても他人ひと事ごとじゃないし、小谷の告白が上手うまくいくのを祈ってるよ」

　なんせ、彼らが上手くいくように俺と結朱はこれまで骨を折ってきたのだ。

　どうせならハッピーエンドに収まってほしいというもの。

「他人事じゃない……そんなに共感して……やっぱり大和君も……」

　結朱は俯き、ぶつぶつと何かを呟つぶやいていた。なんでこいつは耳まで赤くなっているのか。

　もしや風邪でも引いたのだろうか。

「おい、もしかして体調悪いのか？　耳まで赤いけど」

　さすがに心配になった俺が訊ねると、結朱ははっとしたように顔を上げて、ぶんぶんと首を横に振った。

「そ、そんなことないよ！　ただちょっとクリスマスのことを考えると、自然とこうなるっていうか！」

「そうか……大丈夫ならいいけど」

　精神的なものということだろうか？

　む……そういえば俺もバスケ部時代、大事な試合前やきつい練習が予告された時は、部活に行くことを考えただけでストレスにやられ、なんとなく体調が悪くなったものだ。

　結朱の症状も、それと同じなのかもしれない。

　それほどまでに、小谷たちの顛てん末まつに気を揉もんでいるということか。

「無理するなよ？　なんなら、保健室にでも行くか？」

　寄り添おうと近づいてみると、彼女は弾はじかれたように後ろに飛び退いた。

「だ、大丈夫だから！」

「そ、そうか」

　なんか避けられた感じでショックなんだが。

　俺が微妙に落ち込んでいると、結朱は困ったように目を泳がせてから自分の鞄かばんを手に取った。

「大丈夫！　大丈夫だけど……ちょっと心の準備をしたいから今日は帰るね！　じゃ、また明日あした！」

「お、おう」

　勢いに押された俺が頷くのを待つでもなく、結朱は風のように走り去ってしまった。

「……なんだったんだ、あいつ」

　結朱がおかしいのはいつものことだが、今日のあいつには普段の奇行とはまた違うおかしさがあったように思う。

　それに首を捻ひねりながらも、俺も自分の鞄を取った。

　一人でゲームを進めるわけにもいかないし、今日は帰るしかないか。

　俺はメモリーカードをゲーム機に戻してから、部室を後にする。

「……あ、そういえば予定報告しなきゃいけない奴がいたな」

　ふと、ヒナにクリスマスの予定を報告する約束をしたことを思い出した。

　電話をしようとスマホを取り出してみるが、よく考えたらあいつは部活中か。

　部活終わるまで、荷物は全部ロッカーに放り込んだままだろうな。

「メッセージを残すだけでもいいけど……うーん」

　なんか今ちょうど予定空いちゃったし。

　せっかくだから、暇つぶしも兼ねて体育館に顔でも出してみるか。

　気き紛まぐれにそう思った俺は、ふらりと進路を変えた。







　体育館に足を踏み入れると、十二月初頭とは思えないような熱気に包まれた。

　運動している人間が集まってできる気温、ちょっと懐かしいな。

「女バスは……奥のコートか」

　二面あるバスケコートのうち、今日は奥で練習をしているらしい。

　となると、手前で練習している男子バスケ部のコートを突っ切らなければならないのだが、部外者丸出しの制服姿でそれをやるのも目立ちそうで嫌だな。

「……ん？　和泉か、どうした」

　俺が二の足を踏んでいると、男バスのコートでストレッチをしていた部員の一人がこっちに気付いた。

　爽さわやかに切り揃えられた短髪に、モデルのような長身と整った顔立ち。

　我がクラスが誇るイケメンにして結朱たちの友人、桜庭颯太である。

「悪い、邪魔したか？」

「いや、今は休憩中だからいいけど。今日は結朱と一緒じゃないんだな」

「さっきまで一緒だったけど、ちょっと色々あってな」

　結朱の様子をどう説明していいのか分からないので少し濁してみたが、それが逆効果だったのか、桜庭が心配そうに眉み間けんに皺しわを寄せた。

「え、もしかして喧けん嘩かでもしたのかい？」

「喧嘩ならしょっちゅうしてるけど、今回は違うな。まあ、なんていうか……女心が難しかったということですよ」

　俺が説明しあぐねているのを見て何かを察したようで、桜庭が苦笑を浮かべる。

「そりゃ付き合っていれば、色々あるか。すまん、無粋だったな」

「いや、気にするな」

　と、そこで一度会話が途切れる。

　ここで別れを告げてもよかったが、ちょうど気になることもあったのでもう少し話を続けることに。

「……足の調子はどうだ？」

　一カ月ちょっと前の文化祭で、彼は事故により怪我をしていた。

　その後、怪我は癒いえて日常生活には支障がないようだが、バスケに影響が出ていないだろうか。

「ああ、もうすっかりよくなったよ。今ようやくレギュラー獲とれそうなんだ」

　桜庭は屈託のない笑顔でそう答えた。

「それならよかった」

　無理をしている様子もないし、俺は少し胸を撫なで下ろす。

　一応、あの場に居合わせた人間としては少し気になっていたし、本人から直接聞けてよかった。

「これもあの時、代役を買って出てくれた和泉のおかげだな。あそこで無理してたら、まだ復帰できてなかったよ」

「気にするな。たいしたことはしていないし、俺にとっても良い機会だった」

　あの時間があったおかげで、俺も色々と振り返ることができたし……そもそも桜庭の代役をしたのは結朱だからね。

　本当に俺は彼にたいしたことをしていない。というか、マジで何もしていない。

「そんなに順調なら、クリスマスも十分時間を作れそうだな」

　さっき結朱とそんな話をしていたせいか、ふと思い出して切り出してみた。

　彼の気持ちは今どこにあるのか、少しでも探れたら儲もうけものである。

「まあね。まだ予定は入ってないから、啓吾たちに相談する予定だけど。和泉はやっぱり結朱と？」

「ああ、一応」

　つい、歯切れの悪い返答になった。

　今の桜庭が結朱のことをどう思っているか分からない。

　普段は既に割り切ったという彼の言葉を信じて、表面上は何事もなかったように結朱の話をしているが、こうデリケートな時期だと一気に距離感が難しくなる。

「そう気を遣わなくていいさ。結朱のことなら、ちゃんと割り切ってるし」

　俺の躊躇ためらいを敏感に感じたのか、桜庭は苦笑を浮かべてそう促してきた。

「すまん、分かってはいるんだがね。けど、割り切ってるならよかった。もし桜庭がまだ狙ってたら、不安すぎて不眠症になっちゃうし」

　少し重くなりかけた空気を払うため、俺はわざと軽口を叩たたく。

　すると、桜庭も笑顔を返してきた。

「大丈夫。周りが思うほど引きずっちゃいないから。ほら、俺ってモテるし。一人の女にこだわらないのさ」

「……桜庭が言うと様になるから腹立つな」

　凄すさまじいイケメンオーラに圧倒されて、俺は一周回って感心してしまった。

「はは、ツッコミ待ちだったんだけど」

「そういうのは三枚目がやるから成立するんだ。お前には荷が重い」

「それは残念」

　肩を竦すくめてみせる桜庭。

「ところで和泉。今日は何か用があって来たんじゃないのか？」

　雑談が一段落付いたところで、桜庭がそう切り出してきた。

「ああ。ちょっとヒナ……柊に話があって」

　素直に答えると、彼は何故かじとっとした目でこっちを見てきた。

「ほう、浮気か？」

「だったら桜庭には内緒にするさ。殴られそうだし」

「確かに。その時は渾こん身しんの右ストレートをお見舞いするよ」

　半分本気みたいな目をしてシャドーボクシングをする桜庭。

「そりゃ怖いな、肝に銘じておくよ。じゃあ、また」

「ああ、また」

　俺が軽く手を上げて別れを告げると、桜庭もそれに軽く答えた。

　桜庭と雑談している時間が長かったからか、もう俺への注目も薄れており、特に居心地の悪さを感じることもなく女バスの下へ向かう。

「ヒナ」

　休憩中だったヒナに声を掛けると、彼女はこっちを振り向いた。

「わ、大和。体育館に来るなんて珍しいね。バスケ部入る気になった？」

　期待に満ちた顔をするヒナに、俺は首を横に振る。

「入らねえよ。ちょっとこの間の件で話そうと思って」

　俺が入部を否定すると、ヒナは少しがっかりした様子を見せた。

「なんだ、クリスマスのことか。どこに行くか決まったの？」

「ひとまずな。女バスはどうだ？」

　訊たずねると、彼女はぐっと親指を立てた。

「うん。とりあえずクリスマスグルメ巡りをすることになったよ。駅チカの店のクリスマス特別メニューを片っ端から食べてみようと」

「なんか太りそうな計画だな」

　思わずそう呟つぶやく俺に、ヒナは気まずそうに目を逸そらした。

「……普段から動いてるから大丈夫です。運動部ですし」

「本当か？　これから正月も待ってるのに？　俺の目を見て言えるか？」

　念押しすると、露骨にヒナの表情が歪ゆがんだ。

「……今日、超きついサーキットトレーニング入れるし」

「焼け石に水だな」

　肩を竦める俺を、ヒナは渋面で睨にらんでくる。

「うるさい。大和こそ、どこに行くことにしたの？」

「俺は隣の駅でやるイベントに参加することにした。『クリスマスフルフェメント』ってやつなんだが……って、なんだその微妙な表情」

　俺の報告を聞くなり、何故かヒナは不思議そうに小首を傾げていた。

「いや、うん……今さら？」

「どういう意味だよ」

　ヒナの言っている意味が分からない。イルミネーションに今さらも何もないだろうに。

「え、だってそのイベント、片想いの相手に告白するためのイベントでしょ？」

「……はい？」

　キョトンとする俺に、ヒナがまだ困惑気味の口調で説明してくれる。

「私が薦めた雑誌にも書いてあったでしょ。『クリスマスフルフェメント』は好きな人を誘って、綺き麗れいなイルミネーションの中で告白するイベントだって」

「……マ、マジで？」

　すっと血の気が引いた。

　同時に、さっきの結朱の奇妙な態度を思い出す。

『大和君がそんなイベントに誘ってくれると思ってなかったから、驚いちゃって』

『あぅ……分かった、私も覚悟決めるね……！』

『ちょっと心の準備をしたいから今日は帰るね！　じゃ、また明日あした！』







　──あれ？　もしかしてこれ、クリスマスに俺が告白する流れになってる？
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　クリスマスデートの計画がようやくまとまった日から一夜明け。

　学校は二学期の期末テストに向けて動き出していた。

　が、俺はそんなことよりも重大な問題に直面している。

「……どうしよう」

　放課後の文芸部室。

　勉強道具を机に並べながらも、俺はペンすら握らず一人頭を抱えていた。

　よりによって、知らないうちに告白することになってるなんて……というか、もう告白したも同然なんて。

「どうやって誤解を解けばいいんだ……」

　どう頭を捻ひねっても良案が浮かばない。

　そうこうしているうちにタイムリミット。

　部室のドアが開き、自販機へと行っていた結ゆ朱ずが戻ってきてしまった。

「お待たせ、コーヒー買ってきたよ。はいこれ大和やまと君の分」

「あ、ありがとう」

　俺がぎこちなくコーヒーを受け取ると、彼女は机を挟んで対面に座った。

「ふふ、赤点で補習になったら大変だし、しっかり勉強しようね、大和君」

　め、めっちゃ上機嫌なんだけど。

　鼻歌交じりに勉強道具を机に並べる結朱を見ていると、心拍数がどんどん上がっていく。

　この空気の中、俺はどうやって切り出せばいいのだろうか。

「さて、テスト勉強をするわけだけど、大和君は質問ある？　可愛くて頭もいい結朱ちゃんが、勉強を教えてあげるよ。どんな問題でも遠慮なく聞いてね」

　くっ……このままじゃ勉強も手に付かない。

　こういうのは時間が経つほど気まずくなるし、思い切って言わなければ。

「おーい、大和君？」

　黙り込む俺を不審に思ったのか、結朱が身を乗り出して顔を覗のぞき込んできた。

「ん……あ、すまん」

　それでようやく思索から戻ってきた俺は、ぎこちなく笑顔を作った。

「どうしたの、いったい」

　怪け訝げんそうな結朱の問いかけ。

　これは真実を打ち明けるチャンスじゃないか？

「いや……どうしても解決しなきゃいけない問題があってな」

　迷っていても仕方ない。ここで解決する！

「問題？　いいよ。さっき言った通り、私がどんな問題でも聞いてあげる」

「それが……散々予習をしたんだが、内容を間違えて覚えててさ」

　雑誌を買ってあれだけイベントを調べたというのに、最後の最後で凡ミスしてしまった。

　思い切って打ち明けた俺に、結朱も深刻そうな顔をする。

「えっ、間違いって……どの程度？」

「重要な部分はほぼ全て」

　まさか告白するイベントだなんて部分を見逃すとは……。

「全て!?　丸々勉強範囲間違えたの!?」

　目を剥むく結朱に、俺は頭を下げた。

「いやほんと申し訳ない。このままじゃ完全に白紙の予定で本番を迎えることになる」

「白紙って……いや本番前に何を０点覚悟してるのさ！」

　確かに、このままでは彼氏として０点である。

「そうだな。なんとか埋めたい」

　イヴの予定を。

「とにかく、諦あきらめちゃ駄目。今からでもできることはあるはずだよ」

　怒っても不思議じゃない場面なのに、結朱は真剣に俺のミスに向き合ってくれた。

「結朱……すまんな、俺のために。じゃあ何をするべきだろうか」

　イヴの予定を新たに組み直すため、俺は結朱の希望を聞くことにした。

　それに対して、彼女も真剣に悩むような間を空けてから、静かに口を開く。

「まずは主要五教科の勉強だよね」

「勉強!?　よりによってこのタイミングで!?」

　イヴに勉強会はさすがに俺も驚きだ。

「このタイミング以外のいつ勉強するのさ！　ていうか大和君は何をするつもりだったの！」

「てっきり一日中遊ぶもんだと」

「なんで!?　ここで遊ぶのはおかしいでしょ！」

「そ、そうか……」

　今までクリスマス商戦のことしか興味がなかったから知らなかったけど、今時の高校生はイヴに勉強するのが主流なのか……？

「とにかく、時間もあるし連日ぶっ続けで勉強するよ。今やるんだって強い意志を持って。特に大事なのは信念だからね」

「新年まで!?　そんなにやるの!?」

「そりゃそうだよ！　そのくらいの気持ちがないと、この時点でのミスを取り返すことなんてできないからね！」

　そ、そんなに重いミスだったのか。

「いや、それにしたって一日分の予定立てるだけでよくないか？」

　冷静に考えれば、今必要なのはクリスマスイヴ当日の予定だけのはず。

「いいわけないじゃん！　勉強は積み重ねが大事なんだから！」

　今回の件は俺が悪かったが、とはいえさすがに勉強漬けのイヴは避けたい。

　結朱を説得しなければ。

「で、でも学校の勉強なんて絶対役に立たないだろ！　こればっかりは学校じゃ教えてくれないことだし！」

「むしろ学校の勉強の総決算だけど！　授業中に先生がずっと言ってたでしょ！」

「そうなの!?　だとしたら先生たちは授業中に何の話をしてるんだよ！」

　テスト前のこの時期に授業でクリスマスの話をする教師とは、とんだ傾かぶ奇き者ものである。

「そもそも、これって勉強で取り返せるものなのか!?」

「当たり前だよ！　他の何で取り返すの！」

　問われて、俺は少し考えてから答える。

「……プレゼントとか？」

「賄わい賂ろじゃん！　それはさすがに駄目だよ！」

「賄賂になるの!?」

　彼女へのクリスマスプレゼントに、収賄罪が適用されるとは初耳である。

「なるでしょ！　だいたいにして、物で釣ってご機嫌取りしようっていう考え方がよくないよ。実力でなんとかするべき」

　ビシッと結朱に指を突きつけられ、俺は怯ひるんだ。

「うぐっ……た、確かに。俺が間違ってた」

　誤解を解いて機嫌を悪くしても、ちょっといいプレゼントを贈れば帳消しにできるだろうみたいに考えてたが、これは誠意のない小手先のやり方かもしれん。

「分かってもらえたら何より。こういうのは真っ向勝負だよ。赤点になったら補習でクリスマスが潰つぶれるかもだし」

「あれ!?　今まさにクリスマスの話をしてなかったっけ!?」

　唐突に今までの話をひっくり返した結朱に、俺は混乱する。

「してないよ！　受験生でもあるまいし、どこの世界にクリスマスに勉強漬けになるカップルがいるのさ！」

「だよね!?　俺もそう思ってたんだけど！」

　完全同意する俺に、結朱は頬を膨らませた。

「まったくもう。よく分からないこと言ってないで、早く勉強するよ。大和君は全く勉強してないも同然なんだし、時間がもったいない」

「いや、勉強は順調にやってるけど」

「そうなの!?　じゃあさっきまでの話はなんだったの!?」

「こっちが聞きたいよ！」

　結局、お互いに何の話をしているのか分からず、混乱したままその日の勉強会は進んだ。







　数日後。

　勉強会での失敗をようやく冷静に振り返れるようになったのと同時、学校は期末テストの時期に突入した。

「おはよう、大和君」

　朝、いつもの待ち合わせ場所で待つ俺の下に、結朱がやってくる。

「おう」

　軽く手を上げて応じると、二人並んで歩き出した。

　先日の敗因は、いきなり話を切り出したせいで浮き足立ってしまったこと。

　なので、今回はちゃんとタイミングを計ってから切り出すことにする。

「じゃん。見てこれ、昨日作ってきたんだ」

　結朱が取り出したのは、輪っかで繋つながれた手のひらサイズのカードである。

　表に英単語、裏に日本語訳が書かれた、テスト対策の定番アイテムだ。

「暗記メモか。なんだ、英語に不安ありか？」

　わざわざ対策するということは、そこが弱点という自覚があるということだろう。

「ちょっとだけね。大和君は？」

「うーん……あんまり得意じゃないな。俺も本番までに単語覚えたほうがいいかもしれん」

　こういうのって人が自分より対策しているのを見ると、ちょっと不安になるよね。

　と、俺の心境を悟ったのか、結朱はリラックスさせるようにぽんと俺の肩を叩たたいてきた。

「まあまあ。大和君は『I love you』だけ覚えてればそれでいいから」

「一番使う場面がない言葉だな」

「そんなことない。私に対してはいつでも言ってくれていいんだよ？」

「分かった。今度からお前との話を切り上げてゲームしたい時は、『I love you』って言うことにするわ」

「一番駄目な使い方！　相手を蔑ないがしろにする時に愛してるって言って誤魔化す駄目男じゃん！」

「そんなことないから」

　そっと目を逸そらす俺であった。

「怪しいなあ」

　じとっとした目で俺を見る結朱だったが、他に何か思い出したことがあるのか、ぽんと手を叩いた。

「あ、そうだ。そんなことより大和君、このテストが無事に終わったら、パーッと遊びに行かない？」

「なんだ、その軽い死亡フラグみたいな誘い」

　怪訝な目で見つめる俺に、結朱はにこりと笑ってみせた。

「ほら、前にマフラー買いに行くって約束したでしょ？　あれも兼ねてさ」

　そういや、そんな約束もしたっけな。

　楽しいことが待っていると思ったほうがモチベも上がるし、反対する理由はないか。

「まあいいけど……いつにするんだ？」

「テスト明けの日でどう？」

　その提案に、俺はちょっと躊躇ためらった。

「えー……その日はゲームを買いに行く予定なんだが」

　テストを生き残った自分へのご褒美である。これは譲れない。

「ゲームはいつでもいいでしょうよ。部室にもあるんだし」

　俺の態度に、結朱はちょっとご立腹のようだった。

「そこをなんとか。頼むよ結朱、I love you」

「一番駄目な使い方！　なに早くも実践してるのさ！」

　ちっ……無理か。

　仕方ない。ゲームは部室から好みのものを拝借して我慢しよう。

「分かった。まあ約束してたしな」

　俺が同意すると、結朱の表情がパッと明るくなった。

「わーい。じゃ、決まりね。気持ちよく遊ぶためにも、テスト頑張らなきゃね」

「そうだな。で、そのためにも気がかりなことは片付けておきたいんだ」

　よし、今だ。ここで話を切り出す！

　俺は一つ深呼吸をすると、改めて結朱に向き直った。

「あのな、結朱。実は──」

「えっと、この単語は……」

　が、一拍遅かったようで、結朱は既に暗記メモに視線を戻してしまっていた。

　どうやら、テスト後の予定が入ったおかげで、露骨に勉強意欲が上がったらしい。

「よし、合ってた。けど、もうちょい完かん璧ぺきにしたいな……」

　暗記メモと睨にらめっこしながらぶつぶつと呟つぶやく結朱。

「……おい」

　俺はその腕を引き、自分の胸元にすっぽりとキャッチした。

「きゃっ、急に何するのさ。抱きつきたくなったの？　だとしたら可愛すぎてごめん」

　目を丸くしながらも、ナルシスト精神を忘れない結朱。

　それに呆あきれつつも、俺は彼女の目の前に迫っていた電柱を指差してみせる。

「勉強熱心なのもいいが、前を見ろ。二にの宮みや金きん次じ郎ろうの真似は現代じゃ通用せんぞ」

　俺が止めなければ、頭から激突していたところである。

　結朱もそれを自覚したのか、渋面を浮かべた。

「わ、危ない。私の顔に傷がついたら世界の損失だよ。間一髪だったね」

「間違いなく世界は何も損しないが、気を付けろ」

　じとっとした目で叱ると、彼女はバツが悪そうに目を背けた。

「ごめん。ほら、テストの成績を上げるっていうのも私のイメージを保つための大事な作業なもので、つい」

　二人でいるとつい忘れそうになるが、こいつ仮面優等生だもんなあ。

　どうやら、俺の想像以上にテストに力を入れているらしい。

「気持ちは分かるが、こんなことで怪我したら馬鹿らしいぞ」

　そう答えつつ、俺の中には微妙な躊躇いが生まれていた。

　もし、今結朱にクリスマスの話題を切り出したら、間違いなく動揺するだろう。

　そして、下手したらそれはテストにも影響する。

　それは……ちょっと困るな。なんていうか申し訳ない。

「あ、そうだ。こうしよう」

　考え事をしていると、それを遮るように結朱が俺と腕を組んできた。

「なんだ、いきなり」

　驚く俺に、結朱は至近距離から得意げな顔をする。

「こうすれば私が暗記メモに集中してても、大和君が自動的に避けてくれるという寸法ですよ。さすが私、完璧な策略！」

「もうこれ介護だよな？」

　微妙に恥ずかしくなりながらも、俺は改めて決めた。

　とりあえず、テスト期間が終わるまでは結朱にこの話を切り出すのを待とう。

　なんか先延ばしにするほど泥沼化していく気がしなくもないが、仕方ない。

　焦る気持ちをぐっと堪こらえて、俺は方針を改めた。

「そういえば、大和君のほうはどうなの？　テスト、自信ある？」

「まあ普通じゃね？　多分、いつも通りだろ」

　俺の成績は基本的に中の中から中の上くらいである。

　結朱と付き合うようになってからは、彼女と勉強することが多くなったため、少し成績が向上したが、それでも飛び抜けたものはない男だ。

「そっか、赤点だけは気を付けてね。補習になったら、ほら……せっかくのクリスマスが潰れちゃうし」

　いつものはきはきした様子はどこへやら、結朱は顔を赤くして、俯うつむきながらそう注意してきた。

　やっぱりこれ、完全に告白されるって思ってるよね？

「お、おう……頑張る」

　やばい、すっごい微妙な気分！　変な後ろめたさに押しつぶされそうなんだけど！

　なんかもう前言撤回して、今すぐ誤解を解きたい！

　けど、それで結朱の成績に支障が出たら……ぐぬぅ。

「うん。楽しみだなあ、クリスマス。私も勉強頑張らなくちゃ」

　爽さわやかな笑顔でやる気を見せる結朱。

　……マジで誰か助けて。







　学校に着いた俺たちは、落ち着く暇もなく二学期の期末試験を受けた。

　午前中の手て応ごたえとしては難しくもなく簡単でもなく、まあいつも通りという印象。

「ふー、なんとか午前中を乗り切ったね。大和君、自信のほどは？」

　昼休みの文芸部室。

　机に弁当を広げながら、結朱が緊張を解ほぐすように一息吐いた。

「幸いにも討ち死にした教科はないな。午後もあるから油断できないが」

　彼女と向かい合わせに座りながら、俺も弁当を食べる。

「そうだねえ。まだ折り返し地点だし」

「ああ。早く昼飯を食べ終えて、午後の教科の勉強をしないと不安だ」

　普段より早いペースで食事を続ける俺だったが、それより早く結朱が弁当箱を閉じた。

「ごちそうさまでした」

「もう食べ終わったのかよ。確かに早く食べ終えたほうがいいとは言ったが、さすがにがっつきすぎじゃないか？」

　驚く俺に、結朱は唇を尖とがらせた。

「失礼な。単純に今日はお昼の量が少ないだけです。午後のテストで眠くならないようにしてるの」

「なるほど、一理ある」

　と言いつつ、俺は普通に昼食を完食する。腹が減っては戦が出来ないからな。

　ともあれ、二人揃って昼食を終えたところで、俺は弁当箱を鞄かばんに仕舞い、代わりに教科書を取り出した。

「じゃあ、午後の勉強するか？」

「んー……私はやめとく」

　教科書を広げた俺に対して、結朱はお茶を飲みながら首を横に振った。

「朝はあんなに追い込んでたくせに、随分余裕だな？」

「いやいや、休息もまた勉強の一部ですよ。テスト初日で力入ってたし、午後は疲れが出る頃だからね。昼休みにまで頑張って詰め込んでたら、途中で集中力が切れちゃうもの」

「抜く時にはちゃんと抜くのも大事ってことか」

　やはり勉強とテストのことになると、仮面優等生の結朱に一日の長があるらしく、さっきから割と参考になる意見が聞けるな。

「そうだよ。だから私は徹底的に休みます」

　言うなり、結朱は立ち上がると、パイプ椅子を持って俺の隣に移動してきた。

「というわけで、私が癒いやされるように甘やかしてください」

　ちょこんと俺の隣に座り、唐突な要求をしてくる結朱。

「俺も同じように癒されたいんだが……」

「なら私を甘やかすことで癒されればいいよ。Ｗｉｎ─Ｗｉｎだね」

「どこがだ」

　ナイスアイディアとばかりに手を打つ結朱に、俺は白い目を向けた。

「だいたいにして、甘やかすって言っても何をしてほしいんだよ」

　訊たずねると、結朱は少し唸うなってからぽんと手を打った。

「そうだなあ……じゃあ、耳元で甘い言葉を囁ささやいてください」

「任せろ。砂糖、はちみつ、グラニュー糖、和三盆」

「そういう甘い言葉じゃない！　なにそのベタなボケ！　ベタベタだよ！」

「甘いものだけにベタベタになったってか」

「やかましいわ！　上手うまいこと言おうとしないで！」

　結朱のリクエストに誠意を以もつて応えたのに、何故か彼女はご立腹である。不思議。

「まったく……私は散々大和君のことを甘やかしてきたのに、どうして大和君は私に対して当たりが厳しいのか」

「ちょっと待て。甘やかされた記憶なんて一切ねえぞ」

　腹立ち紛れに謎の発言をする結朱を制止する。

　が、彼女は自分の言動に疑問がないのか、俺のことをじとっとした目で見てきた。

「いっぱいあるでしょ。部室で膝ひざ枕まくらしてあげたり……あと膝枕しながら耳かきしてあげたり」

「膝枕だけかい。ていうか、あれは両方甘やかされたうちに入らねえだろ……」

　どっちも俺から要求したものではなく、なし崩し的な展開でなったものだ。

「あ、そうだ。じゃあ今日は大和君が私に膝枕して？」

　何が「じゃあ」なのかは分からないが、結朱がまた余計なことを思いついてしまった。

「えー……」

「ほらほら早く！　貴重な昼休みが終わっちゃうよ？」

　難色を示す俺に、結朱は残り時間を人質に取って交渉してきやがった。

　確かに、このまま問答を続けて時間を失うのは避けたい。

　俺は一つ溜ため息を吐くと、椅子を引いて太ももを空けた。

「しゃあねえな……ほら」

「わーい！」

　男の太ももなんて枕にしても気持ちよくないだろうに、結朱は楽しそうに寝転がった。

　なんかこれ……物理的にも精神的にもくすぐったいな。

「まったく……お前、最初は身持ちの堅い女だから接触ＮＧとか言ってなかったか？」

　過去の結朱の言葉を引っ張り出してみるが、彼女は素知らぬ顔で仰あお向むけになった。

「今でも身持ちは堅いですけど。ただ大和君の攻撃力がそれを突破しただけで」

「攻撃した覚えはないんだが……」

　俺は異性に対して何一つ攻撃手段を持たない、平和主義者だというのに。

「覚えがないのにここまで私の防壁を突破したってこと？　あ、これ知ってる。『俺、なんかやっちゃいました？』ってやつだ」

「どこで覚えてくるんだ、そういう言葉。お前が紙装甲過ぎるんだよ」

　呆れた目で結朱を見ると、彼女は唇を尖らせた。

「なんだとー。モテてモテて仕方ないのに、それを断ってる鉄壁の女なんですけど」

「単に男の趣味が悪いだけだな」

「なにそのひねくれた自虐。まあでも、防御力がない代わりに私も攻撃力は高いからね。おかげで大和君も私にべた惚ぼれだし」

「あのな──」

　誰がべた惚れだ、といつものようにツッコもうとしたものの、言葉が途中で止まった。

　ただの雑談だとは分かっていたが、なんというかクリスマス関係でセンシティブな時期である。

　ここで否定して結朱を動揺させても……みたいな余計な気遣いが、ほんの一瞬だけ発動してしまった。

　当然、結朱はその隙を逃さない。

[image: ]

「あれ？　否定しないね、大和君。へー、ふーん……まあそうだよね。今さらね」

　からかってくると思ったが、結朱はちょっと顔を赤くして目を逸そらしてしまった。

　おい、これもっと誤解が深くなってないか？　これならまだからかわれたほうがよかったんだけど！

「いや、そういうことじゃなくてですね……」

　予期せぬタイミングで事態が悪化してしまったことに動揺し、俺の歯切れも悪くなる。

　その動揺がさらに結朱に確信を与えてしまったのか、彼女も何か思わせぶりに沈黙した。

「………………」

「………………」

　どうしよう。なんかすごく気まずい。

「あのね、大和君」

「お、おう」

　沈黙を破った結朱に、俺は思わず居住まいを正して応じる。

「……イヴに亜あ妃きの告白がうまくいったら、偽物カップルはおしまいになるよね」

　と、結朱の口から出たのは意外な言葉だった。

「まあ、そうなるんだろうな」

　すっかり頭から抜け落ちていたが、そういうことになるのだろう。

「もしそうなっても……またこうやって甘やかしてくれる？」

　どこか熱っぽい結朱の瞳ひとみが俺を射い貫ぬく。

　それに吸い込まれそうになりながらも、俺はぎこちなく頷うなずいた。

「お、おう。前に別れた後だってそうだったしな」

　なんとか取り繕う俺だったが、結朱はその逃げを許さない。

　俺の服をきゅっと掴つかんで、引き寄せようとする。

「前と同じじゃなくて……それよりもっと、ずっと」

　──ふと、怖くなった。

　もしこの状況で誤解を解いたら。

　もう、前のように戻れなくなるのではないかと。

「ああ……」

　自然と、俺は頷いていた。

　誤解を解いたらどうなるのだろう。

　いや、そもそも今さら誤解を解く意味が──

「だよね！　まあ私くらい可愛い子を甘やかすなんて、むしろご褒美だし！　いやあ、大和君は本当に恵まれた男だよ！」

「調子に乗るな、ナルシスト」

　──やっぱり誤解は解くべきだわ。完かん璧ぺきに、これ以上ないくらいに。

　そんな決意を新たにする昼休みだった。







　そして放課後。

　テストと誤解のダブルパンチで消耗した俺は、文芸部室に向かう前に、食堂近くの自販機で甘いカフェオレを飲んでいた。

「やばい。このままじゃ胃に穴が空くわ……」

　言いたいけど言えない気持ちと、言わなくちゃいけないのに言う勇気が出ない状態が混ざり合うという、禅問答みたいな状態である。

　実際、時間が経てば経つほど気まずくなるのは確定なので、何か策を練らなければ。

「あれ、大和？」

　俺が一人唸っていると、不意に名前を呼ばれた。

　顔を上げると、そこにいたのはジャージ姿のヒナ。

「よう、ヒナ。これから自主練か？」

　軽く手を上げて答えると、彼女は小走りでこっちに近づいてきた。

「うん。スポドリ忘れたから買おうと思って。大和は？」

「ちょっと考え事があってな……」

　小さく溜め息を吐きながら答えると、ヒナは心配するように顔を覗のぞき込んできた。

「もしかして、クリスマスのこと？」

　付き合いが長いだけあって、さらりと俺の葛かつ藤とうを見抜くヒナ。

「まあな」

「なに、あの件まだ解決してなかったの？」

　俺の腰の重さに呆あきれたのか、苦笑するヒナ。

　まあ、こっちにも言い分はあるのだが、それを言うわけにもいかない。

「思いのほか、結朱があのイベント気に入っちゃってな。言い出すに言い出せない感じに」

「なるほど、それは困るね。がっかりさせるのも可哀想だし」

　ヒナは頷き、俺の心情に理解を示してくれる。

「そういうこと。で、どうにか誤解を解きたいなと思ってさ。なんかいい方法ないっすかね？」

　藁わらにも縋すがる思いでヒナに相談を持ちかける。

　すると、彼女は頼られたのが嬉うれしいのか、笑顔で頷いた。

「任せて。私にいいアイディアがある」

「マジか、詳しく聞かせてくれ」

　妙に自信満々のヒナに頼もしさを覚えて、俺は話に食いついた。

「こういう時は、人の振り見て我が振り直せ理論で行こう」

「……というと？」

　いまいち要領を得ない説明に、俺は首を傾げた。

「簡単な作戦だよ。まずは大和が七なな峰みねさんに『誤解をそのままにして損したエピソード』を話すの。それを聞いた七峰さんはどう思う？」

「そりゃまあ、結朱も誤解を放置することが悪いことだと……なるほど、そういうことか」

　答えている途中でピンと来た俺に、ヒナも笑顔で頷く。

「そういうこと。誤解を放置するのはよくないことと思わせて、誤解を解くことに対して前向きな気持ちを抱かせる。それが大事」

「いい作戦だな。ちなみに、どういうエピソードがいいだろうか」

　かつて陰キャだった女にエピソードトークの指導を仰ぐのも変な気持ちだが、まあ今さらか。

「そうだなあ。たとえば私の場合だったら『今の大和って無愛想でつまんない奴だと思ってたけど、多少は楽しい人だよね。誤解してて損した』みたいな話をするね」

「それ誤解解けてなくない!?　受けた傷に対して名誉の回復量が少ないんだけど！」

　全く説得力が生まれていなかった。やはり元陰キャはずれている。

「こんな感じの話をすれば、七峰さんも誤解を解くのって大事なんだなって共感するでしょ？」

「共感ポイントが一つもなかったが！」

　俺の抗議に、ヒナは苦笑しながら宥なだめてくる。

「落ち着きなよ。振りの段階で印象がマイナスになるのは仕方ないでしょ。ほら、少しのダメージは税金みたいなものだと思って？」

「革命が起こるくらい重税なんだけど！」

　そして払った税金コストの割りにリターンが少ないんだけど！

　自説が全く俺に響いてないことが伝わったのか、ヒナは再び考え直すように顎あごに手を当てた。

「じゃあ、『大和ってもっと普通に明るくていい人かと思ってたけど、本当は付き合い悪くて無愛想だったんだな。誤解してたわ』とかどう？」

「マイナスイメージ！　誤解が解けた結果、失望に繋つながってるんだけど！」

「え、私はプラスイメージになったけど」

「極めて特殊なケースだよ！　なんかもっとこう……一般的な喩たとえはありませんかね」

　キョトンとするヒナに頭を抱える俺である。

　が、そんな俺に、彼女はパッと表情を明るくした。

「あ、じゃあ大和の立場なら『クラスメイトが前髪で顔隠してたけど、ヘアピンつけたら意外と可愛かった。今まで誤解してたよ』とか言うといいんじゃない？」

「おお!?　ようやくいい喩えが出たじゃねえか！」

　まさに俺の実体験だし、非常に分かりやすかった。

「………………」

　待望のまともな例に盛り上がる俺に対して、ヒナは何故か複雑そうな表情だった。

「どうした？」

　訊たずねると、彼女はそっと両手で顔を覆ってしまう。

「自分で言ってて恥ずかしくなってきた……」

「自爆!?　じゃあなんで言ったの！」

「ツッコミ待ちで……」

「なんかすまん！　諸事情でナルシスト慣れしてたもので！」

　そうだよね、よく考えたらこれが普通の人間の反応だよね！

　勇気を出して場を和ませてくれたヒナを見殺しにしてしまい、非常に心苦しい。

「はあ……もう難しいこと考えないで、相手が機嫌いい時にでも話して、謝り倒しなよ」

「急に雑！　申し訳ないほど心折れたな！」

　再び見えたヒナの顔は、真っ赤に染まっていた。

　これ以上、この話を掘り下げるのは酷だろう。

「と、とにかく……参考になったわ。色々と試してみる」

「うん……じゃ、私はもう行くから」

　俺が話をまとめると、ヒナは疲れ果てた様子でスポーツドリンクを買い、体育館に向かった。これから自主練だというのにあんなに消耗して大丈夫か？

「……っと、人の心配してる場合じゃないな。俺は俺で自分のことをやらなきゃ」

　飲み終わったカフェオレの缶をゴミ箱に放ると、結朱の分の缶コーヒーを買って文芸部室に向かうことにした。

　色々とヒナの心には損傷を与えてしまったが、誤解を解くことに前向きにさせるというのはいい案である。さらに機嫌がいい時を狙うという重ね技もアリだ。

　テスト後まで誤解は解かないと言ったな？　あれは嘘だ。

　方針がコロコロ変わるようだが、駄目元で試してみよう。

　部活棟の廊下をこっそり進み、文芸部室の鍵かぎを開ける。

「うす。待たせたな」

　俺はなるべく笑顔を作ると、中で勉強を始めていた結朱に挨あい拶さつした。

「……別に待ってないし」

　が、彼女は俺を一いち瞥べつすると、すぐさまノートに目を落とす。

　一言で分かるくらい機嫌が悪い。入室五秒でヒナから授かった策は半壊したのだった。

「えーと、結朱さん？　何かありましたか？」

　思わず敬語になる俺に、結朱は再び顔を上げた。

　そしてスマホをポケットから取り出し、無言で俺に見せつけてくる。

　画面には、自販機の前で話す俺とヒナの姿が──。

「こ、これは……!?」

　思わず動揺する俺を、結朱は鋭く睨にらんできた。

「たまたま友達が見つけて送ってくれたんだよ！　文芸部室にも来ないでどこに行ったのかと思ったら、他の女と密会とはね！」

　しまった、こいつの情報網を侮っていた！

「さあ、これはどういうことなのかな!?」

「ご、誤解だ！　マジでそういうんじゃないから！」

　なんてこった！　誤解を解くつもりが新たな誤解を生んでしまった。

　いや待てよ！　今の俺にはヒナから習った人の振り見て我が振り直せ理論がある！

　これを使って、どっちの誤解も解けばいいんじゃないか!?

「とにかく落ち着け、結朱。俺の話を聞いてくれ」

「ふーん……言い訳するんだ。いいよ、聞いてあげる」

　俺が弁解に走ると、結朱はむくれながらも少しトーンダウンしてくれた。

　よし、ここでうまい比喩をぽんと一つかまして、誤解を解く素晴らしさを教えてやろう。

「いいか、誤解をそのままにしておくのは非常に損なんだぞ。俺も昔、クラスの女子が前髪で顔を隠してたから、ヘアピンをあげたことがある。そしたら見えた顔が意外と可愛くて、大きく印象が変わったんだ。このように、誤解を解くのは大事だ」

「それ柊ひいらぎさんのことだよね!?　このタイミングでそんな惚気のろけ持ってくる!?　誤解を解く気ないでしょ！」

「あれ!?　もしかして比喩のチョイス間違えた!?」

「大間違いだよ！」

　おおぅ、咄とつ嗟さだったからさっき聞いた中で一番いい比喩をそのまま持ってきたが、仇あだになってしまったようだ。

「これもう浮気認定していいんじゃない!?　大和君の浮気者！　ばか！」

「ちょっと待ってください！　マジで！」

　完全に墓穴を掘ってしまった俺は、慌てて弁明を続ける。

　結局、その日は新たに生まれた誤解を解くのに必死で、クリスマスの誤解については全く触れられなかったのだった。







　俺は平日昼間にもかかわらず、私服で駅前に立っていた。

「……そろそろ本当にどうにかしなきゃな」

　深い決意を固めながら、駅前で結朱を待つ。

　今日からテスト休み。

　長かった期末試験もようやく終わり、彼女の動揺を考えなくてもよくなった。

　あと忌まわしき浮気疑惑も払ふつ拭しよくしており、余計な心配も既にない。

「……いよいよ決着の日だぞ」

　噛かみしめるように言葉にして、俺は自分の覚悟を促す。

　今日はテスト明けの返却期間で、半日授業。

　マフラーを買いに行く約束を果たすため、俺たちはデートをすることになったのだった。

　そして、俺が例の誤解を解く最後にして最大のチャンスである。

「とはいえ……微妙に間が空いたから、言い出しづらくなってしまったな」

　なにより、時間が空くにつれて新たな疑問も生まれてきた。

　そもそも、結朱は本当に『クリスマスフルフェメント』の意味を知っているのか、ということである。

「もしかしたら、あいつも俺と同じように本来の意味を知らない可能性もあるし……」

　その場合、誤解を解くという俺の行動自体が壮大な空回りになってしまう。

　なので、まずは結朱の真意を確かめなければ。

「あ、大和君！　お待たせー」

　俺がやるべきことを改めて決めたのと同時、小走りで結朱がやってきた。

　膝ひざ丈たけの白いワンピースとグレーのコート、黒ストッキングというラフな私服姿である。

「お、おう」

　妙に緊張してしまい、俺はぎこちなく彼女を迎えた。

「どうしたの？　大和君」

　俺の緊張は、気遣いの達人である結朱には簡単に見抜けるようなものだったようで、怪け訝げんそうにこっちを覗のぞき込んできた。

「い、いや、なんでもない」

「なんでもないようには見えないけど……？」

　じーっと俺の顔を観察してくる結朱。

　と、とりあえず誤魔化そう。バレる前に自分のタイミングで打ち明けたいからな。

「だ、大丈夫だって。持病の駅前アレルギーの発作が起きただけだし」

「初耳の奇病なんだけど！」

　めちゃくちゃ苦しい言い訳になってしまった。

　俺は一度深呼吸をして自分を落ち着かせる。

「ふぅ……すまん、本当になんでもない。テストの出来がちょっと気になっただけだ」

　時期的にちょうどいい言い訳を使うと、結朱も納得したように頷うなずいた。

「なんだ、そういうことか。てっきり私の可愛さを過剰摂取したせいで心が変になってしまったのかと」

「その心配もおかしいけどな」

　ナルシストにしかできない危き惧ぐである。

　ともあれ、ここでじっとしていても仕方がない。

「じゃ、マフラー買いに行くか？」

　今日のデートの目的に切り込むも、結朱は少し悩むような顔を見せた。

「んー……それもいいけど、テスト終了記念のお祝いでもあるんだし、もうちょい色々と回りたいなあ。この辺来るの久しぶりだし、大和君も可愛い彼女を連れ歩いてる姿を周りに見せたいだろうから」

「俺に対する気遣いは的外れだが、まあ色々と回るのは賛成だ」

　ほら、マフラー選びに集中してる時より、本題を切り出しやすいかもしれないからね。

「決定だね。それじゃ行こうか」

「おう」

　そうして、俺たちは並んで歩き出した。

「どこか行きたいところはあるか？」

「そうだなあ。やっぱり打ち上げの定番であるカラオケは？」

　と、結朱は何気なくそんな提案をしてきた。

　それに対し、俺は真顔になって世界の真実を教える。

「いいか結朱、よく聞け。基本、陰キャはカラオケには行かない生物だ」

「え、なんで？」

　めちゃくちゃ意外なことを言われたように、我が陽キャ彼女はキョトンとした。

「大勢の前で自分の歌声聴かせるのなんてハードル高いだろ。そして普段行かないから当然持ち歌もないし、そのせいで更にカラオケに行きづらくなるというものなんだ」

「なにその悪循環。別にみんな大和君が思ってるほど人の歌なんて聴いてないよ？　自分の曲選ぶのに集中してるし、自意識過剰です」

「え……あんなにも盛り上がってるのに、そんな孤独な空間なの？」

　かつてまだ陰キャの波動に目覚める前は、俺も普通にカラオケに行っていたが、他の人が歌っていたら必死で盛り上げていたというのに。

　もしや、そういうことを無駄に頑張っていたから俺は息苦しくなったのでは？

「なんか嫌なことに気付いちゃったなあ……うわぁ、不要な黒歴史発掘しちゃった」

　過去の空回りを掘り当ててしまい、軽くへこむ俺であった。

「ねえちょっと、デート開始数分でしめやかな空気出さないでよ」

「しめやかなんて葬儀関係以外で初めて聞いたわ……」

　どうやら俺の落ち込みようは、お通夜レベルだったらしい。

「じゃあ映画とかどう？　よく考えたら大和君と行ったことなかったし」

「まあ、それならいいよ。俺も好きだし」

　せっかくのデートがこんなことではいけないと、俺は背筋を伸ばしてテンションを取り戻す。

　それを見て満足したのか、結朱も表情を明るくした。

「よし、映画で決まりね！　それじゃ行こっか」

　彼女は俺の手を握ると、映画館に向かって歩き出した。

　もう慣れた、自然なカップル繋つなぎ。

　それを少しくすぐったく思いながらも、俺は指摘することなく彼女に歩調を合わせる。

「にしても、映画館に行くのも久しぶりだな」

　俺は基本的に、映画はネット配信で済ませる人間である。こうして劇場に足を運ぶのは珍しい。

「大和君って、どういう映画が好きなの？」

　道中、結朱がそんな話題を振ってきた。

「強いて言うなら洋画のアクションかな。爆破シーンが多いやつがいいわ」

「私と一緒じゃん。やっぱ映画館で観るなら絵に迫力ある作品がいいよね」

　嬉うれしそうな結朱の言葉に、俺は少し驚いた。

「意外だな。なんか少女漫画の実写化とかが好きだと思ってた。若手イケメン俳優が出てるようなの」

「実際、一番観るのはそういうタイプだけどね」

　苦笑交じりの結朱の様子に、ピンと来る。

「友達の付き合いですか」

「友達の付き合いですね」

　遊園地の時も思ったけど、外面を大事にしてる奴は大変だな。

「けど、今日は私の好みの作品を観られそうで楽しみだよ」

「そうか。ちなみに俺はホラーが観たい気分だが」

「やっぱり好みが合わないんだけど！　なんでこのタイミングでホラーなの！　さっきアクションが好きって言ったじゃん！」

「いや、アクション映画より、ホラーで怖がってる結朱のほうが迫力あるかなって」

「最愛の彼女をなんだと思ってるのさ！」

　ぷくっと頬を膨らませる結朱に、俺は苦笑を返した。

「冗談だって。映画のチョイスは結朱に任せるから、そのあざとい怒り顔やめろ」

　そう指摘すると、彼女の表情はパッと明るくなった。

「ほう……怒り顔でも可愛さを保とうとする私の向上心を見抜くとは、大和君もやるようになったね」

「不要な観察眼が付いてしまった気がしてならないわ」

　くだらない話をしながら俺たちは映画館へと辿たどり着く。

　そこで結朱が選んだ洋画のチケットを買って、俺たちは劇場に入った。

　指定席に座ると同時、劇場内の照明が落ちる。

「わ。いいタイミングで入ってきたね」

　少しはしゃいだ結朱の声を聞きながら、スクリーンに集中する。

　ほどなくして、映画が始まった。

　内容は、洋画らしい派手なアクション。ＳＦ要素も入っているあたり、完全に俺好みだ。

　自然と映画に集中する──が、中盤で問題が起きた。

　ムキムキの男優と金髪の女優がくんずほぐれつ……いわゆるベッドシーンである。

「………………」

「………………」

　き、気まずい。

　結朱がどういう様子か窺うかがいたいが、隣を見る勇気はない。

　その間にも、女優の甲高いあえぎ声が劇場内に響き渡るという。

　いかん、緊張で喉のどが渇いてきた。

　チケットと一緒に買ったジュースが肘ひじ掛かけのポケット部分にあったはず。

　スクリーンに視線を向けたまま、飲み物を求めて手を動かした。

　──が、その指先はジュースではなく、肘掛けに乗っていた結朱の手に触れてしまう。

「…………っ」

「…………!?」

　互いに、静電気でも走ったかのように手を引っ込める。

　今の反応で、結朱もまた露骨にこっちを意識していることが分かってしまった。

　え、ていうか待って。

　今の俺、ベッドシーンに流されて結朱の手を握りにいったみたいになってない？

　やばい誤解が生まれてしまいそうな状況に、思わず隣を見る。

　──すると、間が悪いことに目が合ってしまった。

　彼女は真っ赤な顔をしたまま硬直すると、恥ずかしそうに俯うつむいてしまう。

　はい、完全に誤解された！

　映画のムードに流されて接触しようとした変態さんがここに爆誕！

　上映中のため言い訳することもできず、本当にどうしようもない気恥ずかしさだけが俺たちの間に漂う。

　スクリーンの中でベッドシーンを終えた登場人物を恨みがましい目で見ながら、俺はこの映画が早く終わることを願うのだった。







　数十分後。

「……面白かったね」

「……ああ。面白かった」

　映画館を出た俺たちは、互いにほぼ目も合わさないまま空虚な会話を交わしていた。

　緊張のせいか二人とも普段より歩く速度が速く、距離も遠い。

　どうしよう。このままでは競歩デートとかいう謎ジャンルを誕生させてしまう。

「えと、喫茶店でも入ろうか」

　ふと目に付いた店を指差し、結朱に提案する。

　このまま無駄に疲れ果てるより、一度心も身体も落ち着ける空間に行こうという作戦だ。

「そ、そうだね」

　結朱も同じ考えだったのか、まだ俺から目を逸そらしたままぎこちなく頷うなずいた。

　そうして、店に入る。

「いらっしゃいませー。二名様でよろしいでしょうか？」

　はきはきとした女性の店員が出迎えてくれた。

「はい、大丈夫です」

　結朱が答えると、店員さんは少し申し訳なさそうな顔をする。

「ただいまの時間、二人席はカップルシートしか空いていないのですが、大丈夫でしょうか？」

　カップルシート……？　なんだそりゃ。

「だ、大丈夫です……はい」

　お一人様歴の長い俺には馴な染じみのない言葉だが、結朱は理解できたようで、ちょっと赤くなりながら頷いていた。

「かしこまりました。ではこちらへどうぞ」

　店員さんの案内に従い、俺たちは店を進む。

　やがて辿り着いたのは、普通のテーブル席とは違って二人掛けのソファとローテーブルという、落ち着いた席だった。

「う……」

　が、俺は思わずそれに怯ひるむ。

　こ、これがカップルシートか……確かに隣同士に密着して座れるのは、恋人たちに最適の空間なのだろう。

　俺も結朱と付き合ってしばらく経つし、多少の接触なら少し慣れてきている。

　しかし──しかし、だ。

　ベッドシーンを見た直後にこの密着度は、さすがにちょっときつい……！

「す、座ろうか」

　結朱も同じ気まずさを共有しているだろうに、そう促してきた。

　そうなると、こっちも逃げるわけにはいかない。

「お、おう」

　二人でカップルシートに座った。

　肩と肩が触れ合う距離。

　肘掛けがない分、映画館よりも少し近くに相手を感じた。

　最近は文芸部室でもこのくらいの密着度になることは多いが、緊張感が全然違う。

「えと……何か頼もうか」

「そ、そうだな」

　間が持たないと感じたのか、結朱が卓上のタッチパネルを手に取った。

　その隙に、俺は何度も心の中で落ち着けと言い聞かせる。

「よし……私はブルーベリータルトと紅茶のセットにしようかな。大和君は？」

「カフェラテで」

「了解。じゃ、注文するね」

　俺が反射的に答えると、結朱は頷いてメニューを注文した。

　そして、再び手持ち無ぶ沙さ汰たになる。

　それを破ったのは、またしても結朱だった。

「……なんていうか、さっきはごめんね？　なんか、手を繋ごうとしてるの、拒否った感じになって」

　恐らく、映画館の中でのことだろう。

　俺がショックを受けたのではないかと思って、フォローしてきたらしい。

「い、いやいや。あれは飲み物取ろうとしたら触っちゃっただけだし。むしろこっちも紛らわしいことをして申し訳ない」

　俺が慌てて弁解をすると、何故か結朱はちょっと不満そうに唇を尖とがらせた。

「むぅ……確かに大和君にしてはちょっと積極的すぎたなとは思ったけど、そう言われるとなんか釈然としないなあ。こう、ムードを利用して私のことを落としにきたのかと思ったのに」

「そこまでレベルが高い男ではねえよ」

　結朱の中の俺がだいぶチャラい男になりかけていたので、しっかり訂正しておく。

「そうみたい。けど、いつまでもそれじゃ駄目だよ。そろそろ私を落とすために本気になってもらわないと。せっかくだし、今日は女の子の落とし方をレクチャーしよう」

「落とされる側がレクチャーするのかよ。なんだ、そのマッチポンプ」

　いや、そもそも落とさないけども。

　というか、遠回しにクリスマスの告白の仕方に注文をつけられているようで、非常にメンタルによくない。

「まず大和君は基礎の基礎、人に好かれる方法からだね」

　もういっそここでクリスマスのことを訂正しようかと考えたものの、それより先に結朱先生の講義が始まってしまった。

「あのね、大和君。人に好かれるコツは思いっきり背伸びして、理想の自分に近づくことだよ。背伸びは自分自身への宣戦布告だからね。今の自分を超えていくぞという」

　結朱らしい人心掌握術である。

　結朱らしすぎて、俺にはとても真似できないほどに。

「無駄にかっこいいこと言うけど、結果生み出されたのがこんな承認欲求モンスターというのが説得力奪ってるよね」

　白い目で見る俺に、しかし結朱は得意げな顔をした。

「それは仕方ないよ。こんなにも人に好かれる要素を山ほど持った人間を、私自身が好きにならない理由なくない？　私の長所も努力も、私が一番側で見てるんだよ？　そりゃあ好きになるよね！」

「ほんと潔いな、お前は」

　ここまでいくと、いっそ清すが々すがしいわ。

「だから大和君も、私を落とすために精一杯背伸びをするといいよ」

「悪いが、俺は等身大の飾らない姿が魅力の男なんだ」

　結朱の注文を、俺は肩を竦すくめてスルーした。

「物は言い様だね。せめてもう少しくらい好きな子のために頑張ってもいいけど」

　唇を尖らせて文句を言ってから、結朱は一つ息を吐いた。

「……まあでも、確かに大和君はそれくらい力が抜けてるほうがいいのかも」

「なんだ、急に。新手の嫌みか？」

　不満を言うかと思ったが、結朱は裏を感じさせない穏やかな笑みを浮かべた。

「違うって。ほら、私って自分の嫌いなところとか駄目なところがあると、全力で克服しようとしちゃうからさ。でも大和君はそういうことしないでしょ？」

「まあな」

　苦しいだけの背伸びは、中学時代で既にやめた。

　そう頷く俺に、結朱は眩まぶしいものを見るように目を細める。

「そういうの、たまに羨うらやましいなあって思うんだよね。楽そうで」

「……やっぱ新手の嫌みにしか聞こえないんだが」

　真意を探ろうとする俺に、結朱はゆっくりと首を横に振った。

「違うよ。なんていうの？　自分の力でどうにもならない部分は抗あらがわないで受け入れる感じ。ある種の悟りだよね。私はどうにもならない部分も押さえ込もうとするから、それで苦しくなったりもする」

「……ま、それはあるかもな」

　こいつは自分自身だけではなく、周りの人間関係までコントロールしようとする。

　そして、ある程度それを成功させてしまう器用さも持ち合わせているのだ。

　それが逆に苦労を招くと分かっていても、手を出さずにはいられない。

「けど、お前はそれが楽しくもあるんだろ？」

　枯れそうな花に水をあげて、綺き麗れいに咲かせるように。

　自分の周りが穏やかに回るのを見て、己の幸せとする。

　それは結朱が持ちうる最大の美徳であり、かつての俺との決定的な差。

「……そうだね。だから、本当にたまーに羨ましくなるだけ」

　俺に内心を言い当てられたのが照れ臭いのか、結朱はどこかくすぐったそうな微笑を浮かべる。

「それに、やっぱりどうしても楽しくない部分もあるからね」

「ほう、たとえば？」

　結朱がそこまで言う苦労とは何か、少し興味深くなって訊たずねてみる。

　すると、彼女は罠わなに掛かった獲物を見る狩人かりゆうどのような笑みを浮かべた。

「そりゃあもう、大和君が他の女の子と仲良くしててむかつくなーとか、もっと構ってくれてもいいのになーとか、そういう部分ですよ。辛つらいなー？」

「おい、結局嫌みなんじゃねえか」

　まんまと都合の悪いオチを付けられ、俺は顔をしかめた。

「まあそうともいうよね。だから、こうしてコントロールできる部分でポイントを稼ぐのがいいと思うけど？　せっかくのカップルシートだし」

　ぽふん、と音を立てて結朱は俺に寄りかかってきた。

　柔らかく、俺の胸にすっぽりと納まる華きや奢しやな身体に、思わずドキリとする。

「まったく……結局、これがやりたかっただけかい」

　その緊張を誤魔化すように俺が呆あきれた顔を作ると、結朱は楽しげに頷いた。

「当然。この機を逃す手はないし」

「……ま、いいけど」

　俺も強い拒絶はせず、彼女の行動をあるがままに受け止める。

　いつの間にか、最初の気まずさは消えていた。







　喫茶店を出て歩くこと数分。

　今度こそマフラーを買いに行こうとした俺たちだったが、その途中で不意に結朱が足を止めた。

「……あ、こんなところに雑貨屋出来たんだ。何売ってるんだろ」

　興味津々という様子で店の中を覗のぞく結朱。

「入ってみるか？」

「うん。少しだけ」

　まだ時間もあるし、二人でちょっと覗いていくことに。

「わぁ……可愛いものがいっぱいあるね」

　結朱は目を輝かせて棚に並んだ商品を見回す。

　そして、その中にある商品の一つを手に取った。

「あ……これ好き。すごくいい。ねえねえ見て、大和君」

　少しはしゃいだ様子で結朱が見せてきたのは、金色のティースプーン。

　しかし、形状は普通のものと違い、スコップ形になっていた。

「へえ、そういうのもあるんだな」

「うん。私の感性にビビッときたね。あ、銀色バージョンもある……こっちも可愛いし。どっちを買おうかなあ」

　ティースプーンを見ながら、唸うなる結朱。

　気持ちは分かる。俺もゲームショップでゲームを選んでる時、同じような気持ちだし。

　そして、こういうのは選んでいる時が楽しいものだから、余計な口を挟まずに存分に悩ませてやるのが俺の流儀である。

「だめ、決められない。ねえ大和君、こういう時ってどうすればいいかな？」

「普通のスプーンを湖に投げ込めばいいよ」

「それやっても金の斧おの・銀の斧みたいにならないからね！　あのシステムはおとぎ話だけのものだし！」

　ファンタジー路線を却下されてしまったので、俺も真面目に考えることに。

「まあ、両方買っちまえばいいんじゃねえの？　どっち選んでも未練が残るだろ」

　そう提案すると、結朱は何故か顔をしかめた。

「なるほど。『ティースプーンと女はたくさん囲ったほうがいい』って主義か」

「初耳の主義だわ」

　冷めた俺の言葉も届かなかったのか、結朱は嘆かわしいとばかりに溜ため息を吐く。

「まさか大和君もスプーンハーレム主義者だったとはね」

「なにその略称。ていうか大和君もってことは俺以外にもいるのかよ……いや、そもそも俺はその主義じゃねえよ！」

　危うく初耳の主義を認めてしまうところだった。

「まあそれは置いといて……やっぱり両方買っちゃおう。ちょうどいいからティーセット一式揃えちゃおうかな」

　と、今の不毛なやりとりの何が参考になったのか、結朱は決意を固めたらしい。

「一式って……勢いでそこまで買って大丈夫か？　三カ月後には食器棚で埃ほこりを被かぶってるなんてことになりかねんぞ」

　ちょっと心配になった俺に、結朱は得意げな表情を見せた。

「大丈夫です。私は元々紅茶派だからね。家でも紅茶をよく飲むし、買って腐ることはないよ」

「その割りには、普段コーヒーばかり飲んでる気がするが」

　思い返しても、自販機で彼女が買ってくるのはコーヒーが多い気がする。

「それは考え方が逆。私は紅茶が好きだから、紅茶を飲む時は味に妥協したくないの。けど、コーヒーだったら妥協できるから、手軽に飲む時はコーヒーが多くなるんだよ」

「なんか不思議な現象だな」

　納得できるような、できないような理論である。

　ともあれ、無駄な買い物にならないのなら俺が止める理由はない。

「けど、もうそろそろ部室でも紅茶が飲みたいね。このティーセットは部室に置こうかな。あとは電気ケトルを用意すれば完かん璧ぺきかも」

「部室にティーセット常備とか、いよいよ私物化が著しいな」

　微妙に呆れる俺に、結朱は何故か得意げな顔をした。

「おや、何か言った？　部室に私物のロボバス持ち込んでプレイしてた大和君」

「……何も言ってないっす」

　鮮やかなカウンターを食らい、ぐうの音も出なくなる俺であった。

「カップはこれにしようかなあ……いやこっちも捨てがたい」

　見事俺をＫＯした結朱は、鼻歌交じりに買い物を続ける。

　そんな彼女の姿を見ながら、不意に思うことがあった。

　──俺、結朱のことを何も知らないのかも。

　こういうデートの時や普段の文芸部室で過ごす時間、結朱はいつも俺の趣味嗜し好こうに合わせてくれている。

　もう三カ月経つというのに、結朱に合わせてデートをしたことは数えるほどだ。

　アクション映画が好きなことも、紅茶が好きなことも、俺は知らなかった。

「よし、とりあえず他はまた後日にして、カップとティースプーンだけ買ってこよう。大和君、ちょっと待ってて」

　俺に一言残し、結朱は小走りでレジに向かう。

「……偽物カップル、か」

　その肩書きが胸に刺さった。

　お互いの目的を達成するためのビジネスパートナー。

　同じゴールを目指すために助け合い、意見を交わし、そうして育はぐくまれた関係というのは確かにあるが──同時に、何か大事なものを取りこぼしてしまっていたのかもしれない。

「お待たせー。なんか悪いね、私ばっかり楽しくなってて。早くマフラー見に行こうか」

　会計を終えた結朱が、少し申し訳なさそうな顔をして戻ってきた。

「いや、そんな急がなくていいだろ。時間もあるし、色々と見て回ろうぜ」

　俺がそう提案すると、彼女はパッと表情を明るくした。

「ほんと？　この辺に来るの久しぶりだから、気になってるお店とか結構あったんだ。じゃ、行こうか」

　結朱は俺の手を握ると、弾むような足取りで歩き始めた。

　──結朱のことを、もっと知りたい。

　彼女の横顔を見ながら、そんな気持ちが俺の胸をよぎった。







　それからしばらく色んな店を見て回り、夕方になってからようやく俺たちはマフラーを買うため、服屋に向かうこととなった。

「では大和君。琴線に触れたものがあったら教えてください」

　女性ものを多く扱っているアパレルショップに入った途端、結朱は俺に選択を委ゆだねてくる。

「まあそういう話だったけど……思いのほか大変そうだな」

　女性用の服が多い売り場は絶妙にアウェー感があり、ここで手綱を離されるのは少し心細さがあった。

「とりあえず、これとこれはなしかな……」

　俺は黒のマフラーを最初に除外した。

「お、それを排除しますか。一番選びそうだなって思ってたんだけど」

　そんな俺のチョイスが意外だったのか、結朱が意図を訊ねてきた。

「直感。結朱っぽくないかなって。制服を着る時に巻くことを考えると、もっと明るい色のほうがいいだろ」

　基本的に、結朱はあまり落ち着いた色使いを好まない女だ。

　うちの制服はただでさえ落ち着いた青系だし、そこに黒いマフラーを合わせるのは彼女の好みから外れるだろう。

「おー……なるほど。意外と考えてくれてるんだね。正直、もっとネタに走るかもと思ってたのに」

「俺が服でネタに走ったら、本当にセンスが悪いとしか思われないからな」

　そういうのは、普段おしゃれであるというイメージが根付いてる奴だからこそできる芸当である。

「……よし、これに決めた」

　そうして、俺が選んだのはチェック柄のオレンジマフラー。

　これなら制服にも合うし、鮮やかな色味は私服の時でも差し色になるだろう。

「どうでしょう？」

　あまりセンスに自信がない俺が恐る恐る訊たずねると、結朱は無表情のままマフラーを見つめる。

「んー……」

　気に入らなかったのか、とドキドキする俺に、結朱は唐突ににこっと笑顔になった。

「合格です」

「おい、ビビらせんなよ」

　無駄に焦らされたことを抗議すると、結朱はくすくすと笑う。

「いや、つい。けど大和君にしてはなかなか私好みのものを選んだね。気に入ったよ」

　結朱はオレンジのマフラーを手に取ると、こっちを見上げてきた。

「大事にするね」

「……ん」

　その言葉に、俺も小さく頷うなずく。

　くすぐったいけど、決して悪くない気分だ。

「よし、じゃあ選んでくれたお礼として、大和君が好きな服を試着してあげよう。可愛い彼女を着せ替えられる喜びを噛かみしめて？」

　が、そんな気分は唐突に爆発した結朱のナルシスト発言で台無しになった。

「気持ちだけ受け取っておきます」

「そう遠慮せず。さあ、何を着てほしい？」

「特に着てほしいものはないです」

　キッパリと否定すると、何故か結朱が軽く表情を引き攣つらせた。

「え……そ、それってつまり裸がいいと？　それはちょっとさすがに」

「そうじゃなくてね？」

　とんでもない曲解が生まれていた。

「よし。じゃあ私が選択肢を出すから、それに答えるという形で着せ替えたい服を選ぶのはどうだろう」

「……もうそれでいいです」

　こっちに損があるわけでもなし、素直に着せ替えを頼んだほうがいい気がしてきた俺である。

「大和君が重視したいのは色、素材、デザイン、サイズ、どれ？」

「まあ、まずはサイズじゃねえか？」

　どんなにデザインや色がよくても、サイズを間違えると服に着られている印象になると聞いたことがあるし。

　そんな俺の答えを聞いて、結朱は一つ頷いた。

「なるほど。サイズを選んだ貴方あなたにピッタリのパートナーは行動力のある人！」

「心理テスト!?」

　何気ない質問の中に、とんでもない罠わなが仕込まれていた。

「行動力のある人ということは私だね！　相性ピッタリ！」

「なんだ、この騙だまし討ち！」

　余裕でこっちに損があったわ。判断ミス！

「まあこれは冗談として。さ、もう一度服を選んでください」

「選びにくいわ！　また何を診断されるのか戦々恐々なんだけど！」

　にこっと笑顔で無茶振りしてくる結朱に、俺は全力で抵抗する。

「なるほど。じゃあ私がまた選択肢を──」

「やっぱ自分で選ぶわ！」

　選択肢を提示されるほうが怖いと気付く俺であった。

　商品を見回し、目に付いたグレーのワンピースを手に取る。シックで清楚な雰囲気なので、黙っていれば文句なしに美人の結朱に似合うだろう。

「じゃあ、これで」

「へえ、大和君、こういうのが好きなんだ？　ふむ……」

「おい、まじまじと観察するな。さっさと着てこい」

　自分の好みを分析されるというのは、妙に恥ずかしいものである。

「はいはい。ちょっと待っててね。あ、覗のぞいちゃだめだよ？」

「誰が覗くか」

　俺はしっしっと手を振って、結朱を試着室に追いやった。

　そのまま待つこと数分。試着室のカーテンが開いた。

「じゃーん。似合う？　可愛い？」

　膝ひざ上うえまでの白いニットワンピースと、そこから伸びる黒ストッキング。

　自分で選んだのだから当然なのだが、絶妙に俺の好みに合ってて困る。

「……まあ、悪くないんじゃないですかね」

「あ、照れてる」

「やかましい」

　あまり褒めると調子に乗るのが目に見えていたのでしかめ面を作ったが、残念ながらもう手遅れだったらしく、結朱はにまにましながら俺の顔を覗き込んできた。

「彼女に好みのファッションをさせて自分の色に染め上げた感想はどうです？　惚ほれ直しちゃった？」

「はいはい。超惚れ直しちゃいましたよ。大好き大好き」

「うむ。その雑さは照れ隠しと見た。よし、満足」
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　俺のぞんざいな反応もポジティブに解釈して、結朱は楽しそうに頷いた。

「……もう好きに解釈してくれ」

　これ以上、この部分にツッコまれたくない俺は、余計なことを言う前に早めの白旗を揚げた。

「なんならこれも買っちゃおうかな？　そしたら大和君もまた喜んでくれそうだし」

「頼むから勘弁してくれ……」

　異性関係の趣味嗜し好こうをいじり倒されるのは、なかなかダメージがでかい。

　マフラーだけでも結構精神力を消費したし、これ以上は耐えきれん。

「それは残念。じゃ、元の服に戻るね。あ、もう一回言っておくけど覗いちゃ──」

「覗かねえよ！」

　俺の睨にらみから逃げるように、結朱は試着室のカーテンを閉じるのだった。

「まったく……」

　溜ため息を吐きながら、静かに思う。

　なんというか、自分の好みを相手に伝えるというのは意外と恥ずかしいものなんだな。

　そして、その好みに合わせて相手が着飾るというのは……くすぐったくて、気恥ずかしくて、だけど意外と悪くないものだった。

「……俺の好きなものも、まだまだ伝えられてないんだな」

　結朱の好きなものを知らないだけではなく。

　お互いにもっと積み重ねなければいけないものがあるらしい。

「お待たせー」

「おう。じゃ、レジに行くか」

　元の服に戻った結朱が出てくるなり、俺たちは会計を済ませて店を後にした。

「わ、すっかり暗くなってるね」

　外に出た途端、結朱が空を見上げて声を上げた。

　店に入る時はまだ夕日で赤く染まっていた街も、今はもう夜の帳とばりに包まれている。

「そろそろ帰るか。今日は結構歩いたしな」

「うん。残念だけどそうしよっか」

　頷きながら、結朱は店で買ったばかりのマフラーを巻いて、こっちを見てきた。

「どう、似合ってる？」

「値段のタグついたままだぞ」

「うぐ」

　結朱は慌てたようにバッグからペンを取り出し、タグをぐるぐると巻き付けてねじ切っていた。器用なやり方知ってるな、こいつ。

「もう。どうして大和君は余計なことに気付いてしまうかな」

　結朱は唇を尖とがらせ、俺の脇腹を指でつついてくる。

「やめい。俺が悪かったから」

　脇腹攻撃に耐えかねて謝ると、結朱は指を引っ込めてくれた。

「まったく……今回はデートが楽しかったから許すけど、大和君はもうちょっとムードを作ることを覚えてください」

「以後気を付けます」

　厳重注意を甘んじて受け入れる俺を見て満足したのか、結朱は手を差し出してきた。

「じゃ、帰ろっか」

「ああ」

　俺は彼女の手を握ると、歩き出す。

「けど、今日はちょっといい発見があったかも」

　歩きながら、結朱がぽつりと零こぼした。

　思わず、俺は小首を傾げる。

「何のことだ？」

「大和君が、思ったより私のこと知ってくれてたんだなって。好みとかさ」

　意外な感想に、俺は目を丸くした。

「……そうか。俺は、全く逆のこと考えてたけどな。思ったより結朱のこと知らなかったんだなって」

　素直にそう告げると、結朱はゆっくりと首を横に振る。

「ううん。大和君はいつも私のこと、ちゃんと見てくれてるよ。そんなに私のことが好きかって思うほど」

「やかましい」

　文句を言いつつも、そう悪い気分ではなかった。

「結朱」

　話が一区切りついたところで、俺は彼女の名前を呼ぶ。

「なに？」

　俺を見上げる彼女の目を、しっかりと見つめ返す。

「マフラー似合ってるぞ。可愛い」

「なっ……い、今じゃないでしょ、それ！　ネックレスの時といい、褒めるタイミングがずれてるんだよ！」

　途端、結朱の顔が真っ赤に染まる。

「いやあ、まさか同じ手に引っかかるとは。相変わらず防御力はないね、お前」

「うるさい！」

　不意打ちに成功してご機嫌な俺と、耳まで真っ赤な結朱であった。







　二人でぽつぽつと話しながら家路を辿たどる。

　その道中、俺は今日やらなければいけなかったことを思い出した。

『クリスマスフルフェメント』の誤解を解くこと。

　普通にデートが楽しかったので頭からすっかり抜け落ちていたが、これが今日の最重要事項である。

「送ってくれてありがと。今日は楽しかった」

　最重要事項を思い出したのとほぼ同時、俺たちは結朱の家の前に辿り着いてしまった。

「お、おう」

　思い出したばかりで心の準備が出来ていないが、今切り出さなければならない。

　俺は深呼吸を一つすると、覚悟を決めて背筋を伸ばした。

「あのな、結朱──」

「あ、そうだ」

　俺が一歩踏み込もうとしたのと同時、間が悪く結朱がバッグの中に手を伸ばした。

「ど、どうした？」

　出鼻を挫くじかれた俺が様子を窺うかがうと、彼女はバッグの中から綺き麗れいにラッピングされた包みを取り出してきた。

「これ、大和君にあげる」

　言われるがまま、包みを受け取る。

「……なんだ、これ？　開けていいか？」

「どうぞどうぞ」

　慎重にラッピングを解き、中身を取り出す。

　と、そこに入っていたのは、さっき雑貨屋で見たティーカップ。

「これ……さっき選んでたやつじゃん」

「うん、プレゼント。ネックレスのお返しもしてなかったし、せっかくだからお揃いのものを持ちたいなって思って。まったく、大和君は幸せ者だね！」

「あ、ありがとう」

　サプライズにまんまと引っかかった俺は、素直なお礼を返す。

　それを聞いて、結朱は満足そうに頷うなずいた。

「今日はね、大和君のあんまり知らなかった部分を知れてよかった。意外と付き合いよかったり、買い物も真剣に選んでくれたり。男の子ってあんまり長い買い物好きじゃないと思ってたから、帰ってゲームしたいって言われるのを覚悟してたんだけども」

「……さすがに今さらデートでそんなことは言わないし」

　いやまあ、確かに俺なら言いかねないって我ながら思うけども。

「うん。だからそういうの知れてよかった。また今度こういうデートをしようね」

　にこりと、自然な笑みを浮かべる結朱。

　──不意打ち。

　さっきの俺のからかいなんか比じゃないくらいの、クリティカルヒット。

「そういえば大和君、さっき何か言いかけてなかった？　なんか私が遮る形になっちゃったけど」

　と、俺の呼びかけが聞こえてはいたのか、結朱がそう言ってきた。

　誤解を解く、最高のチャンス。

　だけど──

「……いや、なんでもないよ」

　──俺は、クリスマスの件を訂正するのをやめた。

「そう？　まあ大和君がいいならいいんだけど。じゃ、私は帰るね。また明日あした」

「ああ、また明日」

　手を振って去って行く結朱が、マンションのエレベーターに消える。

　それを見送ってから、俺は天を仰ぎ、深い溜め息を吐いた。

「なんつーか……まったく」

　今日のデートが楽しかったせい？

　それともサプライズで心が緩んでいたから？

　あるいは、ずっと告白イベントのことを考えていた影響かもしれない。

　いいや、本当はもっと前から──。

「これはもう誤魔化しようもないな……」

　本当に、自分自身すら誤魔化せなくなってしまったほどに。







　──俺は、七峰結朱という女を好きになっていた。
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　俺が結ゆ朱ずに惚ほれていたという、人生最大級に衝撃の事実に気付いた翌日。

　それでも世の中というのは滞りなく回り、普段通りの日常がやってきた。

「……まさか俺がこうなるとはな」

　朝の廊下を一人で歩きながら、俺はぽつりと呟つぶやいた。

　どこか地に足が付いていないような感覚。何もしていないのに脈が少しだけ速くなっているのが自分で分かる。

「動揺しすぎだろ……これで結朱の顔なんか見たらどうなるんだ」

　今日は結朱が小こ谷たにと一緒に登校するということで朝は別々だったが、教室に行けば自然と顔を合わせることになるだろう。

　やばい、ちょっと緊張する。

「お、ちょうどいいところに。和泉いずみ」

　その時、背後から肩を叩たたかれた。

「うおっ!?」

　思わず飛び退いてから振り向くと、そこにはキョトンとした様子の生なま瀬せが。

「そんな驚かなくても……どうしたんだ、和泉」

「い、いや、すまん。普段は他人に話し掛けられることが少ない生活を送ってるもので」

　咄とつ嗟さに誤魔化すと、何故か生瀬が複雑そうな顔をした。

「急に悲しいこと言い出すじゃん……俺はそこそこ話し掛けてるし、元気出しなよ」

「すまん……それはほとんど覚えてない」

「急に悲しいこと言い出すじゃん！　俺のほうがよっぽど孤独感強いからね、今！」

　彼のオーバーリアクションを見て、俺は逆に落ち着いた。

「それで、何の用だ？　えっと……な、生瀬」

「今一瞬、名前忘れてたよね!?　同じクラスになって八カ月も経ったのに！」

「まあそれは半分冗談として」

「残りの半分が気になるよ！」

「気にするな。それより用件は？」

　改めて促すと、生瀬は一つ深呼吸をしてから本題に入った。

「クリスマスのことで少し」

　時期的に想像はできていたが、やはりそれか。

　彼は周りを見て人がいないのを確認すると、小声で俺に囁ささやいてくる。

「亜あ妃きさ、クリスマスにもう一度颯そう太たに告白することにしたんだ」

「へえ……この前話した時は、まだ掛かりそうな雰囲気だったのに」

　せいぜい、クリスマスもデートに誘うのが精一杯だと思っていたが、一気に告白まで進むとは意外だ。

「そりゃもう、亜妃をその気にさせるのには苦労したよ……」

　遠い目をする生瀬。どうやらこいつが必死に焚たきつけたらしいな。

「それで、俺にその話を持ってきた理由は？　まさか手伝えってわけではないだろ？」

　小谷は俺の助けを望んでいないはずなのに。

　そう思って訊たずねると、生瀬は真剣な面持ちになった。

「なに、ちょっとした根回しだよ。結朱っちも普段より亜妃を優先するだろうし、それで和泉と結朱っちが揉もめたら困るからな」

　なるほど。結朱が小谷に時間を割いたら、真っ先に割を食うのは俺だ。

　なので、俺が結朱に不満を漏らす前に予あらかじめフォロー入れておこうってか。コミュ力高いな、こいつ。

「それは了解したが……実際問題、小谷は大丈夫なのか？」

　今の俺には、告白するという行為がどれだけ勇気のいることなのかよく分かる。

　しかも、一度フラれた相手にもう一度アタックとなると、並の精神力じゃない。ちょっと尊敬するレベル。

「勝算はあるし、メンタルケアも俺たちで頑張るよ。そのために、こうして和泉にも話を通してるわけだし」

　生瀬の言葉には、強い決意が滲にじんでいた。

「……ま、分かった。大事な時期に雑音を入れるような真似はしないさ」

　こっちもこっちで大変な時期だが、だからこそ俺と同じ、いやそれ以上に大変な小谷に負担をかけるようなことはしたくない。

「和泉……うん、ありがとう。意外と友情に厚い男なんだな、お前。やっぱり持つべきものは友達だわ」

　ほっとした様子でよく分からないことを言い出す生瀬。

「友達？　え、いったい誰と誰が？」

「俺と和泉ですけど！」

「生瀬……いいか、俺とお前の関係は『たまたま同じクラスに割り振られて八カ月経っただけの人』だ」

「そんな突き放し方ある!?　何度か大きいトラブルを一緒に経験したのに！　え、友達になるのってそんな難しいことだっけ!?」

　さらっと陽キャ丸出しのことを言う生瀬。こいつは簡単に友達作れそうだもんな。

「まあそれも半分冗談として」

「だから残りの半分！　さっきからモヤッとするものが五割も残ってるんだわ！」

　生瀬のクレームは無視して、俺は話を続ける。

「とにかく、俺もうまくいくことを願ってるよ。それが結朱のためでもあるし」

　そう素直な気持ちを伝えると、彼はキョトンとした後、苦笑を浮かべた。

「うわ、特大の惚気のろけを食らったんだけど。そんなに結朱っちが好きか」

　からかい混じりに繰り出されたやっかみに、俺は肩を竦すくめて答える。

「そりゃあもう。最愛の彼女ですので」

　恥ずかしげもなく肯定すると、生瀬は露骨にしかめ面をした。

「はいはい、ごちそうさま。こんなに愛されて結朱っちは幸せ者だね。和泉と付き合う前より、笑顔が自然になった気がするし」

　と、彼は少し意外なことを言った。

「……そうなのか？」

　俺が素直に驚くと、生瀬は苦笑交じりに頷いた。

「ああ。やっぱり俺たちに見せる顔と、和泉に見せる顔は違うよ」

　結朱の猫かぶりは相当うまいが、生瀬もまたコミュ力の高い男。

　無意識のうちに、彼女の違いを感じ取っているのだろう。

「多分、結朱っちにとっては、そういう俺たちに見せない一面を見せられる相手みたいなのが必要なんだろうな。だから、和泉と結朱っちが付き合ったの、俺はよかったと思うよ」

　どこか微笑ましい表情を俺に向けてくる。

　散々惚気ておきながら、俺はなんだか照れ臭くなって目を背けた。

「……まあ、そう思われるのは悪い気しないけどさ」

「ならよかったよ。まあでも、これ以上惚気られたらさすがに口から砂糖吐きそうだし、俺はそろそろ退散させてもらうわ」

　そうして、彼は踵きびすを返して教室とは反対方向に歩き出した。

「おう。そっちも頑張れよ」

　そんな彼の背中に一声掛けて、俺は教室に向かう。

　意外な訪問者だったが、彼と話したおかげか、なんとなく緊張は解ほぐれた。

　俺はスムーズに教室のドアを開け、室内に入る。

　途端、数人のクラスメイトと話していた結朱と目が合った。

「………………」

　彼女は声には出さず、口パクで「おはよう」と言うと、小さく手を振ってくる。

　俺も軽く片手を上げてそれに応こたえると、目立たないうちに自分の席に着いて、窓の外に目を向けた。

「……まったく。自分のことながら呆あきれるね」

　こんな些さ細さいなやりとりだけで、心が弾むなんて。







　生瀬の言う通り、結朱は休み時間や昼休みも小谷と過ごしていた。

　おかげで今日一日、ほとんど彼女と話せていない。

「……で、いきなりここで二人きりになる予定だもんなあ」

　放課後の文芸部室。

　心の準備をするために一人で先に来た俺は、パイプ椅子に座って精神統一をしていた。

　大丈夫。我、明鏡止水の境地に至れり。

「よし、心の準備が出来──」

「お待たせー！　ごめんね、遅れちゃって！」

「うおぅ!?」

　すごいタイミングで入室してきた結朱に、俺の明鏡止水はあっさり崩された。

「どうしたの、大和やまと君」

　俺のリアクションに、結朱は目を丸くしていた。

「い、いや……急にドアが開いたから、つい」

　生瀬の時といい、今日はやたら驚かされるな。それだけ俺の心が浮き足立っているということか。

「そっか。ではお詫わびと言ってはなんですが、いいものを持ってきました」

　と言いつつ結朱が鞄かばんから取り出したのは、銀色の水筒だった。

「じゃーん！　これの中身は何でしょう」

「なんだろ、コーヒーとか？」

「ハズレ！　大サービスでヒントをあげましょう。ヒント１・Ｈ²Ｏ」

「水じゃねえか。ていうか答えじゃねえか」

　ヒントと言いつつ直球で正解ぶっ込んで来やがった。新スタイルのクイズだな。

「惜しい。正解はお湯です。それも熱湯」

「なんだ、その雑な引っかけ問題」

　いやまあ、引っかかった側が言うのもなんだけど。

「つーか、なんでお湯なんて持ってきたんだ？」

　根本的なところを訊ねると、結朱は鞄の中から紙袋を取り出す。

　その中から出てきたのは、昨日買ったティーカップとスプーンだった。

「これ使おうと思って、ティーセットとか一式持ってきたんだ。大和君も、ちゃんとティーカップ持ってきてる？」

「ああ。一応」

　俺も鞄からティーカップの入った箱を取り出してみせる。

　すると、結朱はくすぐったそうに笑った。

「……なんか、プレゼントしたものを使ってもらえるっていいね」

「ああ、うん」

　急に恥ずかしくなってしまい、俺は目を逸そらした。

　その間にも、結朱はお茶の準備をし始める。

「あ、最初に聞いておくけど、大和君は紅茶派？　それともコーヒー派？」

「強いて言うならコーヒーかな」

「なるほど。ちなみに今はハーブティーしかないけども」

「じゃあなんで聞いたんだよ……」

　無意味なワンクッションを挟みつつも、結朱はお茶の準備を手早く済ませ、満足そうに一つ頷うなずいた。

「よし、完成！」

　ティーポットには、綺き麗れいな琥こ珀はく色いろの液体が出来上がっていた。

「大和君、ティーカップを出して」

「ああ」

　一度ティーカップに熱湯を注いで温めると、茶こぼしにそれを捨ててからハーブティーを注ぐ。

「はいどうぞ。結朱ちゃん特製カモミールティーです。私の人間性がしっかり味にも出てると思う」

「なんか胃もたれしそうだな」

「あと紅茶派とか言いながら、一発目にハーブティーを持ってくる一貫性のなさも出てると思う」

「確かにそこは『ん？』って思ったけど！」

　あえてツッコまなかった部分なのに、自分で触れてくるのかよ。

「いやあ、紅茶のストックが切れてて」

「お前、本当に紅茶派なんだろうな……」

　えへへ、と照れた様子の結朱に疑念の視線を送る。

「いや味は大丈夫だって。愛情たっぷり入れたし」

「まあいいけど……」

　並んでパイプ椅子に座ると、俺はカップに軽く息を吹きかけてから、カモミールティーを飲む。

　独特の爽さわやかな香りが鼻び腔こうを抜け、熱いものが胃に落ちる感覚がした。

「おいしいな」

「ほんと？　よかった」

　嬉うれしそうにしながら、結朱も両手でティーカップを包んでお茶を飲む。

　と、そんな落ち着いた状況になったせいだろうか。

　さっきの驚きで吹き飛んでいた緊張が、俺の中に戻ってきた。

「………………」

　やばい、何を話していいのか分からない。

「やっぱり温かい飲み物を導入するのはいいね。これからも季節に合わせて、色んな雑貨を持ってきたほうがよさそう」

「そ、そうだな」

　相あい槌づちを打ちながら、俺は間を持たせようとお茶をハイペースで飲んでいく。

　カモミールティーには心を落ち着かせる効能があるらしいが、今のところそのポテンシャルは発揮されていない。

　俺、結朱といつもどういう話をしてたっけ。

「ねえ大和君。そういえば今日はゲームしないの？」

　不思議そうな結朱に促されて、はっと気付く。

　そうだ、普段はゲームをやって話題を作ってるんだった。こんな基本的なことも忘れるとは、相当テンパってるな。

「ああ。そろそろやるか」

　俺は古いゲーム機に電源を入れて、コントローラーを握った。

「結朱、先にやるか？」

　今やっているゲームは一人プレイ用なので、結朱と交互にプレイしている。

「ううん。ゆったりとお茶を飲みたい気分なので」

「そうか。じゃあ、遠慮なく」

　ロードが終わった画面に向き直り、ゲームの続きを始めた。

　鍵かぎの形をした剣を持つ少年が、世界的に有名なアヒルや犬のキャラと一緒に色んな世界を冒険する物語である。

「にしても、結朱って結構俺のプレイを見てるだけのことも多いよな。暇じゃないか？」

　腕に染みついた動作で雑魚ざこ敵を倒していると、雑談できる程度には平常心が戻ってきた。

「そんなことないよ。人のプレイとか見るの好きだし、物語の展開とかも気になるから」

　結朱も画面を見つめたまま、話に乗ってくる。

「そんなもんか？」

「うん。なんていうか、実況プレイ動画を見てる感じ？」

「あー、なるほど。それは分かりやすい」

「でしょ？　しかもリアルタイムのプレイを特等席で見られるし、面倒だったり難しかったりするところは大和君が半分負担してくれる。最高の環境だね」

　と、そこで何か思いついたように結朱がこっちを見た。

「大和君は実況動画とか見ないの？」

「積極的には見ないなあ。俺は自分がプレイしたいタイプだ」

　実況動画とか見て、もしそのゲームが面白そうだったりしたら、自分でプレイすりゃよかったって後悔しそうだし。

「そうなんだ。じゃあ大和君こそ私がプレイしてる時は退屈じゃない？」

「んー……それは別に。意外と楽しんでる」

「ほう、やはり可愛い結朱ちゃんがプレイするのは、それだけで一見の価値ありということですか」

「ということではないですね」

　丁寧に否定するが、一度走り出したナルシストは止まらない。

「いやいや、誤魔化さなくていいって。私がゲームに集中してれば、気付かれることなく可愛い彼女の横顔を見つめられるもんね。やだ、大和君ったら計算高い」

「身に覚えのない腹黒さを押しつけられてるんだが」

　謎の濡ぬれ衣ぎぬが発生していた。暴走を止めるためにも早めに誤解を解かなければ。

「いいか。俺が意外と楽しんでると言ったのは、初心者で下手だったお前がそれなりにゲームが上手うまくなっていくのが見て分かるからだ。喩たとえるなら、幼稚園の運動会で子どもの成長を感じるのに近い」

「どういう目で私を見てるのさ。我が子の扱いじゃん」

「もう面白いっていうか、ちょっとした感動だよね。あんなに小さかった結朱が今では立派にコントローラーを持ってるなんて……」

「あんなに小さかったって何!?　高校で出会ったんだけど！　感情移入しすぎて存在しない過去を生み出してるじゃん！」

「大きくなったな、結朱」

「出会った頃からサイズは変わってないよ！」

　抗議をしてくる結朱に、小さく笑いかける。

「まあ、とにかく俺はお前がプレイしてる時もそれなりに楽しんでるから心配無用ってことだ」

「……ほんと？」

「本当だって」

　軽く相槌を打ちながら、俺はなんとなく安あん堵どする。

　正直なところ、少し不安だった。

　俺に気持ちの変化があったことで、この何気ない日常のリズムが崩れてしまうのではないかと。

　けど、問題なくいつもの日常は回る。

　これなら大丈夫。自分の気持ちを上手く制御できるだろう。

　そんな確信を得ると、俺は安心してゲーム画面に集中する。

　が、何故か結朱の視線はまだ俺の横顔を捉とらえていた。

「……なんだよ」

　居心地の悪さを感じて訊たずねると、結朱は小首を傾げた。

「いや、いつもはゲームを始めるとずっと集中しっぱなしなのに、今日は私のことを気遣ってくれるなんて、どういう風の吹き回しかなと」

　内心を見抜かれたかと思い、少しドキッとする。

　と同時に、なんとなく複雑な気分になった。

「……俺、普段そんな駄目な彼氏っすかね」

「割と」

　否定できないだけに、なんとも心苦しい。

「たまにはそういう時もあるってだけだ」

「そっか」

　頷いてから、結朱はピタリと俺の肩に密着してきた。

「じゃあ、またそういう時が来るのを、私は切に願っておきます」

「……あんまり期待するな」

　恥ずかしさを隠すため、俺はゲーム画面に集中する。

　が、緊張がゲームにまで伝染したのか、画面の中の少年は思いっきり敵の攻撃を食らってしまっていた。







　二人で交互にゲームをプレイすること数時間。

　結朱のプレイ番で、俺たちはステージボスへと挑戦することになった。

「あ、やば！　すごく強いんだけど！」

「大丈夫！　味方が回復してくれるから！」

　俺が言うのと同時、アヒルのキャラが回復魔法を発動する。

「やった！　このままゴリ押しちゃっていい!?」

「おう、行けるぞ！」

　結朱の操る少年は捨て身の連撃を繰り出し、ボスモンスターをやっつけた。

「やった！　倒せたよ！」

　結朱がコントローラーを手放し、こっちに両手を出してくる。

「おう、おめでとう！」

　俺はそれに自分の手を合わせ、ハイタッチした。

「いやー、強かったね」

「ああ。これでようやく次にいける」

　そう喜びながら、ボスを倒した後のストーリーを見る。

　さて、次はいったいどんな世界に行くのか──というところで、唐突にテレビの画面が暗くなった。

「え」

「ん？」

　二人揃って間抜けな声を上げる。

　一瞬、テレビのリモコンを間違えて押したかと思ったが、違った。

　テレビだけではなく、ゲーム機も完全に停止していたからだ。

「なんだこれ、何が起きた？」

「ねえ大和君、校舎のほう見て」

　ここでようやく状況を理解した俺に、結朱が声を掛けてくる。

　言われるがままに窓から校舎を見れば、全ての教室が真っ暗になっていた。

「停電か？」

　文芸部室は無断使用しているのがバレないよう、普段から明かりを点つけていないが、他の教室が真っ暗なのは異例だ。

「そうみたい……あ、そういえば今日、颯太が電気設備の確認があるせいで部活が早めに終わるとか言ってたような」

　なるほど。設備点検のための計画的な停電か。

　部活をやる生徒には教えられていても、学校に残る必要がない一般生徒には関係ないため連絡が来ていなかったらしい。

　納得した俺は、そこである問題に気付いた。

「……おい、最後にセーブしたのっていつだっけ」

　俺の質問に、結朱も軽く顔を引き攣つらせた。

「……一時間くらい前？」

　セーブしないままボス戦に挑むというポカの代償が、意外なところで現れていた。

「うわ……明日あしたやり直しか」

　思わず、俺はがっくりと項うな垂だれる。

「まあまあ。今日はもうやりようがないし、とりあえず片付けて帰ろっか」

「そうだな」

　一つ溜ため息を吐くと、俺たちは撤収準備を始めた。

　俺はゲームを、結朱はティーセットをそそくさと片付け、文芸部室を出る。

　やはり廊下も真っ暗で、非常口の誘導灯だけが薄気味悪く光っていた。

「な、なんかこういう暗い廊下って……あれが出そうだよね」

　結朱はビクビクしながら、小動物のように辺りを警戒していた。

「あれって、幽霊か？」

　そう確認すると、結朱の顔が真っ青になった。

「な、名前を出しちゃだめ！　世の中には言霊っていうのがあるんだよ！　言葉にすると引き寄せちゃうものなの！」

「そんな迷信を真顔で言われても」

「迷信じゃないし！　私も毎日自分のことを可愛いって言ってたら、実際に可愛くなったし！　言わば私の可愛さこそが根拠エビデンス！」

「怖がってても自画自賛だけは止まらないのな」

　このナルシストっぷりには幽霊も呆あきれること請け合いである。

「うぅ……足が震えてきた。もう歩けないからタクシー呼んで、大和君」

「校舎内なんだが」

　よほどテンパってるのか、無茶な要求をしてくる結朱。

「言霊っていうのがあるなら、幽霊なんかいないって言い続ければいいだろ。そうすればいなくなるんじゃねえか？」

　結朱の主張を利用してポジティブな提案をしてみたが、彼女は震えながらも首を横に振った。

「無理だし。だって私は元々可愛かったからこそ、自分を可愛いって言い続けてきたんだからね。言葉にするだけで可愛くなるなら誰も苦労はしないよ」

「どっちだよ」

　自分で示した根拠エビデンスを自分で破壊する結朱であった。

「とにかく！　この暗さは怖いの！　大和君、手を繋つないで。もしくは全身を発光させて」

「もしくはじゃねえよ。俺はホタルイカか」

　実質、選択肢は一つのままだった。

「しょうがないな……ほら」

　俺が手を差し出すと、結朱は思いっきり腕に抱きついてきた。

「て、手を繋ぐんじゃなかったのか？」

「直前で密着度が高いほうが怖くないことに気付いた。本当は負おぶってほしいくらいなんだけど」

　その不意打ちに心拍数が上がるのを感じながら抗議すると、結朱は本気の顔でそんなことを呟つぶやいた。

「……そりゃ怖い。ほら、じゃあ行くぞ」

　結朱もドキドキしてるんだろうけど、俺も俺でものすごくドキドキしていた。

　腕が彼女の体温と柔らかさに包まれて、無意識のうちに神経が集中する。

　文化祭以降は、こうやって密着することも多くなってはいた。

　昨日のデートの時だって、このくらいの接触はあったし。

　だから、もうそれなりに慣れてきたはずなのに……俺の気持ちが変わったせいか、今日はいつも以上に平常心を保てない。

　緊張感のせいか、お互いに無言になる。

「し、静かだとすごく怖いんだけど。大和君、何か話してよ」

　その空気に耐えかねたのか、結朱がそんな要求をしてきた。

「分かった。じゃあ今から世にもおかしな『人食いピエロ』の小話を披露しよう」

「しなくていい！　タイトルだけでホラーって分かるから！　すごい容赦なくトドメを刺しに来たね、大和君は！」

「いやほら、暑い時は辛いもの食べると逆に涼しくなるっていうし、怖い時にホラーを聞けば逆に怖くなくなるかなって」

「気持ちだけ受け取っておくけど、大和君はもう一生そういう気遣いはしなくていいからね！」

　そんな話をしながらも、俺たちは確実に廊下を進んでいく。

　お化け屋敷とは違い、仕掛け人もいなければお墓もないので、当然ながら心霊現象的なものには出遭わず校舎の外に出られた。

「ふぅ……もうここまで来れば安心だね」

　校門を抜けたところで、結朱が胸を撫なで下ろした。

「ゲームのデータが消えたり、肝試しになったり、お互い散々だったな」

　俺が共感すると、彼女は密着したまま悪戯いたずらっぽい上目遣いでこっちを見てきた。

「そう？　少なくとも大和君はこうやって私とくっつけて役得だったんじゃない？」

「随分と余裕が出てきたじゃねえか。よし、今からでも『人食いピエロ』の話を──」

「それはやめてください！」

　途端、結朱は俺から飛び退いて離れた。

「……大和君のいじわる」

　ぷくっと頬を膨らませて、可愛らしく拗すねる結朱。

「いやあ、すまん。ついつい」

　本格的にいじけられても困るので、俺が先に折れることに。

　すると結朱も機嫌が直ったのか、苦笑を浮かべた。

「まったく酷ひどい彼氏だね。こんな酷い彼氏に付き合えるの、私くらいだからね。もっと大事にしないと天罰が下るよ」

「大事にしてるって。ゲームの次くらいに」

「いつになったら私はゲームに勝てるのかな!?　はい、大和君は天罰確定しました！」

「そりゃ怖いな。今からでも撤回されるようにエスコートしますので、勘弁してください」

　俺が手を差し出すと、結朱も少し表情を和らげて握ってきた。

「うむ。よきにはからえ。うまくできたら天罰取り消すからね」

「お前が天罰決める立場なのかよ。もはや神じゃねえか」

「やだもう、女神みたいに美しいなんて。大和君ったら言いすぎだよ」

「一言も言っていないのに言いすぎになることもあるんだな。勉強になったわ」

　肩を竦すくめて、家路を歩く。

　──なかなか酷いトラブルに襲われ、散々だったけど。

　それでも楽しかったと思えてしまうことに、我ながら苦笑した。







　家に帰って、夕食と宿題を終えて、風ふ呂ろも済ませた。

　普段ならここでゲームをするところだが、今日はなんだかそういう気分にはなれず、髪の毛も乾かさないままベッドの上に寝転がっている。

「我ながら恐るべき変化だな……」

　自分自身の状態に戸惑いつつも、俺はスマホと睨にらめっこをしていた。

　画面に映っているのは、結朱の連絡先。

　あと一度画面をタップするだけで電話をできる状態になっている。

「むぅ……」

　つい数時間前まで一緒にいたというのに、なんかもう声が聞きたくなっているという。

　今日一日、気付けば結朱を目で追っていたり、少し触れ合っただけですごく恥ずかしくなったり、なんだか自分が自分じゃないみたいだった。

「俺がいきなり電話掛けたら変だよなあ……」

　結朱から掛かってきたことは何度かあるものの、用もなく俺から電話をしたことはない。

　今も、何か電話するのにちょうどいい用件はないかと考えていたものの、特に思い浮かばなかった。

「……駄目だ。また今度にしよう」

　それっぽい理由が思い浮かばなかった俺は、一つ溜め息を吐いてギブアップすることに。

　そうしてスマホ画面から目を逸そらすと、不意にカレンダーが目に入った。

　クリスマスイヴまでもう二週間を切っている。

「……『クリスマスフルフェメント』か」

　片想いの相手を誘って告白するイベント。

　昨日のデートで誤解を解かなかった時点で、俺の道は半ば決まっている。

「告白……するのか。俺が、結朱に」

　改めて言葉にすると、唐突にプレッシャーが襲ってきた。

　勝算は、多分ある。

　もしもこれが第三者の立場なら、さっさと告白しちまえと思うだろう。

　けど、いざ自分のことになると、途端にその客観性は消え失うせる。

「ぐぬぬ……」

　俺の独りよがりだったらどうしよう。

　今までの結朱の態度は全て仲の良い友人相手のもので、別に恋愛対象としては見ていない……いわゆる『ラブ』じゃなくて『ライク』の好意かもしれない。

　そもそも、俺は結朱に好かれるようなことをやってきたのだろうか？

　毎日一緒にゲームをやっていただけ。それも、結朱が俺の趣味に付き合ってくれていただけ。

　異性として意識されるに足ることを、本当に積み重ねてきたのか。

「……小谷の言葉が身に染みるな」

　思わず、そう呟いた。

『告白する時ってさ、自分の駄目なところばかりが見えるんだよ。あたしって性格きついから駄目かもとか、二人で話した回数足りなかったなとか、最近ちゃんと目を合わせられてなかったなとか』

　あの言葉は真理だ。

　勇気を出そうという段階になって、ようやく足りないものが見えてくる。

「……相手を好きになるのはもちろん、自分をどれだけ好きになれるかが大事、か」

　俺は、自分を好きになれるだろうか？

　クリスマスイヴまでに、告白できるほど。

「……駄目だ。一回顔洗ってこよう」

　思考が行き詰まったのを感じた俺は、深々と溜ため息を吐いて上半身を起こした。

　と、その時である。

「……くしゅん！」

　この真冬に髪の毛も乾かしていなかったせいか、思いっきりくしゃみをしてしまった。

「寒いな。今からでもドライヤーを……ん？」

　その時、手に持ったままだったスマホの画面が目に入る。

　そこには『七なな峰みね結朱に発信中』という表示が出ていた。

「……………………いやいやいや！」

　え、誤タップした？　くしゃみした時に？

　ど、どうしよう。電話を掛けるのに相応ふさわしい理由は何かないか？　いや、それよりも結朱が出る前に電話を切って──

『はい、もしもし』

　が、俺がその思考を実行するより早く、受話口から結朱の声が聞こえてきた。

　遅かった……こうなったらもう覚悟を決めるしかない。

　俺は小さく深呼吸をすると、スマホを耳に当てた。

「もしもし、結朱か」

『うん。珍しいね、大和君が電話をくれるなんて』

　聞こえてくる結朱の声がどこか弾むような口調なのは、俺の気のせいだろうか。

「いやまあ、ちょっと何してるかなって」

　用件を思いつかなかったため、俺は口実にもならない言葉しか出せなかった。

『今は宿題が終わったところ。ちょうど息抜きしたかったし、いいタイミングで電話してくれたね』

　特に不思議がることもなく、結朱は会話に応じた。

　ほっとすると同時、自分が考えすぎだったことに気付いて無性に恥ずかしくなる。

『ちなみに、大和君は宿題終わった？』

「もちろん。気がかりなことがあると、ゲームに集中できないからな」

『なんでもゲーム中心だね、大和君は』

　電話越しでも、呆あきれたような結朱の顔が想像できた。

「ああ。好きなもの中心の充実した生活を送ってる男だ」

『それはいい人生だと思うけど、せめてクリスマスくらいは私のことを中心に考えてね』
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　いきなりセンシティブな部分に切り込まれて、ドキッとした。

「お、おう。まあ、そりゃあ……」

　しどろもどろの返事になった俺に何を思ったのか、結朱は少しだけ間を空けてから口を開いた。

『ねえ、大和君は『クリスマスフルフェメント』のこと──』

「なんだ？」

『……いや、何時から始まるのかとか知ってるかなって。ほら、待ち合わせの時間もそろそろ決めたいし』

「ああ、そうだな」

　一瞬、結朱が違うことを言おうとしているように感じたが、電話越しでは細かいニュアンスまで分からない。

「イルミネーションの点灯が始まるのが日没だから、当日は──」

　そうして俺たちは、クリスマスイヴ当日の打ち合わせをしばらく続ける。

　だいたいのことが決まり、自然と再び雑談の流れに戻ってきたところで、結朱が小さく声を上げた。

『わ。もうこんな時間なんだけど。そろそろお風呂入らなきゃ』

「マジだ。いつの間にか二時間も電話してるじゃねえか」

　時計を見て、俺は思わず驚いてしまった。

『じゃあ大和君。また明日あした学校でね』

「ああ」

　別れの挨あい拶さつをして、電話が切れるのを待つ。

「………………」

『………………』

　が、何故か電話が切れる気配はなく、結朱の息遣いだけが聞こえてきた。

「……切らないのか？」

『いや、なんか切りづらくて……大和君が切ってよ』

「いいけど……」

　結朱の頼みに応じて、俺は通話終了ボタンをタップしようとする。

『………………』

「………………」

『……切らないの？』

「い、いや切るよ。切るけど……」

　電話というのは、顔が見えない分だけどこか満足できない。

　だから、ついついもう少しと思ってしまう。

『分かった。３、２、１で一緒に切ろう！』

　このままでは埒らちが明かないと思ったのか、結朱がそんな提案をしてきた。

「おう、了解だ」

『じゃあいくよ。３──』

　と、結朱のカウントが始まった瞬間、俺は不意打ち気味に電話を切った。

「こうしないと、絶対また同じやりとりをするからな……」

　ふぅ、と息を吐く。

　気分的には、ループものの世界から脱出したＳＦ作品の主人公だ。

　俺が小さな達成感を噛かみしめていると、スマホに結朱からのメッセージが着信する。

『なに先に切ってるのさ！　うらぎりものー！』

　その文章を見て、思わず笑みが零こぼれた。

「……時間の浪費を避けたんだから感謝しろっつうの」

　そんな独り言を呟つぶやきながら、なんとなく俺は自分の気持ちがまとまったのを感じた。

　電話を切っても、少し脈は速いまま。

　──まだ、そこまで自分を好きになれるかは分からない。

　だけど、ずっと勇気を出せずに沈黙する俺より、きちんと気持ちを伝えられる俺のほうが好きなのは、間違いないから。







　それから数日後。

　俺がいつもの待ち合わせ場所にやってくると、結朱がもうそこに立っていた。

「あ、大和君。おはよー」

「おう。おはよう」

　ひらひらと手を振って迎えてくれる結朱に、俺も手を上げて応じる。

　覚悟が決まると落ち着くもので、以前の動揺が嘘のようにここ数日は自分の感情を制御できていた。

「夜も寒いけど、朝もやっぱり冷えるね。マフラー買っておいてよかったよ」

　オレンジのマフラーに口元まで埋うずめる結朱。

「確かに、どんどん寒くなってってるな。イヴとかめちゃくちゃ冷えるって話だけど」

「ほんと？　じゃあ雪とか降るかな」

　途端に目を輝かせる結朱。

「確か降雪確率は50％だったかな」

「五分五分かあ、悪くない確率だね。お祈りでもしておこうか」

　空を見上げながら呟く結朱に、俺も頷うなずいて同調する。

「よし、神社に行ってお参りでもするか」

「クリスマスのことを!?　なんか管轄違いじゃない!?」

「大丈夫だって。八百やお万よろずの神かみとか言ってるんだし、一柱くらい違う国の神が混じっても受け止めてくれるさ」

　仏教伝来の時に仏さんも受け入れた実績をお持ちの神道さんなら、きっと平気。

「なんか雑だなあ、大和君は」

「そもそも、キリスト教徒じゃないのにクリスマスにはしゃいでる時点で雑だろ。同じようなもんだ」

「それを言われると返す言葉もないね」

　俺の言葉に説得されたようで、結朱も苦笑を浮かべた。

　そんな話をしながら、俺たちは学校に着く。

　昇降口を抜けて廊下を歩いていると、不意に亜麻色の髪が目に入った。

「お、亜妃だ。おーい、亜妃。おはよう」

　すぐに友人の後ろ姿だと気付いた結朱が、その背中に声を掛ける。

　と、振り向いた小谷の顔は、なんだか微妙に引き攣っていた。

「あ、ゆ、結朱……それに和泉も」

　よく見ると、歩き方も錆さびたブリキの人形みたいにぎこちない。

「どしたの、亜妃。なんか動きが変だけど」

「ちょ、ちょっとね……昨日、色々とあって」

「へえ……一体なにが？」

　一歩踏み込む結朱に、小谷はめちゃくちゃ目を泳がせてから、くるりと踵きびすを返した。

「あ、あとで話す！」

　そう言って、彼女は一目散に階段を登っていった。

「……なんだったんだ？」

「……さあ？」

　俺と結朱は、顔を見合わせて小首を傾げる。

「お、バカップルじゃん。おはよー」

　その時、昇降口のほうから生瀬が登校してきた。

　ちょうどいいところにちょうどいい奴が来たな。

「誰がバカップルだ。それより生瀬、小谷ってどうかしたのか？」

「ちょっと様子が変だったんだけど、何か知らない？」

　二人で訊たずねると、生瀬はにやりと妙な笑みを浮かべた。

「ああ。亜妃の奴、とうとう颯太をデートに誘ったんだよ。で、成功した」

「え、本当？　聞いてないんだけど」

　結朱は仲間はずれにされたと思ったのか、ぷくっと頬を膨らませる。

「あはは、そう怒るなって。多分、テンパってて連絡するの忘れたんだろ」

「むぅ……啓けい吾ごには連絡してるのに」

　まだ怒りの収まらない様子の結朱に、生瀬は慌てたように弁解する。

「俺はほら、当日も付いていく予定だからさ」

「出で歯ば亀がめとは趣味が悪いぞ、生瀬」

「啓吾、サイテー」

　じとっとした目で見る俺たちに、彼は目を剥むいた。

「ち、違うって。いざという時の保険！　亜妃が失敗したら放っておくわけにはいかないでしょ」

　きっと彼の頭には、一度目の失敗が色濃く残っているのだろう。

　だから素早いフォロー態勢を整えているということか。

「ま、それなら納得だけど……」

　生瀬の行動は小谷も了承済みなんだろうし、これ以上俺が文句言う筋合いはないな。

　ただ一つ、問題点があるとすれば──

「……ねえ、どこに行くの？　当日、他の知り合いに会ったら台無しだし、場所は慎重に選んだほうがいいよ」

　結朱が不安そうに、俺の懸念したのと同じことを口にした。

　小谷の性格的に、知り合いがいる前で公開告白するのは無理だろう。

　故に場所選びは徹底する必要がある。

「大丈夫。颯太には当日のお楽しみってことで伏せてるけど、わざわざ普通に遊んでる奴らとかカップルが寄りつかない場所を選んだから」

「というと？」

　訊ねると、生瀬は自信満々に答えた。




「『クリスマスフルフェメント』だよ。結朱っちには前に話しただろ？　結局、あれに参加することになったんだ」




　その言葉に、俺と結朱は足を止めて凍り付いた。

　よりによって、そこに被かぶるか。

「二人には無縁のイベントだけど、もし途中で会ったらそっとしといてくれよ。亜妃にとっても、二度目の告白なんて大おお博打ばくちだからさ。じゃあね」

　生瀬はそれだけ言い終わると、笑顔で去っていった。

　残されたのは、重い空気に包まれた俺と結朱。

「………………」

「………………」

　この状況をどう受け止めていいのか分からず、沈黙が続く。

「えと、なんか被っちゃったね」

　先に口を開いたのは、結朱だった。

　俺もぎこちなく頷き、言葉を絞り出す。

「ああ……ここは譲るのが筋なんだろうな」

　元々、俺と結朱は桜さくら庭ばと小谷の関係を上手うまいこと進めるために付き合っているのだ。

　ここでそれを無視してしまえば、この偽物カップルの存在意義を否定することになる。

　それは避けたい。

「まあ別に、私たちはこのイベントじゃなきゃいけないってわけでもないからね。他のイベントに参加すればいいだけだし、そんなたいした問題じゃないでしょ」

　作ったような明るさで、結朱はそんなことを言ってきた。

「そうだな。今から新しいイベントを探すか」

　内心の動揺をなんとか抑えて、俺もそう答える。

　大丈夫。たとえイベントへの参加が中止になったとしても、『告白するイベントに誘った』という事実は消えていない。

　だから状況的には何一つ変わっていないのだ。ちゃんと告白する大義名分がある。

「せっかくだから、超豪華な計画にしちゃおうか。大和君の手腕に期待してます」

「ハードルを上げるな。怖いわ」

　沈み込みそうになる心を奮わせるように、俺たちはテンションを上げて会話を続けた。

　だが、廊下を歩く他の生徒たちの姿が途切れた時に、結朱が少し真剣な顔をする。

「ねえ大和君。一つ、正直に答えてほしいんだけど」

「……なんだ？」

　結朱の雰囲気が変わったことを察して、俺も居住まいを正す。

　すると彼女は、じっと俺の目を見て口を開いた。

「大和君はさ、『クリスマスフルフェメント』の意味を知ってて、私のことを誘ってくれたの？」

「──────」

　一瞬、どう答えようか迷った。

　だが、こっちを真っ直ぐ見つめる結朱の目を見て、俺は誤魔化すことを諦あきらめる。

　結朱は人の心に敏さといし……こいつを騙だませるほどの嘘を、俺は吐けないから。

「……いや、最初は知らなかったよ」

　少なくとも、誘った時の俺はそうだった。

　何か勇気を振り絞ったのでも、覚悟を決めて誘ったのでもない、ただの勘違い。

「そっか」

　それを聞いて、結朱は少しだけ寂しそうに笑った。

「あのな、結朱。それでも──」

　──キーンコーンカーン。

　俺が弁明を続けようとした時、始業五分前のチャイムがそれを遮った。

「わ、もうこんな時間。早くいこっか」

　結朱はチャイムに背中を押されたように、早足で教室に向かった。

「……ああ」

　タイミングを失った俺は、この場で切り出すことを諦めて彼女の後を追った。

　……今弁明しても、慌てて言い訳を作ったみたいになるか。

　もう少し、お互いが落ち着いたタイミングを見計らって切り出そう。







　昼休み。

「結朱。ちょっと話があるんだけど、いいか？」

　チャイムの残響が消えるより早く結朱の席に向かい、時間を作ろうとする。

「あ、ごめん。今日ちょっと亜妃とお昼食べる予定だから、またあとでね」

　いつも通りの笑みを作って、結朱は俺の誘いを躱かわした。

　今日一日、休み時間の度に声を掛けるが、その度になんらかの理由をつけて逃げられている。

「……どうしても駄目か？」

　普段だったら引くところだが、俺は柄にもなく粘る。

　結朱はそれに少し驚いたようだったが、すぐに作り物と分かる笑みを貼り付け、首を縦に振った。

「うん。ほら、クリスマスのことで話があるみたいだから。私たちの目的を考えたら、無視するわけにはいかないでしょ？」

　私たち偽物カツプルの目的、か。

　それを出されてしまったら、無理強いするわけにもいかない。

「……分かった。けど、どこかで時間をちゃんと作ってくれ。俺も言いたいことがあるから」

「うん。必ず──お互い、冷静になったらね」

　そう言い残し、結朱は教室から出ていく。

　まだ、うまく話せる状態ではない。

　彼女は自分のことをそう判断したらしい。

「……いや、お互い、か」

　俺の動揺も見抜かれていたんだろうな。

　一つ溜ため息を吐くと、教室中から視線が飛んできているのが分かった。

　クラスの中心人物である結朱とのやりとりだけに、注目を集めてしまったらしい。

　居心地の悪さを感じた俺は、逃げるように教室を出た。

　さて、昼休みの間、どこで時間を潰つぶそうか。

「文芸部室……は駄目か、結朱と鉢合わせしたら困るし。体育館の裏でも行くか」

　パッと思いついた人ひと気けのない場所を目指し、俺は階段を降りる。

　一階の渡り廊下を進み、体育館の前まで来た。

「……ん？　開いてるな」

　体育館のドアに、隙間が空いていた。

　どうやら前に使った奴が閉め忘れたらしい。

「外は寒いし、ちょうどいいか」

　呟つぶやくと、俺は体育館の中に入った。

　やはり閉め忘れだったのか、館内には誰もいない。

　そしてバスケットボールが一つ、コートに転がっていた。

「ルーズだな……顧問に怒られるぞ」

　俺はボールを拾うと、３Ｐスリーポイントラインに立つ。

　ゴールを見据えると、その場で跳躍。

　全身の力と手首のスナップを使って、ボールを射出した。

　放物線を描いて飛んでいくボールは、乾いた音を立ててゴールに吸い込まれる。

「ふう……」

　一つ息を吐き、集中力を解く。

　同時に、背後からパチパチと誰かの拍手が聞こえてきた。

　振り返ると、そこにいたのは桜庭。

「お見事。相変わらず綺き麗れいなシュート打つね、和泉」

「……桜庭。片付けもせず放置してた不届き者はお前か」

「あはは。バッシュに履き替えに行ってただけだって。それより、せっかくいるなら練習見てくれよ。俺も３Ｐの精度上げたくてさ」

　そう頼まれて、少し考えてから俺は頷うなずいた。

「まあ、球拾いくらいならしてもいいけど」

　気持ちばかり焦っている今、多少身体を動かしたほうが気も紛れるか。

　彼にボールを渡すと、俺はバックボードの下に移動した。

「さんきゅ」

　ボールを受け取った桜庭は、３Ｐラインに立ってボールを構えた。

　そして、力の籠こもったフォームでシュートを放つ。

　が、ボールは枠を捉とらえず、リングに弾かれた。

「ありゃ、ミスった」

「上半身の力に頼りすぎだな。もっと膝ひざ曲げたほうがいいぞ」

「了解」

　俺のアドバイスに従い、フォームを修正する桜庭。

　すると、二度目にしてすぐにボールがリングに吸い込まれた。

「ナイッシュ」

　褒めながら俺はボールをキャッチし、桜庭に向けてパスする。

「おお、このほうが楽に飛ばせるな。和泉、教えるのうまいじゃん」

「そりゃもう、俺ほどのコミュ力があれば当然よ」

「あはは。どの口で」

　ぽつぽつと会話をしながら、桜庭のシュート練習を手伝う。

　そんな中、不意に彼が呟いた。

「……クリスマスさ、亜妃にデートに誘われたんだ」

「そうか」

　軽く頷くと、桜庭は少し目を見開いてから、苦笑を浮かべた。

「和泉、もしかして知ってた？」

「ああ。今朝ちょっとな」

　おかげで、こっちも大変なことになっている。

「多分、また告白されるんだろうな、俺」

　穏やかに呟きながら桜庭はシュートを放つ。

　ぱす、という音とともにゴールを通過するボール。

「……気付いてたのか」

　ゴールネットから落ちてきたボールを掴つかみながらも、俺は思わず驚いた。

　生瀬の話じゃ、『クリスマスフルフェメント』に参加することを桜庭は知らないはずなのに。

「まあ……雰囲気で分かるよ。亜妃は分かりやすいから」

　答えながら、手を上げてボールを寄よ越こすよう促してくる桜庭。

　俺は彼にボールを渡しながら、会話を続ける。

「……受けるのか？」

　核心部分を訊たずねると、シュートを打とうとした桜庭の動作が止まった。

「……さあ、分からない。受けたほうがいいんだろうなとは思うんだけど」

　答えてから、彼はシュートを放った。

　が、心が乱れているのか、ボールはリングに嫌われてあらぬ方向に飛んだ。

「受けたほうがいいって、どういうことだ？」

　俺はボール拾いの役目を放棄して、桜庭の目を真っ直ぐに見る。

　すると彼は、俺の視線から逃げるように自分でボールを拾いに行った。

「……そのままの意味だよ。前に告白されて、それを断った時、俺たちはバラバラになった。もし、また断れば、同じことを繰り返すかもしれない」

「だから受けたほうがいいと？」

「ああ」

　ボールを弾ませながら、頷く桜庭。

「……俺が口を挟むことじゃないかもしれないけど、小谷のことはなんとも思ってないのか？」

　俺の言葉に、彼は自分の心を問い質ただすように目を閉じた。

　そして、ゆっくりと答える。

「……そんなことはないよ。可愛いと思うし、いいところも知ってる。なにより、あんなことがあったのに俺のことをまだ好きでいてくれるのは嬉うれしい。けど、どこまでが自分の気持ちなのか、俺には判断つかないんだ」

　彼女への好意と、グループを守ろうという義務感。

　その二つが同じ方向を向いていたがために、混ざり合って区別がつかなくなってしまったのか。

「そんな状況で亜妃と向き合って、答えを出していいのか、俺には分からない」

　桜庭は自分に向けられた好意に、できる限り誠実に答えようとする男なのだろう。

　そのせいで前回は結朱が好きだということを小谷に告げてしまい、グループを混乱に陥れた。

　そして、今もこうして悩んでいる。

「……桜庭って、完かん璧ぺき超人に見えて意外と不器用だよな」

　俺の言葉をからかいと受け止めたのか、彼は顔をしかめた。

「俺が完璧超人なら、和泉に騙だまされたり助けられたりしてないさ」

「ま、そうだな」

「和泉は……最初、結朱と嘘で付き合ってたんだよな。やっぱり、苦しかったか？」

　参考にでもするつもりなのか、桜庭はそんな質問をしてきた。

　その言葉を契機に、俺はこれまでの数カ月を振り返る。

「いや……楽しかったよ。本当に、俺にはもったいないほど。だから俺は偽物から始まる関係ってのも悪くないと思う」

　喧けん嘩かすることも、息を合わせることもあって。

　一緒にいるうちに色んなところが見えて、その度に彼女を近くに感じて。

「ただ、いつまでも偽物のままじゃいられなくなる。どこかで、自分の気持ちと向き合わなきゃいけなくなるんだ。結局、先延ばしにしかならないのかもな」

　自分を騙し続けるより難しいことはない。

　今の俺がそうであるように、ふとしたきっかけで心は走り出してしまうから。

「……先延ばし、か。経験者の言葉は刺さるね」

　俺の言葉を噛かみしめるように繰り返す桜庭。

　完璧超人でないとはいえ、こいつは俺よりずっと人間が出来ている。

　そんな彼に俺から言えることは、あと一つだけだろう。

「完璧超人じゃなくても、お前はいい奴だよ。だから、助けてくれる人もいる。たとえまたバラバラになりそうになっても、誰かが繋つなぎ止めてくれるだろう。そいつらを、もう少し信じてもいいんじゃないか？」

　桜庭は俺の言葉に目を丸くして硬直した。

　それから、力の抜けた笑みを浮かべる。

「……ああ、そうだな。俺が一人で背負わなくてもいいのか」

「当然だ。生瀬なんて俺にまで根回ししてくるし……結朱だって力になりたがってる」

　あの時に逃げてしまったことを、結朱がいまだに後悔しているのを知っている。

　ふとした瞬間に見える彼らへの後ろめたさが、前より少しぎこちなくなったことへの寂しさが、隣にいる俺には痛いほど伝わってくるから。

　もし、またバラバラになりそうになったら結朱はきっと逃げないし……俺だって、その気持ちを応援したい。

　だから、きっと彼らは大丈夫だ。

「ありがとう、和泉。なんか肩の力が抜けた。おかげで余計なこと考えずに当日を迎えられそうだよ」

　礼とともに放たれたシュートは、今までで一番綺麗な放物線を描いてゴールを貫いた。

「そりゃよかったよ」

　本当は、人のことを心配している場合じゃないんだけども。

「俺も……色々と整理できたよ」

　桜庭に自分の考えを話したおかげだろうか。

　俺も、浮き足立っていた心が落ち着くのを感じた。

　俺の気持ちは変わらないし、言うべきことも同じなんだ。

　今さら焦ったってしょうがない。

　あとは結朱が心の準備を済ませるのを、ただひたすらに待とう。







　そうして放課後。

　今日の結朱は文芸部室には行かず、繁華街の服屋にいた。

　一緒にいる相手も、大和ではない。

「結朱、これどうかな？」

　試着室のカーテンを開けて、亜妃が出てきた。

　白いニットのセーターと黒のロングスカート。彼女が普段あまり着ないタイプのファッションである。

　それを見て、結朱は笑顔で頷うなずいた。

「うん。いい感じだと思う。ただイヴはすごく寒いらしいから、もう一枚羽織ったほうがいいかも。見てて寒そうなのは颯太も喜ばないだろうし」

　今日の結朱は、亜妃がイヴのデートに着ていく服をコーディネートするのが仕事だ。

　大和との別行動は残念だが、これも友人を応援するためである。

　それに……少し、心の整理をする時間が欲しかったのも事実だ。

「これとかいいんじゃない？」

　結朱は目に付いたアッシュグレーのコートを手に取る。

「む……やっぱり暗くなりすぎるかな？　けど他で色合い調整すればいけるかも」

　頭の中で衣装の組み合わせを考える結朱だったが、やがて重大な懸念事項があることに気付いた。

「亜妃、ちなみになんだけどさ」

「なに？」

　小首を傾げる亜妃に、結朱は思わず目を泳がせた。

「いや……その」

　確認しなきゃいけないことではあるけど言い出しづらいというか……でも黙るわけにもいかないし。

「どうしたの？　結朱」

　自分で話し掛けておいて逡しゆん巡じゆんする結朱に、亜妃は訝いぶかるような目を向けてきた。

　それで、結朱も覚悟を決める。

「その……………………下着は、選ばなくてもいいの？」

「はい？」

　思い切って切り出した結朱に対して、亜妃はその意味が分からなかったのか、ぽかんとしたような声を出した。

「下着って、別に今はあんまり……関係……」

　が、亜妃の言葉は途中で止まる。

　そして、結朱が何を懸念しているか分かったらしく、みるみるうちに赤くなった。

「な、何考えてるのよ！　そ、そんなのいらないし！」

「そ、そうだけど……ほら、颯太も男だし」

　結朱としても、こういう話題を出すのは非常に小っ恥ずかしい。

　だが、友人のために恥を忍んで口にしたのだ。

「う……」

　亜妃は、小さく呻うめいて硬直した。

「…………あとで考えておきます。念のため」

「それがいいと思う。念のため」

　二人の意見が一致した瞬間である。

　が、これ以上この話題に触れるのは気まずい。

「じゃあ、それは置いといて、今はとりあえず普通に洋服選ぼうか」

　結朱が話を切り替えると、亜妃もこくりと頷いた。

「そうする。あ、これなんてどう？」

　亜妃が手にしたコートを、結朱も見つめる。

「うーん、ちょっと背伸びしすぎなような……いやでも亜妃なら似合うかも」

　ぶつぶつ言いながらコーディネートを計算する結朱に、亜妃がぽつりと呟つぶやいた。

「にしても、なんか久しぶりだね」

「何が？」

　結朱が衣装から顔を上げると、目の前の友人は力の抜けた笑みを返してきた。

「こうして、結朱と二人で服を買いに来るの」

　そんな何気ない亜妃の言葉に、結朱は少し動揺してしまった。

「そう……だね。確かに久しぶり」
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　具体的に言うと──十月に、颯太と亜妃が最初のデートをすることになった時以来。

　あの時も一緒に亜妃の服を買いに行って、デートに備えた。

　そして、それが失敗して以来、なんとなく二人で服を買いに行くことは避けている。

　それが今日こうして誘われたのも驚いたが、わざわざ言葉にして踏み込んできたのはもっと驚きだった。

「最近、ずっと大和君と一緒にいたからね。亜妃には寂しい思いをさせたみたいで」

　だが、その事実から逃げるように、結朱は違う理由を持ち出した。

「ほんとにね。男が出来た途端にべったりとか、女の友情なんて儚はかないものだと思ったもんよ」

　結朱の言い訳に乗るように、亜妃も冗談めかした口調でからかってきた。

「あはは。私って思ったより恋に生きる女だったみたいで」

　危険な話題を脱したと思い、ほっと一息吐く結朱。

「……そうね。あんたが本当にそんな子だったなら、お互いもっと楽だったかもしれないのに。ごめんね、結朱」

　そんな結朱に、亜妃はどこか寂しそうな笑みと謝罪を向けた。

「何も謝られることなんかないけど、どうしたの？」

　困惑しながら訊たずねると、亜妃は俯うつむいて声を絞り出す。

「……本当は、まだすごく怖い。颯太にフラれることもだけど、それ以上にまたみんながバラバラになっちゃうことが。今ですら、元に戻ったとは言えないのに」

「………………」

　亜妃が吐露した気持ちに、結朱は何も言えなくなる。

　まだ四人の中に確かにある、見えない壁。

　結朱が、亜妃と二人で服を買いに行くのを避けていたように。

　颯太が、結朱にフラれた直後から何事もなかったような笑みを見せているように。

　啓吾が、なるべく他のメンバーを二人きりにしないよう奔走しているように。

　踏み込んではいけない一線というものが、確かに出来ていた。

「前は和泉がなんとかしてくれた。けど……もう一度颯太にフラれて、もう一度結朱が好きだって言われたら、あたしとあんたは、またこうして一緒に過ごせるのかな」

「それ、は……」

　結朱には──結朱からは何も言えない。

　あの時、みんなから逃げた自分に何が言えるというのだろうか。

　亜妃は自分を恨んでいるかもしれない。自分がいないほうがうまくいくに違いない。

　そう怯おびえて、逃げ出した自分に。

　そんな結朱の手を、亜妃はぎゅっと握ってきた。

「けどね、結朱。それでもあたしは進もうと思うよ。だからごめん」

　そうして、亜妃は決然とした表情でその覚悟を口にした。

　握ってくる手は冷たく、震えている。

　きっと葛かつ藤とうはまだ消えていないのだろう。

　それでも、彼女は前に進むことを選んだ。

「あたしも、思ったより恋に生きる女だったみたい」

　自分自身に呆あきれたのか、小さな苦笑を浮かべる亜妃。

　それを見て、結朱はなんだか泣きそうになってしまった。

　あの時、きっと一番傷付いた亜妃がこうして前を向いているというのに。

　自分はまた何も言えなかった。このままではあの時と何も変わらない。

　そんなの、願い下げだ。

「……大丈夫だよ、亜妃。今度は平気だから。私も逃げない」

　ぎゅっと亜妃の手を握り返し、結朱は精一杯の笑みを作って言葉を送る。

「私も、前に進む。だから今度は逃げない。イヴの日は、啓吾と一緒に二人のことをちゃんと見守るよ」

　たとえ告白がうまくいかなかったとしても、自分が真っ先に亜妃の下に駆けつけるのだ。

　こんなことくらいでもうバラバラになったりはしないと、伝えるために。

　結朱が決意を込めてそう誓うと、亜妃は驚いたような顔をした。

「でも、結朱は和泉と……」

　そう言われて、一瞬だけ結朱の心は揺らぎそうになる。

　一緒に過ごそうと約束した。『クリスマスフルフェメント』に誘ってくれた。

　──けど、あれはただの勘違い。特別な意味のない言葉。

　結朱と大和は、あくまで偽物カップル。

　颯太と亜妃をうまくいかせるための、作られた役割。

「大丈夫。ちょうど予定が白紙に戻ったところだったから。大和君なら分かってくれるよ」

　明るい声音を作って、結朱は未練を一つ吹き飛ばした。

　──ごめんね、大和君。







『会って話したいことがあるんだけど、今から大丈夫？』

　そんなメッセージが結朱から届いたのは、午後七時を過ぎた頃だった。

　放課後は小谷と買い物に行くからと言われてしまい、話をする時間を作れなかったため、これは俺にとっても渡りに船である。

『分かった。お前の家の前まで行く』と返信を送り、俺は上着を羽織った。

　家を出ると、自転車に乗って夜道を進みながら、俺は話す内容を考える。

「……どう誤解を解くべきか」

　切り出し方を間違えないよう、頭の中で何度もシミュレーションをする。

　だが、焦る気持ちが足を急がせたらしく、思ったよりも早く目的地に着いてしまった。

　もはや見慣れたマンション。

　そのエントランス前の階段に、座り込む少女の姿が見えた。

「結朱」

　自転車を駐とめて声を掛けると、彼女は立ち上がってこっちに歩いてきた。

「ごめんね、こんな時間に呼び出して」

　結朱は意外にも穏やかな表情で、俺は少し拍子抜けしてしまった。

「いや……俺も会いたかったから」

　朝のことでぎくしゃくするかと思ったが、結朱は吹っ切れたような雰囲気をしていた。

　小谷と遊びに行ったことが気晴らしになったのだろうか。

「そっか。ならよかった」

　そこで、話が途切れる。

「なあ、話ってなんだ？」

　空気の重さに耐えかねた俺が本題を切り出すと、結朱も一つ頷うなずいてから口を開いた。

「うん。私、大和君に謝らなきゃいけないことがあって」

「……なんだ？」

　なんとなく嫌な予感がして、俺は反射的に身構えた。

　そんな俺に、結朱は頭を下げる。

「ごめん、大和君。イヴの日、一緒に過ごせなくなった」

「………………」

　声を出さずに済んだのは、直前で身構えたおかげだろう。

　それでも内心では嵐が吹き荒れており、口を開けるようになるまで数秒かかった。

「理由を、聞いていいか」

　ようやく絞り出した声が震えていなかったことに、俺はほっとした。

　そんな俺を、結朱は感情を隠した目で見つめてくる。

「亜妃の一大事だから……あの子の側にいてあげたいの」

　──そうなったか。

　最初に浮かんだ感想はそれだった。

　予想外ではあったが、意外ではない。

　前の時に逃げ出したことを、結朱がずっと後悔しているのは知っていたから。

　その彼女が、今度は踏みとどまろうとしている。

　これを邪魔していい理由なんてない。

「分かった。それなら仕方ない」

　理屈で感情を押し殺した俺が頷くと、途端に結朱が申し訳なさそうな顔をした。

「……本当にごめんね。急にこんなこと言い出して」

「いいって。それが俺たちの役割だろ」

　俺は無理に笑顔を作ってみせた。

　結朱の気持ちを応援したいと、俺も思っていたのは嘘じゃないし、嘘にするわけにはいかない。

　だから……ここで引き留めるわけにはいかないのだ。

「ま、俺は俺で楽しく過ごすよ。ちょうどクリスマス商戦の新作ゲームとか気になってるやつ多かったし」

　痩やせ我慢をして、彼女を安心させようと空虚な言葉を放った。

「……うん。ありがとう」

　その言葉に、結朱は静かに頷く。

　沈黙。

　話はもう終わった。俺が解きたかった誤解も……今さらか。

「じゃあ、また学校でな」

「うん。また」

　別れの挨あい拶さつを済ませると、俺は踵きびすを返して自転車のほうに向かう。

　──ぽすん。

　不意に、背後から結朱が俺に抱きついてきた。

「…………楽しく過ごせるの？　私がいなくても」

「結朱……」

　その、拗すねたような彼女の声に、なんて返したらいいのか分からなくなる。

　俺が正しい言葉を見つけ出せずに数秒硬直していると、結朱はそっと離れてしまった。

　振り返ると、そこにあったのは少し寂しそうな笑顔。

「ごめん、変なこと言ったね。私の我が儘ままに付き合わせてるのに」

　そうして、彼女は笑顔のままマンションへと歩き出した。

「じゃあ、今度こそ帰るね。また明日あした！」

　去っていく結朱。

　それを見送って、俺は大きく息を吐く。

　ただ一つ、イベントの予定が潰つぶれただけだ。

　それも、決して悪い中止じゃない。結朱が前向きになったというプラスの意味の中止。

「なのに、なんで……」

　こんなにも、大きなものを失ってしまった気分になるのだろうか。
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　クリスマスイヴ当日がやってきた。

　俺にとっては例年通り、単なるゲームの発売日でしかない一日。

「……結局、雪は降らなかったな」

　時刻は午後六時半。

　新作ゲームを見て回ったり、テストプレイで気になったタイトルを買ったりして一日を過ごした俺は、人混みの街を歩きながら曇天の空を見上げた。

　ホワイトクリスマスでの告白を企たくらんでいた俺にとっては期待外れだが、今となっては足元が悪くならないのは非常に助かる。

「ま、いいことずくめですよ」

　だってほら、小こ谷たにはもう一度告白までいけて、結ゆ朱ずは過去の後悔を晴らそうとしている。

　俺たち偽物カップルが、あのグループをうまく回すために誕生したことを考えると、これは本懐を果たしたと言ってもいい。

　うん。よく考えたらマイナスなことなんて何もなくね？　ゆっくりゲームを楽しむ時間も出来たことだし。

「……よし！　今日買ったゲームを朝までやるぞ！」

　気になっていたゲームを全部買えたという事実にテンションを上げつつ、俺は家に向かう速度を上げる。

　と、その時だった。

「あれ、大和やまと？」

　不意に、聞き覚えのある声に呼び止められた。

　振り返ると、そこにいたのは女子の集団。

　その中の一人が、こっちに手を上げている。

「……ヒナか」

　俺が足を止めると、ヒナは仲間たちに一言声を掛けてからこっちにやってきた。

「偶然だね、大和」

「おう。女バス爆太りツアーの調子はどうだ？」

「食べ歩き！　なにその不愉快な名前のツアー！」

　やってることは同じだろと思ったが、ヒナが頬を膨らませていたので追及はやめておく。沈黙は金である。

「にしても、本当にイヴの日に会っちゃうとはね。まだデート前みたいでよかったよ。七なな峰みねさんとはこれから待ち合わせ？」

「まあ、うん。そんなとこ」

　他意なく訊たずねてくるヒナに、俺は一瞬言葉に詰まる。

　と、その態度がおかしかったのか、ヒナの目がすっと細くなった。

「……本当に？」

　まるで検察官のような鋭い視線で追及してくるヒナ。

　質問形式だが、俺が嘘を吐いたのは確実にバレているだろう。

「……ちょっと色々あってな」

　遠回しに認めると、ヒナは一つ溜ため息を吐いてから優しい表情になった。

「大和が言いたくないならいいけど……話くらいは聞くよ？」

　その優しさを振り払えるほど、今の俺は強くなかった。

「……他言無用で頼む」

　ぽつぽつと、ヒナに小谷たちの事情を語る。

「今日、小谷が桜さくら庭ばに告白するんだ」

「もしかして、『クリスマスフルフェメント』？」

　ヒナの言葉に、俺は頷いた。

「そうだ。けど、小谷の奴、前に一度告白に失敗しててさ。その時に、あのグループはバラバラになったし……結朱もそこから逃げ出した。あいつはそのことを後悔してる。今回はそのやり直しなんだろう」

「それで今度は逃げ出さないように、側にいることを選んだってこと？」

「ああ」

　大まかな事情を聞いたヒナは、じっと考え込んでから言葉を投げかけてくる。

「大和は、それに素直に頷いたの？　クリスマスの予定を白紙にして、友達を優先することに」

「そりゃ、止める理由がないだろ」

　俺の答えに、ヒナはピクリと眉まゆを動かした。

「七峰さんは止めてほしかったと思うけど」

「……そうか？　俺に対する申し訳なさはあっただろうけど、ここでまた逃げたら後悔するって判断したのはあいつだし、俺もそう思う。それ以上に優先する目的なんてないだろ」

　それを聞いて、ヒナはゆっくりと目を閉じた。

「……理由とか、目的とか、いらないんじゃないかな」

　そして、ぽつりと呟つぶやく。

　その意図を汲くみ損ねた俺に、彼女は目を開けてこっちを真っ直ぐ見た。




「ねえ、大和と七峰さんって本当に付き合ってるの？　実は全部嘘なんじゃない？」




「──────」

　唐突に隠し事を暴かれ、俺は硬直した。

　そんな俺の姿を見て確信を得たのか、彼女は目を逸そらして溜め息を吐く。

「やっぱり」

　停止していた思考が、そこで再起動を始める。

「……どうして分かった」

　動揺しながら放った問いかけに、彼女は遠くの人混みを眺めながら答えた。

「大和が、七峰さんと一緒にいるための理由を探してたから。まるで理由がないと一緒にいちゃいけないみたいにさ」

　ヒナの言葉は、俺自身ですら気付いていなかった心の形を捉とらえていた。

『止める理由がない』

『それ以上に優先する目的なんてない』

『彼氏がいるのにクリスマスに一緒に過ごさないとなると疑われるから』

『リア充組をうまくいかせるために付き合ってる』

　そうだ。そもそもの始まりから、俺たちの前には常に理由があった。

　一緒にいなければいけない理由。それがあるから一緒にいられる、そんな建て前。

「私もね、大和とうまくいかなくなった時、似たようなこと考えたよ。何か話し掛けられる理由はないかとか、一緒にいる用事がないかとか……そういうこと。胸を張って友達だって言えた時には、そんなものなくても話し掛けられたのにね」

　そう、寂しそうに呟くヒナ。

「恋人と友達じゃ違うのかもしれないけど……理由を探してるところが、なんとなく偽物に見えた。どんな事情があってそんなことになってるのかは、全く分からないけどさ」

「そうか……ああ、そうだな」

　心に刺さった言葉を噛かみしめるように、俺はただ頷うなずいた。

「きっとね、本物なら理由なんていらないんだよ。ただ、一緒にいたいという気持ちだけで一緒にいられる。理由がなきゃ一緒にいられないなら、それはまだ偽物」

　そこで彼女は再び俺の顔を見た。
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「だから、七峰さんは止めてほしかったと思うよ。何の理由もなくなった大和に。もしかしたら、その上で友達のほうを優先したかもしれないけど……それでも」

　理由がなければ何もできないのなら、そこには何の気持ちもないのと同じ。

　きっと結朱はそれを寂しく思ったのだと、ヒナはそう言った。

「大和はどうしたいの？　七峰さんと一緒にいる理由もない。大義名分も、必要性も、義務もない。そんな今の大和は、七峰さんとどうなりたいの？」

　静かに、俺は自分の心を見つめて答えを探そうとする。

　けど、そんな必要はなかった。

　答えはいつでもすぐそこにあって、それに無理やり蓋ふたをしていただけなんだから。

「俺は──」

「ストップ。それは私じゃなくて七峰さんに言うべきだと思うな」

　口を開きかけた俺を手で制止してくるヒナ。

　それに驚きつつ、俺は苦笑して頷いた。

「……ああ。そうする」

「ん。頑張って」

　そう応援してくれる彼女に背を向けて、俺は駅へと走り出した。







　ホームに滑り込んできた電車に乗り込むと、焦じれる思いで隣の駅を目指す。

　その中で、俺は結朱と過ごした時間について考えていた。

　──思えば、一番大きな失敗は文化祭の時だったんだろう。

　あの時、俺たちは一度終了した偽物カップルを再開してしまった。

　せっかく建て前の関係が終わって、一から全てを始めるチャンスだったのに。

　結局は、その不安定さに耐えられなかった。

　俺たちは価値観も在り方も違う人間で、偽物カップルということ以外に接点がなかったから。

　それを奪われた時、どうしていいのか分からなくなったんだと思う。

　そして終わったはずの関係をまた拾い上げて、自分たちをそれで縛った。

「……臆おく病びような奴ら」

　思わず自じ嘲ちようが零こぼれた。

　今度こそ、それをやり直さなければ。

『ご乗車ありがとうございました。間もなく──』

　車掌のアナウンスが響くと同時、電車が減速する。

　ドアが開いた途端に急ぎ足で車両を出ると、改札を抜けて街に出た。

　青く輝くきらびやかなイルミネーションと、それを覆い隠すような人混み。

　想像以上に人が多い。出たとこ勝負で捜すのは難しいな。

　俺はスマホを手に取ると、結朱の番号にコールした。

　とはいえ、出てくれるかは怪しいところだが。

『……もしもし』

　俺の予想とは裏腹に、結朱は数回のコールの後に通話に応じた。

「もしもし、大和だ。今、俺も『クリスマスフルフェメント』の会場に来てる」

　そう告げると、電話の向こうで息を呑のむような気配がした。

「今から会いたい」

　構わず、ストレートな要求をする。

　結朱はまだ動揺しているようだったが、それでも静かに答えた。

『……会えないよ。今日は会わないって決めた。私はこっちを選んだし──大和君だってそう言ったでしょ』

　電話で話しながらも、視線は雑踏の中にいるはずの彼女を捜す。

「……そうだな。けど、気が変わったんだ」

　普通なら決して見つけられない。

　だけど──視界の隅に、鮮やかなオレンジ色が映った気がした。

　吸い込まれるように視線が動く。

『勝手だよ、そんなの』

　百メートルほど先の路上に、オレンジ色のマフラーを巻いた少女がいた。

　この距離でも、ちゃんと目が合っているのが分かる。

「お互い様だな。最初に約束したのはこっちだったはずだが」

　俺の言葉に、遠くの彼女が俯うつむいた。

『……そうだね。勝手なのはお互い様か。けど、それなら私も自分の勝手を通すよ。大和君には会わない』

　断固とした強い意志が滲にじむ言葉。

　それに、俺も頷く。

「分かった。じゃ、俺も勝手に会いに行く」

『…………遅いよ、ばか』

　僅わずかに震えた言葉を残し、電話が切れた。

　同時に、ちょうど結朱の前にある道路をトラックが横切る。

　その車体が通り過ぎた時、もうそこに彼女の姿はなかった。

「……遅くはないさ。まだ何も始まってないんだから」

　一人、届かない言葉を呟く。

　ずっと偽物だった。本当に始まったものなどなかった。

　──だから終わらせよう。俺たちの恋人ロールプレイを。

　無数の人間と浮かれたようなざわめき。この中のたった一人が俺の捜している相手だ。

「絶対捕まえてやる」

　スマホを仕舞うと、俺は人混みの街に飛び込んでいった。

　視界から消えても、まだ遠くには行っていないはず。

　俺は人波の隙間を縫って進み、さっきまで彼女のいた場所にやってきた。

　が、結朱の姿はない。

　視線を巡らせても、あのオレンジのマフラーを捉えることはできなかった。

「……前の小谷の告白の時といい、文化祭の時といい、姿を晦くらますのが好きな奴だな」

　いつもは鬱うつ陶とうしいほど積極的で、こっちが呼んでなくても側にいるくせに、肝心な時にはいなくなる。

　それが結朱という女らしい。

「難儀な女に惚ほれたもんだね、俺も」

　小さく呟き、一歩踏み出す。

　同時に、頭をフルに回転させ始めた。

　相手が俺を避けている以上、正攻法で追い詰めるのは不可能。

　行動を先読みしなければならない。

　となると、真っ先に押さえるべきポイントは一つ。

　俺は周囲を見回し、目的の人物を捜す。

　──いた。

「綺き麗れいだな、イルミネーション。亜あ妃き、寒くないか？」

「だ、大丈夫」

　桜庭と小谷。

　この日の主役が、大通りをゆったりと歩いていた。

　イルミネーションに気を取られているのか、こちらに気付いていない。

「……やっぱり。見守り役の結朱がここにいたんだ。近くにこいつらがいるのは当たり前だよな」

　読みが当たったことに安あん堵どしながら、俺は再度周囲を見回す。

　残念ながら、俺の本命は彼らじゃない。

　ここにいるはずのもう一人。

「……見つけた」

　少し遠い路地の陰に、小谷たちをつけ回す怪しい人影を発見する。

　生なま瀬せ啓けい吾ご。

　今日という日の首謀者であり殊勲者。

　この計画を立案した彼であれば、結朱がどう動くつもりなのか、計画を把握しているだろう。

　俺は人混みに紛れて気配を消すと、路地を迂う回かいして彼の背後から近づいた。

「おい、生瀬」

「うおっ」

　ぽんと肩を叩たたいて話し掛けると、生瀬は声を上げて飛び上がった。

　そして、振り向くなり目を丸くする。

「い、和泉いずみ？　お前、どうしてここに」

「騒ぐと見つかるぞ」

　生瀬を落ち着かせるために釘くぎを刺すと、彼ははっとしたように息を潜め、小谷たちのほうを見た。

　そして彼らに気付かれていないことに胸を撫なでおろすと、再びこっちを向く。

「……どうしてここにいるんだよ、和泉」

　再び、同じ質問をしてくる。

「聞くまでもなく、察しはついてるんだろ？」

　そう問いかけると、生瀬は沈黙した。

　彼がどこまで聞いているのかは知らない。

　が、結朱がこっちに来た以上、俺との間になんらかのトラブルがあったことには気付いているだろう。

「……細かいことは知らないけど、まあなんとなくは」

「なら話が早い。結朱の居場所を知らないか？」

　俺の言葉に、生瀬はピクリと表情を動かした。

「……さあな。それは俺の口からは言えない」

　つまり、知ってはいるということか。俺の読み通りだな。

「結朱に口止めされてるんだな」

「それも、言えない」

　暗にイエスと示す生瀬。

　まあ、俺が結朱の立場でも彼への口止めは最初にやるし、当然か。

　吐かせる方法は……一つあるけど、それは使いたくないな。

　どうするか悩む俺に、生瀬が気遣わしげに声を掛けてきた。

「なあ……和泉、結朱っちと喧けん嘩かしたのか？」

　疑問を抑えきれなくなったのか、生瀬はあえて言葉にして一歩踏み込んでくる。

　それに対し、俺は力なく首を横に振った。

「いや……喧嘩にもならなかったよ。本当は喧嘩の一つもしなきゃいけなかったのに」

　いつもどうでもいいことで喧嘩してばかりなのに、肝心なところで喧嘩ができなかった。

　行くなって言うべきだったのに。

「そっか。なんとなく分かる気がする」

　要領を得ない俺の言葉に、しかし生瀬は共感したように頷うなずいた。

　ふと、数カ月前のことを思い出す。

　本当の気持ちをぶつけられず、そのせいで喧嘩にもならなかった彼ら。

　俺より一足早く同じ問題にぶつかった彼には、思うところがあるのだろう。

「けど……俺も結朱っちへの義理がある。悪いが、和泉の力にはなれない」

　断固たる決意の籠こもった言葉。

　生瀬にとって優先するべきは、彼らのグループがうまくいくこと。

　今、余計なトラブルを抱えるわけにはいかないのは当然だろう。

「そうか。手間かけさせたな」

　これ以上の追及を諦あきらめ、俺は踵きびすを返した。

「脅さないのか？」

　その背中に、生瀬が問いかけをぶつけてきた。

　俺は足を止めて、彼のほうを見る。

「教えなければ亜妃の告白を邪魔する──そう言えば、俺も口を割るしかないのに」

　どこか苦渋に満ちたような表情をする生瀬。

　そんな彼に、俺は肩を竦すくめてみせた。

「そこまであくどいこと、思いつかなかっただけさ」

「嘘吐け。和泉、そういうの得意だろ？」

　俺の誤魔化しを、生瀬はキッパリと否定した。

　……まあ、実際のところ、彼に吐かせる方法として真っ先に思いついたことではある。

「……お前らが今日までどれだけ頑張ってたか知ってて、そんなことできるわけないだろ」

　こいつらがどれほど痛い思いをしながら今日まで歩いてきたか、俺は知っている。

　見えない壁を作りながらも、それを壊すためにどれだけ必死だったか、知ってしまっている。

「それに、俺は今から自分のことを好きにならなきゃいけないんだ。こんなことで嫌な奴になるわけにはいかないのさ」

　だから俺にはそんな方法は取れない。

　そんなことをしたら、結朱に好きだと言う資格すら失ってしまいそうだから。

「自分も大変だろうに……お人ひと好よしだな、和泉は」

　どこか呆あきれたような表情を浮かべる生瀬。

　思わず、苦笑してしまう。

「……そうだな。そういう自分が好きじゃなかったはずなんだが」

　なのに、自分を嫌いにならないために、もう一度俺はお人好しになろうとしている。

　それは何故かと自身に問いかけると、すぐに答えが出た。

「ま、お人好しの女に惚れたせいかね？」

　きっとそうに違いない。

　お人好しをこじらせて、結局自分が損して、それでも良しとしようとする結朱が、俺には眩まぶしく見えたから。

　嫌いだったはずの自分が、少し好きになれた。

「それでも……悪いが、結朱っちの居場所については言えない」

　苦渋の表情を浮かべる生瀬。

　結局、彼の意志は変えられなかったらしい。

「けど、亜妃がどの場所で告白するのかなら教えてもいい」

　その言葉に、俺は目を丸くした。

「生瀬……」

　結朱は小谷の告白を見守るつもりで来ている。

　だから、小谷の告白場所さえ分かれば、そこから結朱の居場所も割り出せるだろう。

「いいのか？」

「ああ。そこまでは口止めされてないしな。それに……」

　そうして生瀬は、どこか力の抜けた笑みを浮かべた。

「前も言ったけど、やっぱり結朱っちには和泉が必要だと思うから」

「……恩に着る」

　深い感謝をすると、俺は居住まいを正して聞く姿勢になった。

「亜妃の告白場所は噴水の前だ。今から三十分後に、噴水でライトアップが行われる。そのタイミングで、亜妃は颯そう太たに告白するはず。それでうまくいったら、そのまま二人は電車で帰るのが俺たちの計画だ」

　つまり、その時になったら確実に結朱も噴水付近に現れると。

「……分かった。また今度礼はする」

「気にするなよ。持つべきものは友達ってな」

　どこか茶化すような視線を向けてくる生瀬。

　それが、『たまたま同じクラスに割り振られて八カ月経っただけの人』への当てつけだと気付いて、俺は苦笑した。

「そうだな。今度はそう思っとくよ」

　答えて、俺は路地から走り出した。

　噴水はここからたった百メートル先。

　とはいえ、人混みの中では移動に時間が掛かるだろう。

　さらに、そこから隠れている結朱を見つけ出すとなると、三十分で足りるかどうか。

　と、その時だった。

「そうだ、あいつらにも見つからないようにしないとな……」

　俺の目は、噴水のほうへと向かう小谷と桜庭の後ろ姿を再び発見した。

　あの二人に見つかっては、手を貸してくれた生瀬に申し訳が立たない。

　周囲の環境を確かめると、少し進んだ先に下り階段があった。

「あそこから迂回できそうだな」

　問題はそこに着くまで見つからないでいられるか。頼むから振り向かないでくれよ。

　そう願ったものの……神様というのは俺のことが嫌いらしい。何が気になったのか、不意に桜庭が背後を振り向いた。

「まずっ……！」

　同時に、俺はギリギリで階段に飛び込む。

　──が、慌てていたのが運の尽きか。

　足元を疎おろそかにした俺は、階段ではなく奇妙なものを踏んだ感覚を覚えた。

　夜の闇に紛れた、透明のペットボトル。

　ふわりと、浮遊感が全身を包んだ。

『ゴミまみれの聖夜とは業が深い──』

　一瞬、ヒナとの会話が脳裏をよぎる。

　それが消えると、俺は一気に階段から転げ落ちていった。







　物陰に隠れた結朱は、静かに深呼吸を繰り返した。

　両手にはたった今通話を終えたばかりのスマホが握られていて、胸の奥では心臓が早鐘を打っている。

　ちらりと大通りを窺うかがえば、さっきまで自分がいた場所に大和が立って、周囲を見回していた。

　やがて、埒らちが明かないと判断したのか、彼は他の場所に向かう。

「来てくれた……」

　呟つぶやき、さっきの通話を反はん芻すうする。

　本当は嬉うれしかった。すぐに大和のところに行きたかった。

「でも……」

　──裏切るのか。

　心の中で、もう一人の自分が囁ささやく。

　前も大事なところで逃げたくせに、また逃げるのか。

　今日まで偽物カップルとして、仲間たちを騙だましてきた。

　それはいったい何のため？

　決まっている、仲間たちのためだ。

　なのに、一番大事な場面で逃げ出したら、それが全部嘘になる。

「……だから、大和君には会わない」

　言葉を紡いで、自分に決意を言い聞かせる。

　会わない。今日は大和に会わない。そう決めたのだ。

　だけど──もし、このまま本当に会わなかったら。

　自分と大和はどうなってしまうのだろう？

　明日あしたから、また今まで通り話せるのだろうか？

　もしかしたらもう元には戻れなくて、彼は自分から離れて、二度とあの日々は帰ってこないかもしれない。

「…………っ！」

　心臓がぎゅっと痛くなった。

　そんな未来は認められない。受け入れられない。

　だけど──ここから逃げることもできない。

「結朱っち？　どうしたのさ」

　よほど結朱の顔色が悪かったのか、隣にいた啓吾が心配そうに声を掛けてきた。

「あ……ううん、なんでもない」

　結朱はぎこちなく笑みを作り、誤魔化す。

「ならいいけど……」

　啓吾も、その言葉が嘘だと気付いているようだが、この大事な局面で問い詰めてくるような真似はしなかった。

　その厚意に甘えて、一つお願いをすることに。

「啓吾、ここに大和君が来てる」

　そう告げると、彼は少し驚いたような表情を見せた。

「……結朱っちのこと、迎えに来たんじゃないか？　ここは俺一人でもいいし、会ってきたら？」

　あまりにも魅力的な勧めに、一瞬だけ心が揺らぐ。

　が、歯を食いしばって首を横に振った。

「ううん、会わない。それより大和君は多分啓吾を捜して、私の居場所を聞いてくると思う。だから、うまく誤魔化してほしいの」

　その頼みに、彼は少し逡しゆん巡じゆんする様子を見せた。

「……いいのか？　せっかく会いに来てくれたのに」

「うん。決めたことだから」

　嘘だ。本当は今も迷っている。

　こうして頼んでおきながら、啓吾が断ってくれることを祈っていたりもする。

　頭の中はぐちゃぐちゃで、心がどこを向いているのか自分でも分からない。

「……分かった。結朱っちがそう決めたんなら、俺は尊重するよ」

　だが、啓吾は結朱の気持ちに反して、承諾してしまった。

　胸が締め付けられて、呼吸が浅くなる。

　そんな感情を抑えつけて、結朱は笑みを浮かべた。

「……ありがと」

「いいさ、このくらい。けど、和泉は鋭いし頭も回る。誤魔化しきれる保証はないぞ」

　言われて、結朱も考えた。

　大和の当意即妙ぶりは側で見てきた自分が一番よく知っているし、侮れない。

「なら、私を裏切る振りして亜妃の告白場所を教えてあげて。それでなんとかなると思う。私たちは別の場所で待機して、告白の結果は電話で確認しよう」

　心は千々に乱れても、頭は滑らかに回る。

　ずっと本音と建て前を使い分けて生きてきたが故のスキル。

　それを良しとしてきたのに、今だけはこんなものがなければもっと素直に生きられたのにと思ってしまう。

「結朱っち……最後に確認するけど、本当にそれでいいんだな」

　そんな迷いが顔に出ていたのか、啓吾は心配そうに結朱の意思を問い質ただしてきた。

「うん。亜妃の告白を見届けられないのは残念だけどね」

　間髪を容いれずに答えた。

　じっくり考えたら、よくない答えが出てしまいそうで。

「………………」

　大和は……分かってくれるだろうか。

　一度は分かって、見送ってくれた。

　だからきっと、今度も大丈夫。

「大和君……」

　そう思うのに、胸が痛い。不安で心が張り裂けそうだ。

　いったい何が大切で、何を守りたかったのか。

　もうそれすらよく分からない。

　分からないけど……逃げるなという意志だけが、今にも倒れそうな結朱を支えていた。







「痛っ……」

　一瞬、ブラックアウトしていた意識が元に戻った。

　全身が痛い。視界が揺れながら回っている。

　深呼吸で痛みを理性の制御下に置きながら、ゆっくりと上半身を起こした。

「随分落ちたな……」

　約二十段はある階段から、見事にすっ転んだ。

　驚きで受け身も取れなかったため、相当なダメージだった。

「骨は……折れてなさそうだな」

　全身打撲は免れなかったが、それで済んだのは僥ぎよう倖こうか。

　俺は一つ一つ動作を確かめるように立ち上がり──

「……っ！　ミスったな」

　──右足首の激痛に、思わず呻うめいた。

　捻ねん挫ざしてるぞ、これ。

　普段ならともかく、この人混みをすり抜けるにはなんとも悪い条件だ。

「泣き言なんか言っても始まらないか……」

　止まらないと決めた。会いに行くと決めた。

　だから俺は壁に手を突きながらも、ひたすら歩き続ける。

　人に軽くぶつかる度、避けようとする度、足に激痛が走った。

「大丈夫……あと少し」

　深呼吸を繰り返し、歯を噛かみしめて、俺は進む。

　そうして──目的の噴水に辿たどり着いた。

　駅前の大通りの終わり、多くの建物に囲まれた広場。

　鮮やかなイルミネーションに照らされた噴水は幻想的で、美しかった。

「……こんな形で来ることになるとはな」

　運命の不思議に、俺は思わず苦笑してしまう。

　ライトアップされた噴水をバックに告白するのは、俺が考えていた告白プランと同じ。

　予定していた時刻、予定していた場所に、予定していなかった形で来てしまった。

「……けど、今はそれを幸運と思う」

　なんせ下調べは十分にしてある。

　だから、この周りの建物が全部施錠してあって、見つからないように噴水広場を監視できるような場所が、少し離れたところにある橋の上しかないことも知っている。

「早く隠れなきゃ……」

　小谷たちがやってくる前に。

　こんなボロボロなクラスメイトが立っていたら、告白どころじゃなくなるだろうから。

　痛む足を引きずって橋の上に登り、じっと広場を見つめる。

　スマホを見れば、ライトアップ──つまり告白の予定時刻まで残り五分。

「……来たか」

　小谷たちが広場の前に辿り着いた。

　同時に、俺は辺りを見回す。

　もうこの近くに結朱と生瀬が来ているはずだ。

「…………？」

　が、姿が見当たらない。

　俺の姿を先に結朱が見つけて、避けた？

　いや、だとしても俺に付いた生瀬が何も言いに来ないのはおかしい。

　となると、なんらかのトラブルがあって遅れているか──俺が生瀬に情報を流してもらったことを、最初から結朱が知っていたか。

「結朱が仕込んだ……？」

　そう考えると、辻つじ褄つまが合う。

　生瀬が俺に情報を教えてくれたのは、結朱の指示。

　元々、生瀬は結朱の動向を教えるつもりなんてなかった。

　そう考えるのが一番自然。

　だけど──

『和泉と結朱っちが付き合ったの、俺はよかったと思うよ』

　──あの言葉を、嘘だと思いたくはない。

　であれば、答えは一つ。

　きっと生瀬は結朱の指示に従って、その上で俺なら彼女を捜し出せると信じた。

　だから、もう見つけ出せるだけの情報は揃っているはず。

「考えろ……！」

　結朱の行動原理を。ここまでに出た情報を。

　脳みそをフルに回し、ここに至るまでの全てを思い返す。

『亜妃の告白場所は噴水の前だ。今から三十分後に、噴水でライトアップが行われる。そのタイミングで、亜妃は颯太に告白するはず。それでうまくいったら、そのまま二人は電車で帰るのが俺たちの計画だ』

　──ふと、その言葉の違和感に気付いた。

　生瀬の言葉に、いらない情報が入っている。

　彼が教えてくれるのは告白場所だけのはずなのに。

　どうして小谷と桜庭が電車で帰ることまで伝えた？

　いや──どうして、小谷と桜庭だけが電車で帰ることを伝えた？

「……生瀬たちは違う交通手段で帰るつもりだった？」

　ああ、そうだ。

　うまくいった二人と同じ電車で帰って、邪魔するような真似はしないだろう。

　時間をずらして電車に乗っても、小谷たちは地元の駅前で過ごすかもしれない。

　極力、バッティングする可能性は避けたいはずだ。

　そして何より──小谷と桜庭が電車で帰るのはうまくいったらの話。

　失敗したら、恐らく気まずさを避けるために別々に帰るのだろう。

　計画を知らない桜庭は電車で。

　小谷は違う交通手段で──恐らくは生瀬や結朱と共に。

「電車が駄目となるとバスかタクシー。イヴにタクシーを捕まえるのは難しいから、用心深い結朱なら計画に織り込まない。まずバスだろう」

　が、『クリスマスフルフェメント』会場である駅前のバス停で待つのは、俺に見つけてくれと言っているようなもの。

　だから、目指すなら一駅歩いた先のバス停。

「結朱は必ずそこに現れる……！」

　ライトアップが始まった噴水に背を向け、俺はバス停を目指して歩き始めた。

　話したいことがたくさんあるのだ。聞きたいことも、同じだけ。

　今まで毎日のように一緒にいて、あんなにたくさん話していたはずなのに、今となってはお互いのことを何も知らないような気がするから不思議だ。

「くそっ……どんどん痛くなるな」

　時間が経つにつれ、右足の痛みが酷ひどくなっていく。

　だが、休んでいる暇はない。

　小谷の告白がうまくいったら、即座にバスへと向かうはずだ。時間がない。

　痛みを制御するために深呼吸しながら歩いていると、不意に俺の首筋に水滴が当たる。

「……雨？」

　反射的に天を仰ぐと、曇天からぽつぽつと雫しずくが落ちてきていた。

　雪になりきれなかった、冷たい雨。

　降り始めた雨は、留め金が外れたように勢いを増していく。

「……は、ちょうどいい。足首を冷やしたかったところだ」

　強がりを一つ呟つぶやいて、再び歩き出した。

　一歩進むごとに痛みが走り、体温が奪われていく。

　最悪のコンディション。それでも、不思議と足は前へと進んだ。

　心臓の鼓動がずっと速い。身体は止まりたいと、休むべきだと言っているのに、胸の鼓動だけが進めと俺に命じていた。

　──今日じゃなくてもいいだろう。

　心のどこかで、冷めた俺が囁ささやく。

　結朱とはいつだって会える。今日にこだわらなくたって、言いたいことならいつでも言えばいい。

「けど……だからこそ今日じゃないといけない」

　だって今は会いに行く理由がない。

　理由がないからこそ、気持ちだけで会いに行ける。

「痛っ……」

　加速度的に足の痛みが増し、それに反比例して歩みは遅くなっていく。

　だが、徐々に目的のバス停が見えてきた。

　──その時だった。

「あ……」

　俺のすぐ側を、バスが通過した。

　駅前のバス停から発車したバス。

　それはあっさりと俺を追い越していき、一つ先のバス停に停車した。

「待ってくれ……！」

　俺は慌てて走り出した。

　足が痛む。水を吸った衣服が重い。

　それでも懸命に走って、走って、走って──かくん、と膝ひざから力が抜けてすっ転んだ。

「くそっ……！」

　痛みと寒さで、いつの間にか体力をだいぶ奪われていたらしい。

　必死に立ち上がって前を向く。

　が、無情にもバスは発車してしまっていた。

「間に合わなかった……？」

　思わず呆ぼう然ぜんとしてしまう。

　いや、だとしても歩き続けなければ。

　イヴの夜だ、道路は渋滞してるだろうし、頑張れば追いつける可能性だってある。

　そうして歯を食いしばり、再び歩き出そうとした時──不意に雨がやんだ。

　いや、雨は降っている。けど身体に当たらない。

　誰かが、傘を差してくれていた。

「そんな必死になって何してるのさ、そこの少年」

　背後から、ずっと聞きたかった声が響く。

　途端に、色んな感情がごちゃ混ぜになりながら溢あふれてきて、なんだか泣きたくなってしまった。

「……そりゃ、男がイヴに必死になる理由なんて、彼女を作るためだと相場が決まってる」

　涙の衝動を堪こらえながら、俺は振り返らずに答える。

「おかしいね。君にはとっても可愛い彼女がいたはずだけど」

「ああ。けど、その彼女、偽物なんだ。俺たちは付き合ってもないし、何も始まってもなかった」

　沈黙。

　ここから先は、俺たちが踏み越えようとしなかった崖がけの先。

　冗談に紛らせて曖あい昧まいにして。建て前や理由で気持ちを隠して。

　俺たちはずっと、未来のない穏やかな関係に甘えていた。

「……うん。私、大和君と一緒にいることより、亜妃を応援することを選んだ。やっぱり、私たちは偽物だね」

　ようやく振り返った俺に、結朱は寂しそうな表情を見せた。

「それは、俺が止めなかったせいだろ」

　反論する俺に、彼女はゆっくりと首を横に振る。

「私ね、大和君が止めてくれなかった時、すごく嫌だった。おかしいよね、私が無理言ったくせに」

　静かに、隠していた気持ちを表してきた結朱。

　俺は、それを無言で聞く。

「──人を好きになるのって、もっときらきらしてて素敵なことだと思ってた。けど現実は違ったよ。なんで止めてくれないんだろうって怒りたくなったり、やっぱり勘違いでしかないのかもって不安になったり」

　結朱は俯うつむき、自じ嘲ちようした。

「今日、ここに大和君が来てくれたって知った時もそう。本当は駄目なのに嬉うれしくて……ここで逃げちゃいけないのに、また亜妃たちを放置しそうになって」

　俺には結朱の気持ちが痛いほど分かる。

「今だって……本当は大和君の姿を見たら隠れるつもりだったのに……気付いたら、全然逆のことをしてた」

　自分が自分じゃないみたいに振り回されて、感情がコントロールできなくなる。

　彼女は、それが不安なのだ。

「なんだかもう、どんどん自分が分からなくなっていく。やっちゃいけないこととか、筋の通らない感情ばっかり湧いてきて……自分が嫌いになっていくみたい。人を好きになるのって、こんなに怖いことだったんだね」

　そこで彼女は、顔を上げて真っ直ぐにこっちを見てきた。

　感情を無理に押し殺したような、決然とした瞳ひとみが俺を捉とらえる。

「だから私は……これ以上のものはいらないかな。まだ偽物カップルのままがいい」

「………………」

　きっと今、俺はフラれたのだろう。

　偽物のままがいいから、告白してくるなと釘くぎを刺された。

「……そうか。俺は逆だったよ」

　だけど、俺は穏やかに言葉を紡いだ。

「俺はさ、ずっと人に振り回されるのが嫌だった。周りに気を遣って、変なところでお人ひと好よしを見せたりする自分が嫌いだった。そういう自分から解放されるには、人から距離を取るしかないと思ってた」

　今でも、それは正しいと思っている。

　これが俺にとって一番人と付き合うのにちょうどいい距離感で、ようやくそこに辿たどり着いたのだと。

　なのに、たった一人だけ例外ができた。

「けど、結朱に会って少し変わった。割に合わないことしても結朱が喜んでるならいいかって思えたり、くだらないことなのに楽しかったり」

　一人の時は徒労だと溜ため息を吐いていたことでも、結朱が隣にいると変わった。

　それは新鮮で、面白くて、怖くて──愛いとおしかった。

「今だって誰とでも仲良くなろうって思ってるんじゃない。けど、結朱といる時間は好きだし、そう思える自分も好きになった」

　今なら言える。

　今の気持ちなら、今の自分ならきっと、ちゃんと伝えられる。




「だから俺は、結朱が好きだ」




　そうして、俺は気持ちのままに言葉をぶつけた。

　彼女は一瞬だけ目を丸くしたものの、すぐに呆あきれたような、泣く寸前のような表情を見せた。

「………………なにそれ。私の話聞いた後に、そんなこと言う？」

「生憎あいにく、空気の読めない陰キャでね」

　すると結朱は、表情を隠すように俺の胸に自分の額を押しつけた。

「……ばか。素敵なことだと思わないって言ってるじゃん」

「ああ」

「……偽物のほうがいいって、釘を刺したじゃん」

「そうだな」

「大和君はいつもそうだよ。私がしてほしいことを全然してくれないし、そのうえ不安にさせてきたりするし。デートも下手だし、ゲームのことばっかり考えてるし」

「改めて聞くと、酷ひどい彼氏だな」

　並べられた自分の所業に、我ながら呆れてしまった。

「本当だよ。なのに……なのにさ、こんな嬉しくなっちゃってるとか、私もばかみたいじゃん」

　言いながら、結朱はぎゅっと抱きついてきた。

　ビニール傘が落ちる。

　雨粒が再び頬を叩たたくが、気にせずに俺は彼女を抱き締め返した。

「……取り消すなら今のうちだよ。私、きっとどんどん嫌な子になって、大和君後悔するかも」

　顔を見せないようにしたまま、結朱はそう呟つぶやいた。

　思わず、俺は苦笑してしまう。

「今さらだな。お前のだめなところなんて、俺はとっくに知ってる。自画自賛ばっかりするナルシストだし、そのくせ人前では猫被かぶるし、いざという時は臆おく病びようになるし」

「……改めて聞くと、酷い彼女だね」

「本当にな。なのに、そういうの分かった上で、俺はお前のことを好きになっちまったんだよ」

　──サプライズを成功させた時の、得意げな表情が好きだ。

　ナルシストのくせに他人のことばっかり考えてたり、自分のことになると臆病だったり。

　自分を好きになるために努力して、他人に好かれるためにはもっと努力して。

　それがずる賢いんじゃないかと、たまに引け目を感じて。

　だけど、最後にはそういう部分も含めて良しとする。

　そんな彼女に、悔しいほど惹ひかれてしまった。

「…………本当に？」

　まだ不安そうに訊たずねてくる結朱に、俺は力強く頷うなずいた。

「本当に。知ってるか？　人間関係を続けるコツは、相手に完かん璧ぺきを求めないことらしいぞ。だから、お前に嫌なところの一つや二つあっても、ちゃんと好きだ」

　そう返すと、胸元で結朱が小さく笑う気配がした。

「じゃあ、もう一回好きって言って」

「結朱が好きだ」

「もう一回」

「結朱が好きだ」

「もう一回」

「結朱が好きだ」

　三回言ったところで、リクエストが止まる。

　そして、深呼吸するように小さく肩が動いた後、彼女は頭を上げた。

　少し赤くなった顔に泣き笑いのような表情を浮かべて、結朱は口を開く。







「私も、大和君が好き」
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[image: エピローグ　大和君にもっと愛されてやろうと思って]







　そうして、晴れて偽物カップルを卒業した次の日。

　クリスマス当日に、俺は結ゆ朱ずを自分の部屋に招いた。

　土砂降りの雨の中で結ばれた二人。誰もいない部屋。

　となれば、やることは一つ。

「いやあ……見事に風邪引いたね、大和やまと君」

　──そう、お見舞いである。

　苦笑を浮かべた結朱は、ベッドで眠る俺の額に濡ぬれタオルを載せた。

「えらい目に遭ったわ……」

　昨日の熱に浮かされたようなテンションはどこへやら、本当に熱が出た俺は、疲労がたっぷり籠こもった溜め息を吐く。

「風邪だけじゃなく、全身打撲に足首捻ねん挫ざだもんねえ。そんな状態でも会いにくるとか、私のこと好きすぎない？　ねえねえ、そんなに私が好き？　どのくらい好き？」

　ベッド横でいつもの症状を爆発させる結朱に、俺は白い目を向けた。

「……体調悪い時にお前のウザさを食らうのは、なかなか堪こたえるものがあるな」

　ちなみに昨日は、告白した後も特にロマンティックな時間を過ごすでもなく、俺は普通に病院に直行したという。酷いイヴである。

　と、そこで何かを思い出したように、結朱は自分の荷物を漁あさる。

「そうだ、お見舞いの品を持ってきたよ。はい、クリスマスケーキ」

「わざわざありがとう。話は変わるが、病人の主食っておかゆなんだわ」

「大和君のために、生クリームたっぷりのやつを買ってきたからね！」

「消化に優しくないカロリー爆弾だな。これは気持ち籠もってるわ」

　あれ、こいつ俺の彼女だよな？　もしかして昨日の出来事は夢だった？

「まあ、それは冗談として。ちゃんとおかゆも作ってあげますよ」

　冗談を一区切りしたような顔で笑う結朱。

「おい、本題に入ったみたいな顔で嫌がらせを続けるのはやめろ。体調悪い時にお前の手料理とか対応できんわ」

「どういう意味!?　今度はちゃんとお見舞いのつもりなのに！」

「今のコンビニってすげえよなあ。なんでも売ってるもん。レトルトのおかゆとか」

「遠回しに買ってこいって言ってるよね!?　そんなに私の手作りが嫌か！」

　そこで俺は上半身を起こして、最高の笑顔を結朱に見せた。

「結朱、今日は本当にありがとう。いい彼女を持って俺は幸せだわ。けど愛するお前に風邪を移したら嫌だし、もう帰っていいぞ」

「とうとう追い出そうとし始めたじゃん！　分かったよもう。買ってきたおかゆ使うから」

　ちょっといじけたように背を丸めて、結朱はレトルトのおかゆを取り出した。

「いやレトルトあるのかよ。なんで用意してるのに一回手作りにチャレンジしようとした」

「大和君にもっと愛されてやろうと思って。念のために保険を用意する心遣いは褒めてほしい」

「もっと違う気遣いが欲しかったがな」

　微妙な空気が流れた後、俺たちは同時に溜め息を吐いた。

「なんか、本当に付き合い始めたっていうのに、前と全然変わらないね。人を好きになるって、もっときらきらしてて素敵なものだと思ってたんだけど」

「そりゃ、お互いに根本的な人間性が変わってないからな。付き合っただけで何もかもが変わるわけじゃないってことだ」

「……そっか。それもそうだね」

　結朱は、どこか嬉うれしそうに頷いた。

「にしても、付き合って最初のイベントがお見舞いって、大和君らしいインドアさだよ」

「悪かったな。なんならお前だけ他の友達と外で遊んできてもいいぞ」

　さっきは冗談で言ったが、結朱に風邪を移したら普通に嫌だし。

「ううん。大和君と一緒にいたいから」

　からかうでもなく、結朱は俺の手を握って素直に呟いた。

「……そうか」

　少し照れ臭くなりながらも、俺はその言葉を受け入れる。

「それに、今誘うとなると啓けい吾ごしか空いてないだろうし。二人きりだとさすがに大和君も妬やいちゃうでしょ？」

　一瞬、結朱が言っている意味が分からなかったものの……すぐに理解する。

「……小こ谷たにと桜さくら庭ば、うまくいったのか」

「うん。よかったよね」

　安あん堵どしたように笑う結朱。

「そうだな。じゃあ、間一髪だったのか」

　俺も違う意味でほっとしていると、彼女は小首を傾げた。

「間一髪って、何が？」

「小谷たちがうまくいったら、自動的に偽物カップルは終わってただろ。そうなる前に自分で終わらせられてよかったよ」

　なし崩しで押し出されたのではなく、ちゃんと自分の意志で前へ進んだ。

　今はそう思えるから。

「……うん。そうだね」

　結朱も異論はないのか、少し照れ臭そうにしながらも頷いていた。

　その時、俺のスマホから着信音が聞こえてくる。

　反射的に画面を見ると、ヒナからメッセージが送られてきていた。

「……クリスマスに他の女子からメッセージですか」

　結朱にもスマホの画面が見えてしまったようで、じとっとした目をこっちに向けてくる。

「いや別に、そんなたいしたことじゃないぞ。ただ昨日結朱のところに行く前に会ったから、そのことだと思う」

「イヴの日に会ってたの!?　私より先に！」

　あれ……なんかすごい藪やぶ蛇へびになってしまったような。

「大和君の浮気者！　いやでもあの時点では正式に付き合っていなかったから、これは浮気に入らないの!?　もしや私のほうが浮気なのでは!?　大和君の浮気者！」

　よっぽどダメージが大きかったのか、結朱は混乱しているようだった。

　これは早めに落ち着かせなければ面倒なことになるぞ。

「妙な勘違いをしているようだが、二人きりじゃなかったぞ。女バスの部員も他にいたし」

「つまりハーレム!?」

「そういう解釈になっちゃうかー」

　さすが結朱。予想の斜め上を行ってくれる。

「付き合って早々、ライバルがこんなに現れるなんて……これは気が抜けないね！」

「抜いていいわ。言っておくが、なんのヒロインレースも始まってないからね。参加者はお前一人だわ」

「……本当に？」

　ようやく聞く耳を持ってくれた結朱に、俺は深く頷く。

「ああ。残酷な言い方になるが、お前の彼氏がモテると思うな」

　いやほんと、こんなことを自分で言わなきゃいけないのがだいぶ残酷だわ。

「ふぅ……よかった」

　ほっと胸を撫なで下ろす結朱。

　が、次の瞬間には俺の呆あきれた視線に気付いたのか、頬を赤くしてそっぽを向いた。

「……反省はしてます」

「ならよし」

　苦笑しながら許すと、それが逆に敗北感を煽あおったのか、結朱は「むぅ……」と呻うめいた。

「……言っておくけど、私はこんな感じだから覚悟してね」

　その言葉に、俺は苦笑してしまった。

「お前ってほんと、ナルシストのくせに変なところで自信なくすよな」

「……どういう意味さ」

　からかわれたと思ったのか、恨めしそうに睨にらんでくる結朱。

「今の姿も、それはそれで可愛いってことさ」

　そんな彼女に、俺は笑顔でそう言ってやった。

「………………っ」

　結朱は途端に真っ赤になり、くるりと後ろを向く。

　が、耳まで赤く染まっているので、まるで感情を隠せていなかった。

「いつまで経っても防御力が上がらないね、お前は」

「う、うるさいな」

　文句を言いつつも、再びこっちを向く結朱。

　赤い顔をしたまま、きゅっと俺の袖そでを掴つかんできた。

「……やっぱり、まだ怖いか？」

　何の建て前もなく、こうして一緒に過ごすのが。

「そりゃ怖いよ。それは変わらない」

　結朱は少し真剣な顔でそう言ってから、小さな笑みを浮かべた。

「……けど、そういうのどうでもよくなっちゃうくらい、幸せだったりもする」

　こっちが照れ臭くなるくらい、真っ直ぐな言葉。

「そっか」

　俺は頷うなずくと、袖を掴んでいた結朱の手をそっと握る。

「俺の風邪が治ったら、どこか出かけようか」

　そう提案すると、結朱の表情もパッと明るくなった。

「いいね。私、行きたいところがあって──」




　──未来のことに、想いを馳はせる。

　少しの不安と、それ以上の希望を抱えて。

　そうやって、俺たちの恋は始まったのだった。








あとがき






　お久しぶりです。三み上かみこたです。

　さて、無事に三巻を出せることになりましたが……いやー、今回は難産でしたね。

　どういう展開にするか色々悩みましたが、まあこれが一番だろうと。

　ちょっとここから先はネタバレになるので、本編未読の方はバックを。




　さて、今回の内容は二人の関係にだいぶ踏み込んだものになりました。

　三上の率直な感想を申しますと『え、もうくっつくの？　早くね？』という感じです。

　ラブコメってもっとこう、焦じらして焦らして、お前らもう早く付き合っちゃえよと叫びたくなるようなジャンルじゃないの？　と。

　そういう展開にする選択肢もあるにはあったのですが、あえてしませんでした。

　何故ならこの作品は常にフルスロットル。

　毎回、ここでシリーズが終わってもいいと思えるほどの全力投球で描こうという気持ちで挑んでいるため、その熱を冷ましたくなかったのです。

　というわけで、今回で『とっかわ』（全然浸透していない公式の略称）は大きな節目を迎えました。

　続きを書けるかどうかは三上の一存では決められませんが、もし書けるとしたら、その時もまたフルスロットルで挑みたいと思います。




　最後に謝辞を。

　今回もイラストを描いていただいたさいね先生。

　過去一、筆が遅かったせいで迷惑をかけた担当様。

　今回、非常に迷惑をかけた校正様。

　その他、この本に携わっていただいた全ての関係者様。

　そして、ここまでお付き合いくださった読者の皆様。

　ありがとうございました。





三上こた
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